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　古
代
日
本
に
お
け
る
神
社
の
源
流
は
、
古
墳
後
期
頃
よ
り
列
島
の
多
く
の
地
域
で
確
認
さ
れ
る
。

天
空
や
地
下
、
奥
山
や
海
の
彼
方
に
設
定
さ
れ
た
他
界
と
の
境
界
付
近
に
、
後
の
神
社
に
直
結
す
る

よ
う
な
祭
祀
遺
構
が
見
出
さ
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
耕
地
を
潤
す
水
源
で
行
わ
れ
た
湧
水

点
祭
祀
は
、
地
域
の
鎮
守
や
産
土
社
に
姿
を
変
え
て
ゆ
く
。
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
初
に
お
い
て
こ

れ
ら
に
生
じ
る
祭
祀
具
の
一
般
化
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
内
部
に
何
ら
か
の
神
祭
り
関
係
機
関
が
成
立
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
文
献
史
学
で
い
う
欽
明
朝
の
祭
官
制
成
立
だ
が
、〈
官
制
〉
と
し
て
完

成
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
中
臣
氏
や
忌
部
氏
と
い
っ
た
祭
祀
氏
族
が
編
成
さ
れ
、
中
央

と
地
方
を
繋
ぐ
一
元
的
な
祭
祀
の
あ
り
方
、
神
話
的
世
界
観
が
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。
こ
の
際
、
中
国
や
朝
鮮
の
神
観
念
、
卜
占
・
祭
祀
の
方
法
が
将
来
さ
れ
、
列
島
的
神
祇
信
仰

の
構
築
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　律
令
国
家
形
成
の
画
期
で
あ
る
天
武
・
持
統
朝
に
は
、
飛
鳥
浄
御
原
令
の
編
纂
に
伴
っ
て
、
祈
年

祭
班
幣
を
典
型
と
す
る
律
令
制
祭
祀
や
、
そ
れ
ら
を
管
理
・
運
営
す
る
神
祇
官
が
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
。

社
殿
を
備
え
る
い
わ
ゆ
る
〈
神
社
〉
は
、
こ
の
と
き
、
各
地
の
祭
祀
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
王
権
と
関
係
の

深
い
も
の
を
中
心
に
選
び
出
し
、
官
の
幣
帛
を
受
け
る
た
め
の
荘
厳
さ
れ
た
空
間
―
―
〈
官
社
〉
と

し
て
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
神
社
は
、
必
然
的
に
、
王
権
／
在
地
の
二
重
の
祭
祀

構
造
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
の
青
写
真
で
あ
る
大
宝
神
祇
令
は
、
列
島
の
伝
統
的
祭
祀
を
唐

の
祠
令
、
新
羅
の
祭
祀
制
と
対
比
さ
せ
つ
つ
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
〈
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
は

後
者
の
実
態
と
少
な
か
ら
ず
乖
離
し
て
い
た
。
平
安
期
に
お
け
る
律
令
制
祭
祀
の
変
質
、
一
部
官
社

の
衰
滅
、
そ
し
て
令
制
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
多
様
な
宗
教
ス
ポ
ッ
ト
の
展
開
は
、
か

か
る
二
重
構
造
の
ジ
レ
ン
マ
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。奈
良
中
期
よ
り
本
格
化
す
る
神
階
制
、

名
神
大
社
な
ど
の
社
格
の
賜
与
は
、
両
面
の
矛
盾
を
解
消
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

溝
を
充
分
に
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
聖
武
朝
の
国
家
的
仏
教
喧
伝
は
新
た
な
奉
祀

方
法
と
し
て
の
仏
教
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
仏
の
力
で
神
祇
を
活
性
化
さ
せ
る
初
期
神
仏
習
合
が
流

行
す
る
。
本
地
垂
迹
説
に
よ
っ
て
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
が
、
社
殿
の
普
及
や
神
像
の
創
出
な

ど
、
こ
の
仏
教
と
の
相
関
性
が
神
祇
信
仰
の
明
確
化
を
生
じ
た
点
は
無
視
で
き
な
い
。

　平
安
期
に
入
る
と
、
律
令
制
祭
祀
の
本
質
を
示
す
祈
年
祭
班
幣
は
次
第
に
途
絶
し
、
各
社
奉
祀
の

統
括
は
神
祇
官
か
ら
国
司
の
手
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
国
幣
の
開
始
を
端
緒
と
す
る
こ
の
傾
向
は
、
王

朝
国
家
の
成
立
に
伴
う
国
司
権
力
の
肥
大
化
の
な
か
で
加
速
、
や
が
て
総
社
や
一
宮
の
成
立
へ
と
結

び
つ
く
。
一
方
、
令
制
前
よ
り
主
な
奉
幣
の
対
象
で
あ
っ
た
畿
内
の
諸
社
、
平
安
京
域
や
そ
の
周
辺

に
位
置
す
る
神
社
の
な
か
に
は
、
十
六
社
や
二
十
二
社
と
数
え
ら
れ
て
祈
雨
／
止
雨
・
祈
年
穀
の
対

象
と
な
る
も
の
、
個
別
の
奉
幣
祭
祀
（
公
祭
）
を
成
立
さ
せ
る
も
の
が
出
現
す
る
。
式
外
社
を
含
む

こ
れ
ら
の
枠
組
み
は
、
平
安
期
に
お
け
る
国
家
と
王
権
の
関
係
、
天
皇
家
及
び
有
力
貴
族
の
信
仰
の

あ
り
方
を
明
確
に
反
映
し
て
お
り
、
従
来
の
官
社
制
を
半
ば
超
越
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
降
、
神

社
祭
祀
は
内
廷
的
な
も
の
と
各
国
個
別
の
も
の
へ
二
極
分
化
し
、
中
世
的
神
祇
信
仰
へ
と
繋
が
っ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
―
歴
史
時
代
的〈
神
〉の
成
立
と
神
祭
り
の
画
一
化
―

❶
六
世
紀
の
祭
祀
制
度
改
革

❷
律
令
神
祇
祭
祀
制
の
成
立

❸
神
仏
習
合
の
受
容
と
定
着

❹
平
安
祭
祀
制
の
成
立

お
わ
り
に
―
古
代
的
神
か
ら
中
世
的
神
へ
―

H
O
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は
じ
め
に
―
歴
史
時
代
的〈
神
〉の
成
立
と
神
祭
り
の
画
一
化
―

　古
代
日
本
の
神
仏
信
仰
を
通
史
的
に
叙
述
し
よ
う
と
す
る
際
、
や
は
り
、
近
年
の

〈
古
代
神
殿
論
争

（
（
（

〉
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
考
古
学
・
建
築
史
学
・
文

献
史
学
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
こ
の
議
論
は
、
し
か
し
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
ま
り
生
産
的
な
結
果
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、批
判
の
す
れ
違
い
が
か
え
っ
て
各
分
野
の
思
考
枠
組
み
を
浮
き
彫
り
に
し
、

「
神
殿
と
は
何
か
」「
神
社
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
あ
ら
た
め
て
提
起
し
た
こ
と

は
重
要
で
あ
ろ
う
。
同
論
争
の
轍
を
踏
ま
ず
、
考
古
学
／
文
献
史
学
の
成
果
を
充
分

に
結
び
合
わ
せ
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
古
墳
時
代
に
お
け
る
〈
神
〉
の
成
立
、
や
が

て
神
社
に
奉
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
宗
教
的
存
在
の
構
築
過
程
に
つ
い
て
扱
っ
て
お

き
た
い
。  

　三
～
六
世
紀
の
祭
祀
体
系
が
〈
古
墳
〉
を
核
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、以
前
は
喪
葬
と
首
長
霊
継
承
の
関
連
で
の
み
語
ら
れ
て
い
た
こ
の
墳
墓
も
、

近
年
の
造
出
し
部
分
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
首
長
が
行
う
多
様
な
宗
教
行
為
を
集

中
的
に
表
現
す
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
中
央
や
地
域
の
王

権
を
支
え
る
こ
れ
ら
の
祭
祀
が
次
第
に
肥
大
化
し
、
古
墳
の
規
制
よ
り
離
れ
て
豪
族

居
館
へ
、
あ
る
い
は
特
定
の
自
然
環
境
へ
と
独
自
の
祭
祀
空
間
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。

そ
の
時
期
―
―
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
前
半
こ
そ
が
、
歴
史
時
代
的
な
〈
神
〉
の
成

立
に
至
る
最
初
の
画
期
と
い
え
よ
う
。  

　弥
生
時
代
に
は
、
稲
作
農
耕
が
生
業
の
中
心
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
と

日
光
を
も
た
ら
す
天
、
恵
み
を
育
む
大
地
へ
の
信
仰
が
強
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
象
徴

す
る
鳥
／
鹿
の
図
像
が
多
く
描
か
れ
た
。
青
銅
器
が
丘
陵
へ
埋
納
さ
れ
る
こ
と
、
高

地
の
禁
足
地
化
が
進
む
こ
と
な
ど
も
こ
の
点
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
古
墳
時
代
に
な

る
と
、
巨
大
な
墳
丘
の
築
造
に
よ
っ
て
自
然
（
平
地
）
の
克
服
が
表
象
さ
れ
る
一
方
、

天
空
や
地
下
、
奥
山
や
海
の
彼
方
と
い
っ
た
、
日
常
生
活
と
隔
絶
し
た
自
然
領
域
が

神
聖
化
さ
れ
、
神
霊
の
帰
す
他
界
へ
と
設
定
さ
れ
始
め
る
。
古
墳
の
壁
画
に
は
、
死

者
を
導
く
鳥
や
船
の
様
子
が
描
か
れ
、
後
の
黄
泉
国
神
話
に
繋
が
る
地
下
冥
界
も
構

想
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
歴
史
時
代
の
神
社
信
仰
に
直
結
す
る
よ

う
な
、
自
然
信
仰
の
祭
祀
場
が
出
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
近
年
と
く

に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
水
辺
の
祭
祀
で
、
井
泉
な
ど
を
祭
場
に
加
工
し
た
〈
湧
水

点
祭
祀
〉、
浄
化
し
た
水
を
祭
場
に
引
い
て
行
う
〈
導
水
祭
祀
〉
の
二
種
に
大
別
さ

れ
る
。
前
者
は
、
三
重
県
城
之
越
遺
跡
・
六
大
Ａ
遺
跡
、
静
岡
県
天
白
磐
座
遺
跡
な

ど
、
後
者
は
、
奈
良
県
南
郷
大
東
遺
跡
、
群
馬
県
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
・
北
谷
遺
跡
、
奈

良
県
阪
原
坂
戸
遺
跡
・
大
柳
生
宮
ノ
前
遺
跡
・
南
紀
寺
遺
跡
な
ど
が
代
表
的
遺
構
で

あ
る

（
（
（

。
造
出
し
や
周
濠
の
島
状
遺
構
に
そ
の
ジ
オ
ラ
マ
を
配
す
る
古
墳
も
あ
り
（
三

重
県
宝
塚
一
号
墳
、
奈
良
県
巣
山
古
墳
な
ど
）、
当
時
の
社
会
で
盛
行
を
極
め
た
祭
祀

形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
地
域
を
潤
す
水
を
奉
祀
対
象
に
据
え
る

こ
と
は
、
必
然
的
に
、
主
宰
者
た
る
在
地
豪
族
の
耕
地
開
発
・
周
辺
支
配
と
密
接
な

関
わ
り
を
生
じ
る
に
至
っ
た

（
（
（

。
例
え
ば
天
白
磐
座
遺
跡
は
、
神
宮
寺
川
が
井
伊
谷
に

流
れ
込
む
水
分
の
丘
陵
上
に
巨
岩
が
林
立
す
る
祭
場
で
、
四
世
紀
後
半
～
一
三
世
紀

中
葉
の
長
期
に
わ
た
り
、
地
域
首
長
に
よ
る
磐
座
祭
祀
、
神
社
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い

た
（
（
（

。
辰
巳
和
弘
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
耕
地
に
注
ぐ
湧
水
は
土
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
豊
穣
を
祈
願
す
る
こ
と
こ
そ
首
長
の
権
利
＝
役

割
、
地
域
支
配
の
根
拠
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（
（
（

。
福
岡
県
沖
ノ
島
、
福
島
県
建
鉾
山
、

奈
良
県
三
輪
山
々
麓
に
位
置
す
る
纒
向
、
布
留
遺
跡
な
ど
、
同
時
期
に
は
、
歴
史
時

代
の
神
社
に
結
び
つ
く
祭
祀
遺
構
が
次
々
と
出
現
し
て
い
る
。
山
地
の
聖
域
化
は
麓

の
開
発
に
伴
っ
て
進
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
し

（
（
（

、
一
見
開
発
と
無
関
係
な

沖
ノ
島
祭
祀
な
ど
も
、
海
洋
に
お
け
る
人
間
活
動
の
拡
大
を
保
証
し
て
き
た
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
列
島
の
神
の
古
典
的
な
姿
は
、
人
間
活
動
の
拡
大
、
環
境
開
発
の

進
展
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。  

　以
上
の
よ
う
な
〈
神
〉
の
出
現
に
際
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
祭
祀
方
法
の

画
一
化
が
図
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
前
方
後
円
墳
を
典
型
と
す
る
古
墳
の
築
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造
形
式
・
祭
祀
形
態
が
、
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
一
定
の
規
制
（
規
格
・
技
術
供
与
）
を

受
け
て
い
た
よ
う
に
、
各
地
で
発
生
し
多
様
な
形
態
を
持
っ
て
い
た
神
祭
り
の
形
式

に
も
、
全
国
一
律
的
な
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
亀
井
正
道
氏
は
、
四
世

紀
末
～
七
世
紀
中
葉
の
祭
祀
遺
跡
を
集
成
し
、
出
土
遺
物
の
組
成
を
軸
に
六
期
に
区

分
し
て
い
る

（
（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、四
世
紀
末
～
五
世
紀
前
半
の
第
一
期
は
実
物
の
鏡
・

武
器
・
玉
類
が
主
流
、
五
世
紀
中
葉
前
後
の
第
二
期
に
は
、
実
物
の
宝
器
と
と
も
に

滑
石
製
模
造
品
が
大
量
に
出
現
す
る
。
そ
の
種
類
は
、
剣
、
刀
子
・
斧
・
鎌
な
ど
農

工
具
、
鏡
と
そ
れ
の
簡
略
形
で
あ
る
有
孔
円
板
、
勾
玉
な
ど
で
、
五
世
紀
後
半
～
六

世
紀
初
の
第
三
期
に
は
、
剣
・
有
孔
円
板
・
勾
玉
・
臼
玉
に
固
定
化
し
て
い
く
。
第

二
期
ま
で
の
実
物
宝
器
・
滑
石
製
模
造
品
の
組
成
は
古
墳
の
副
葬
品
と
も
共
通
す
る

が
、
第
三
期
に
至
っ
て
、
農
工
具
主
流
の
副
葬
品
と
剣
・
鏡
・
玉
の
模
造
品
主
流
の

祭
祀
遺
物
と
が
明
確
に
分
離
す
る
。
こ
こ
に
神
祭
り
の
画
期
が
見
出
さ
れ
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
原
材
料
の
供
給
か
ら
模
造
品
の
製
造
ま
で
を
含
め
、
古
墳
祭

式
を
規
制
し
た
の
と
同
じ
統
一
権
力
の
関
与
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
近
年
で
は
、
滑
石

製
模
造
品
の
出
土
が
大
き
く
東
国
に
偏
る
こ
と
か
ら
、
同
祭
祀
は
東
国
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
支
配
の
た
め
に
政
策
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
畿
内
に
お
い
て
は
逆
に
日
常

生
活
に
密
着
し
た
形
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
議
論
も
あ
る

（
（
（

。
湧
水
点
祭
祀
・
導
水

祭
祀
の
設
計
思
想
自
体
が
中
央
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
背
景
に
ヤ
マ

ト
王
権
の
強
力
な
働
き
か
け
の
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。  

　こ
の
祭
祀
制
度
に
関
す
る
痕
跡
こ
そ
が
、
考
古
学
と
文
献
史
学
を
橋
渡
し
す
る
手

が
か
り
に
な
る
。 

❶
六
世
紀
の
祭
祀
制
度
改
革

　1

　祭
官
制
の
虚
実
―
祭
祀
氏
族
の
成
立
―

　五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
初
に
お
け
る
祭
祀
遺
物
の
組
成
変
化
は
、
当
時
の
ヤ
マ
ト

王
権
内
部
に
、
神
祭
り
の
形
式
を
整
備
・
浸
透
さ
せ
る
何
ら
か
の
〈
機
関
〉
が
存
在

し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
文
献
史
学
で
い
う
〈
祭
官
制
〉
が
こ
れ
に
当
た
ろ
う
。
同

制
は
、
継
体
朝
以
降
の
王
権
内
部
の
動
揺
、
新
羅
／
百
済
の
対
立
に
よ
る
朝
鮮
半
島

の
動
乱
な
ど
か
ら
、
王
統
の
確
認
と
王
権
の
政
治
・
軍
事
的
、
思
想
・
宗
教
的
強
化

を
意
図
し
て
組
織
化
さ
れ
た
中
央
祭
祀
制
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
っ
て

相
違
は
あ
る
が
、
中
央
に
お
け
る
祭
祀
氏
族
（
中
臣
氏
や
忌
部
氏
）
の
成
立
と
祭
官

任
用
、
地
方
に
お
け
る
日
祀
（
奉
）
部
・
日
置
部
の
設
置
な
ど
が
具
体
的
内
容
と
さ

れ
る
。
例
え
ば
岡
田
精
司
氏
は
、
欽
明
朝
頃
の
宮
廷
に
お
い
て
、
専
制
体
制
強
化
に

伴
い
垂
直
的
構
成
の
宗
教
的
世
界
観
〈
高
天
原
信
仰
〉
が
成
立
、
そ
れ
を
背
景
と
す

る
宗
教
支
配
・
統
制
機
構
と
し
て
神
祇
官
先
行
官
司
た
る
祭
官
が
設
置
、
中
臣
氏
を

長
官
に
、
日
奉
部
・
日
奉
舎
人
部
を
品
部
と
し
て
組
織
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
地
方
神
は
王
権
の
守
護
神
に
従
属
し
、
中
央
政
府
の
政
治
的
障
害
と
な
る

よ
う
な
独
立
的
宗
教
活
動
、
共
同
体
信
仰
は
弾
圧
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う

（
（
（

。「
祭
官
」

の
名
称
は
、嘉
暦
三
～
正
慶
元
年
（
一
三
二
八
～
一
三
三
二
）
成
立
の
『
中
臣
氏
系
図
』

に
引
く
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
撰
上
『
新
撰
氏
族
本
系
帳
』
逸
文
に
み
え
る
。
そ

こ
に
は
、
推
古
～
舒
明
朝
の
中
臣
御
食
子
、
推
古
朝
の
中
臣
国
子
が
、
と
も
に
「
前

事
奏
官
兼
祭
官
」
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
が

（
（（
（

、
こ
の
兼
官
の
理
解
に
つ
い
て
も
意
見

が
分
か
れ
る
。
上
田
正
昭
氏
は
、
祭
官
を
伊
勢
神
宮
奉
祭
職
（
後
の
祭
主
）
の
先
行

官
名
、
前
事
奏
官
こ
そ
神
祇
官
先
行
官
司
と
位
置
づ
け
る

（
（（
（

。
中
村
英
重
氏
は
、
祭
官

に
つ
い
て
は
岡
田
説
を
踏
襲
す
る
が
、
前
事
奏
官
は
神
意
を
大
王
に
奏
上
す
る
祭
祀

職
で
、
推
古
朝
に
は
大
王
／
臣
下
の
間
を
奏
宣
・
奏
上
で
媒
介
す
る
政
治
職
へ
変
質

す
る
と
い
う
、
独
特
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る

（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
一
〇
世
紀
の

孤
立
し
た
史
料
か
ら
、
六
世
紀
の
情
況
を
復
原
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が

あ
ろ
う
。
近
年
で
は
、『
書
紀
』
に
お
け
る
中
臣
氏
の
職
掌
（
大
夫
・
祭
祀
職
）
を
平

安
期
に
中
国
的
に
表
現
し
た
と
す
る
関
晃
説

（
（（
（

に
従
い
、
い
わ
ゆ
る
官
司
の
整
備
は
な

く
、
内
実
は
伴
造
制
に
基
づ
く
大
夫
の
国
政
分
掌
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
が
有
力

で
あ
る

（
（（
（

。  
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造
形
式
・
祭
祀
形
態
が
、
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
一
定
の
規
制
（
規
格
・
技
術
供
与
）
を

受
け
て
い
た
よ
う
に
、
各
地
で
発
生
し
多
様
な
形
態
を
持
っ
て
い
た
神
祭
り
の
形
式

に
も
、
全
国
一
律
的
な
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
亀
井
正
道
氏
は
、
四
世

紀
末
～
七
世
紀
中
葉
の
祭
祀
遺
跡
を
集
成
し
、
出
土
遺
物
の
組
成
を
軸
に
六
期
に
区

分
し
て
い
る

（
（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、四
世
紀
末
～
五
世
紀
前
半
の
第
一
期
は
実
物
の
鏡
・

武
器
・
玉
類
が
主
流
、
五
世
紀
中
葉
前
後
の
第
二
期
に
は
、
実
物
の
宝
器
と
と
も
に

滑
石
製
模
造
品
が
大
量
に
出
現
す
る
。
そ
の
種
類
は
、
剣
、
刀
子
・
斧
・
鎌
な
ど
農

工
具
、
鏡
と
そ
れ
の
簡
略
形
で
あ
る
有
孔
円
板
、
勾
玉
な
ど
で
、
五
世
紀
後
半
～
六

世
紀
初
の
第
三
期
に
は
、
剣
・
有
孔
円
板
・
勾
玉
・
臼
玉
に
固
定
化
し
て
い
く
。
第

二
期
ま
で
の
実
物
宝
器
・
滑
石
製
模
造
品
の
組
成
は
古
墳
の
副
葬
品
と
も
共
通
す
る

が
、
第
三
期
に
至
っ
て
、
農
工
具
主
流
の
副
葬
品
と
剣
・
鏡
・
玉
の
模
造
品
主
流
の

祭
祀
遺
物
と
が
明
確
に
分
離
す
る
。
こ
こ
に
神
祭
り
の
画
期
が
見
出
さ
れ
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
原
材
料
の
供
給
か
ら
模
造
品
の
製
造
ま
で
を
含
め
、
古
墳
祭

式
を
規
制
し
た
の
と
同
じ
統
一
権
力
の
関
与
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
近
年
で
は
、
滑
石

製
模
造
品
の
出
土
が
大
き
く
東
国
に
偏
る
こ
と
か
ら
、
同
祭
祀
は
東
国
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
支
配
の
た
め
に
政
策
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
畿
内
に
お
い
て
は
逆
に
日
常

生
活
に
密
着
し
た
形
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
議
論
も
あ
る

（
（
（

。
湧
水
点
祭
祀
・
導
水

祭
祀
の
設
計
思
想
自
体
が
中
央
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
背
景
に
ヤ
マ

ト
王
権
の
強
力
な
働
き
か
け
の
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。  

　こ
の
祭
祀
制
度
に
関
す
る
痕
跡
こ
そ
が
、
考
古
学
と
文
献
史
学
を
橋
渡
し
す
る
手

が
か
り
に
な
る
。 

❶
六
世
紀
の
祭
祀
制
度
改
革

　1

　祭
官
制
の
虚
実
―
祭
祀
氏
族
の
成
立
―

　五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
初
に
お
け
る
祭
祀
遺
物
の
組
成
変
化
は
、
当
時
の
ヤ
マ
ト

王
権
内
部
に
、
神
祭
り
の
形
式
を
整
備
・
浸
透
さ
せ
る
何
ら
か
の
〈
機
関
〉
が
存
在

し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
文
献
史
学
で
い
う
〈
祭
官
制
〉
が
こ
れ
に
当
た
ろ
う
。
同

制
は
、
継
体
朝
以
降
の
王
権
内
部
の
動
揺
、
新
羅
／
百
済
の
対
立
に
よ
る
朝
鮮
半
島

の
動
乱
な
ど
か
ら
、
王
統
の
確
認
と
王
権
の
政
治
・
軍
事
的
、
思
想
・
宗
教
的
強
化

を
意
図
し
て
組
織
化
さ
れ
た
中
央
祭
祀
制
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
っ
て

相
違
は
あ
る
が
、
中
央
に
お
け
る
祭
祀
氏
族
（
中
臣
氏
や
忌
部
氏
）
の
成
立
と
祭
官

任
用
、
地
方
に
お
け
る
日
祀
（
奉
）
部
・
日
置
部
の
設
置
な
ど
が
具
体
的
内
容
と
さ

れ
る
。
例
え
ば
岡
田
精
司
氏
は
、
欽
明
朝
頃
の
宮
廷
に
お
い
て
、
専
制
体
制
強
化
に

伴
い
垂
直
的
構
成
の
宗
教
的
世
界
観
〈
高
天
原
信
仰
〉
が
成
立
、
そ
れ
を
背
景
と
す

る
宗
教
支
配
・
統
制
機
構
と
し
て
神
祇
官
先
行
官
司
た
る
祭
官
が
設
置
、
中
臣
氏
を

長
官
に
、
日
奉
部
・
日
奉
舎
人
部
を
品
部
と
し
て
組
織
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
地
方
神
は
王
権
の
守
護
神
に
従
属
し
、
中
央
政
府
の
政
治
的
障
害
と
な
る

よ
う
な
独
立
的
宗
教
活
動
、
共
同
体
信
仰
は
弾
圧
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う

（
（
（

。「
祭
官
」

の
名
称
は
、嘉
暦
三
～
正
慶
元
年
（
一
三
二
八
～
一
三
三
二
）
成
立
の
『
中
臣
氏
系
図
』

に
引
く
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
撰
上
『
新
撰
氏
族
本
系
帳
』
逸
文
に
み
え
る
。
そ

こ
に
は
、
推
古
～
舒
明
朝
の
中
臣
御
食
子
、
推
古
朝
の
中
臣
国
子
が
、
と
も
に
「
前

事
奏
官
兼
祭
官
」
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
が

（
（（
（

、
こ
の
兼
官
の
理
解
に
つ
い
て
も
意
見

が
分
か
れ
る
。
上
田
正
昭
氏
は
、
祭
官
を
伊
勢
神
宮
奉
祭
職
（
後
の
祭
主
）
の
先
行

官
名
、
前
事
奏
官
こ
そ
神
祇
官
先
行
官
司
と
位
置
づ
け
る

（
（（
（

。
中
村
英
重
氏
は
、
祭
官

に
つ
い
て
は
岡
田
説
を
踏
襲
す
る
が
、
前
事
奏
官
は
神
意
を
大
王
に
奏
上
す
る
祭
祀

職
で
、
推
古
朝
に
は
大
王
／
臣
下
の
間
を
奏
宣
・
奏
上
で
媒
介
す
る
政
治
職
へ
変
質

す
る
と
い
う
、
独
特
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る

（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
一
〇
世
紀
の

孤
立
し
た
史
料
か
ら
、
六
世
紀
の
情
況
を
復
原
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が

あ
ろ
う
。
近
年
で
は
、『
書
紀
』
に
お
け
る
中
臣
氏
の
職
掌
（
大
夫
・
祭
祀
職
）
を
平

安
期
に
中
国
的
に
表
現
し
た
と
す
る
関
晃
説

（
（（
（

に
従
い
、
い
わ
ゆ
る
官
司
の
整
備
は
な

く
、
内
実
は
伴
造
制
に
基
づ
く
大
夫
の
国
政
分
掌
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
が
有
力

で
あ
る

（
（（
（

。  
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　そ
れ
で
は
、前
節
で
み
た
考
古
学
的
変
化
を
支
え
た
も
の
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

祭
官
制
の
内
実
が
伴
造
制
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
た
め
て
、
祭
祀
氏

族
た
る
中
臣
氏
・
忌
部
氏
の
活
動
に
帰
せ
ら
れ
よ
う
。

【
中
臣
氏
の
成
立
と
職
掌
】

　〈
中
臣
〉
の
名
義
に
つ
い
て
は
、
豊
前
国
仲
津
郡
よ
り

起
こ
っ
た
と
す
る
地
名
由
来
説

（
（（
（

、『
延
喜
式
』
祝
詞
／
斎
王
神
宮
参
入
や
『
中
臣
寿

詞
』
に
み
え
る
「
中
執
持
」
の
よ
う
に
、
職
掌
に
基
づ
く
と
す
る
説

（
（（
（

が
あ
る
。
現
在

は
後
者
が
通
説
的
で
、『
藤
氏
家
伝
』
上
／
大
織
冠
伝
の
冒
頭
に
も
「
世
掌
二
天
地

之
祭
一
、
相
二
和
人
神
之
間
一
。
仍
命
二
其
氏
一
曰
二
大
中
臣

（
（（
（

一
」 

と
あ
る
と
お
り
、
神

／
人
の
媒
介
者
の
意
味
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
内
実
を
史
料
か
ら
具
体
的
に
整
理

す
る
と
、
①
神
の
意
志
を
知
る
た
め
の
卜
占
（
鹿
卜
＝
太
占
、
盟
神
探
湯
な
ど
）・
審
神
、

②
人
の
意
志
を
神
へ
伝
達
す
る
た
め
の
祝
詞
奏
上
、
③
神
／
人
の
関
係
・
秩
序
を
正

常
化
す
る
修
祓
に
大
別
で
き
よ
う
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
こ
の
う
ち
本
来
的
な
の
は

①
で
、
同
氏
は
欽
明
朝
の
祭
祀
制
度
改
革
に
お
い
て
、
鹿
卜
を
担
う
卜
部
（
井
上
辰

雄
説
で
は
占
部
）
よ
り
分
離
・
独
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　『
書
紀
』
欽
明
天
皇
一
四
年
（
五
五
三
）
六
月
条
に
は
、
百
済
に
卜
書
の
送
付
を

申
請
し
た
勅
が
載
る
が
、
こ
の
頃
中
国
隋
代
の
亀
卜
法
（
五
兆
卜
）
が
半
島
経
由
で

輸
入
さ
れ
、
こ
れ
を
主
要
技
術
と
す
る
新
た
な
卜
部
が
整
備
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る

（
（（
（

。

亀
卜
の
技
術
は
古
墳
時
代
に
断
続
的
に
伝
来
し
、
対
馬
・
壱
岐
・
南
関
東
海
浜
部
な

ど
、
半
島
・
大
陸
と
交
渉
の
あ
る
限
ら
れ
た
地
域
で
保
持
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
卜
部
の
編

成
も
対
馬
・
壱
岐
・
伊
豆
を
対
象
と
し
た
が
、
亀
甲
の
調
達
に
は
広
域
的
権
力
の
保

護
が
必
要
で
あ
り
、
技
術
の
移
植
自
体
に
王
権
が
関
与
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
卜
占
・
修
祓
は
卜
部
に
委
任
さ
れ
、
中
臣
氏
の

職
掌
は
、
祝
詞
奉
読
を
中
心
と
す
る
神
祭
り
と
大
夫
＝
参
議
と
し
て
の
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
欽
明
朝
に
お
け
る
中
臣
／
卜
部
の
分

離
と
は
、
亀
卜
を
担
う
新
た
な
卜
占
集
団
の
成
立
と
、
鹿
卜
を
司
る
従
来
の
祭
祀
集

団
の
格
上
げ
を
意
味
し
よ
う
。『
尊
卑
分
脈
』
藤
原
氏
系
図
、『
大
中
臣
氏
系
図
』
な

ど
に
「
本
は
卜
部
な
り
」
と
の
記
述
が
あ
る
の
は
、
平
安
後
期
～
鎌
倉
初
期
に
卜
部

が
中
臣
氏
と
の
血
縁
関
係
を
偽
作

（
（（
（

、
鹿
卜
集
団
の
伝
統
へ
連
結
し
自
ら
の
歴
史
を
古

く
遡
ら
せ
よ
う
と
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。  

　と
こ
ろ
で
、『
書
紀
』
神
代
上
／
第
七
段
に
は
諸
祭
祀
氏
族
に
よ
る
神
祭
り
の
起

源
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
一
書
第
二
・
三
に
は
、
中
臣
氏
の
地
位
に
つ
い
て

か
な
り
の
隔
た
り
が
う
か
が
え
る
。
本
文
で
は
、
中
臣
・
忌
部
・
猿
女
の
各
祖
神
、

天
児
屋
命
・
太
玉
命
・
天
鈿
女
命
が
平
等
に
活
躍
し
、
祭
料
・
幣
帛
の
整
備
、
神
降

ろ
し
の
舞
と
い
っ
た
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
忠
実
に
こ
な
し
て
い
る
。
他
の
伝
承
で
は
鏡

作
や
玉
作
ら
の
祖
神
も
登
場
、
彼
ら
は
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
ニ
ニ
ギ
の
天
降
り
に

「
五
部
神
」
と
し
て
随
従
す
る
こ
と
に
な
る
（
神
代
下
／
第
九
段
一
書
第
一
）。
と
こ
ろ

が
、
同
段
一
書
第
三
で
は
天
児
屋
命
が
祭
祀
を
統
括
、
天
照
も
そ
の
祝
詞
に
感
動
し

て
顔
を
み
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、中
臣
氏
の
功
績
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
相
違
に
つ
い
て
、
本
文
は
欽
明
朝
以
前
の
、
一
書
第
三
は
〈
祭
官
制
〉
改
革
後

の
祭
祀
体
制
を
、そ
れ
ぞ
れ
反
映
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

中
国
（
と
く
に
経
書
の
類
に
現
れ
る
古
代
王
朝
）
で
は
卜
官
＝
史
官
で
あ
り
、
神
話
や

歴
史
を
熟
知
し
管
理
す
る
役
割
を
帯
び
て
い
た
。
神
／
人
の
間
に
あ
っ
て
言
葉
を
駆

使
す
る
中
臣
氏
も
、
神
語
り
を
政
治
的
に
援
用
す
る
知
識
・
技
術
を
、
早
期
に
発
展

さ
せ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。『
書
紀
』
天
武
天
皇
一
〇
年
（
六
八
一
）
三
月
丙

戌
条
に
よ
れ
ば
、国
史
編
纂
の
基
礎
作
業
「
記
二
定
帝
紀
及
上
古
諸
事
一
」
に
際
し
て
、

中
臣
連
大
嶋
が
筆
録
を
担
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
が
、『
書
紀
』

に
お
け
る
中
臣
氏
関
係
記
事
（
と
く
に
鎌
足
以
前
）
に
は
不
審
の
点
が
多
い
。
例
え

ば
大
夫
の
職
務
で
あ
る
が
、
鎌
足
以
前
の
活
躍
は
、〈
崇
仏
論
争
〉
関
係
記
事
に
そ

の
画
期
が
あ
る
。
欽
明
～
用
明
紀
の
崇
仏
を
め
ぐ
る
氏
族
対
立
に
お
い
て
、
中
臣
氏

は
神
祭
り
を
司
る
一
族
と
し
て
、
物
部
氏
を
核
と
す
る
排
仏
派
の
一
翼
を
担
う
。
し

か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
連
の
物
語
は
、『
高
僧
伝
』
や
『
法
苑
珠
林
』
と

い
っ
た
中
国
仏
典
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

（
（（
（

。
と
く
に
、
欽
明
紀
の
中

臣
鎌
子
連
は
『
中
臣
氏
系
図
』
に
記
載
が
な
く
、「
鎌
子
」
が
鎌
足
の
一
名
で
あ
る

点
か
ら
し
て
も
、
そ
の
実
在
自
体
が
疑
わ
し
い
。
先
に
触
れ
た
「
五
部
神
」
の
よ
う
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に
、
天
皇
側
近
と
し
て
の
中
臣
氏
の
地
位
は
、
あ
く
ま
で
神
／
人
の
媒
介
者
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
大
夫
と
し
て
の
役
割
も
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
大
化
前
代
で

は
、
蘇
我
氏
・
物
部
氏
と
対
等
の
発
言
権
を
持
つ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。 

【
忌
部
氏
の
成
立
と
職
掌
】

　そ
の
氏
族
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
忌
部
氏
も
王

権
の
祭
祀
に
携
わ
る
存
在
で
あ
る
が
、中
臣
氏
と
は
氏
族
集
団
と
し
て
の
成
り
立
ち
・

職
掌
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。
中
央
の
忌
部
首
を
本
宗
に
、
紀
伊
・
讃
岐
・
阿

波
・
出
雲
・
筑
紫
・
越
前
・
安
房
な
ど
の
地
方
忌
部
が
、
貢
納
あ
る
い
は
上
番
の
形

で
奉
仕
し
て
い
た
。
史
料
か
ら
分
か
る
職
掌
は
、
①
祭
料
・
幣
帛
の
作
成
、
②
王
権

の
祭
儀
へ
の
従
事
、
③
王
権
の
神
物
の
管
理
、
の
三
点
に
大
別
で
き
る
。
本
来
的
な

の
は
①
②
で
、
③
は
ク
ラ
の
管
理
・
経
営
に
関
与
し
て
い
た
蘇
我
氏
と
の
交
流
を
前

提
に
、
①
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
①
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
『
書
紀
』
神
代

上
／
第
七
段
に
神
話
的
典
拠
が
み
え
る
が
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
忌
部
自
身
に
よ
る

そ
の
解
釈
が
（
地
方
忌
部
も
加
え
た
形
で
）
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
中
臣
氏
は
、
忌
部
氏
の

祖
神
太
玉
命
を
も
統
括
す
る
所
伝
を
生
み
出
し
て
い
た
が
、
忌
部
氏
が
管
掌
下
と
主

張
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
祭
料
・
幣
帛
を
作
成
す
る
集
団
に
限
ら
れ
る
。
実
際
に
出

雲
の
玉
造
な
ど
は
忌
部
に
編
成
さ
れ
、
中
央
忌
部
の
傘
下
に
入
っ
て
い
る
か
ら

（
（（
（

、『
拾

遺
』
の
所
伝
も
あ
な
が
ち
一
方
的
と
は
い
え
な
い
。
と
く
に
、
出
雲
の
ほ
か
、
紀
伊
・

阿
波
・
讃
岐
の
忌
部
に
関
す
る
記
述
は
、『
延
喜
式
』
段
階
で
の
祭
祀
の
運
営
形
態

に
も
準
拠
し
て
お
り
、
奈
良
期
以
前
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

（
（（
（

。
例
え

ば
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
奈
良
県
橿
原
市
の
曽
我
玉
造
遺
跡
は
、
五
世
紀
後
半
～
六
世

紀
前
半
、
滑
石
製
模
造
品
と
玉
類
を
大
規
模
に
生
産
し
て
い
た
王
権
直
属
の
工
房
遺

構
で
、
忌
部
氏
に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
林
章
仁
氏
は
、
同

遺
跡
の
立
地
が
中
央
忌
部
氏
や
蘇
我
氏
の
本
貫
（
大
和
国
高
市
郡
忌
部
里
・
蘇
我
里
）

に
近
接
す
る
こ
と
、
両
氏
は
地
縁
的
に
親
密
な
う
え
に
ク
ラ
の
管
理
を
通
じ
て
も
交

流
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
同
工
房
の
石
材
供
給
地
で
あ
る
和
歌
山
県
や
千
葉
県
、

山
陰
・
北
陸
・
東
北
地
方
が
、
地
方
忌
部
の
分
布
と
多
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
同
工
房
は
蘇
我
氏
の
管
轄
下
に
忌
部
氏
が
直
接
経
営
し
て
い
た
も
の
と
推
測

し
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
同
工
房
は
他
地
域
の
そ
れ
と
同
じ
く
六
世
紀
前
半
に
は
突
如
廃

止
、
以
降
は
出
雲
の
み
が
独
占
的
に
生
産
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
全
国

的
な
変
化
の
背
景
に
は
統
一
権
力
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
が
、
平
林
氏
は
こ
れ
を
、

欽
明
朝
に
お
け
る
祭
官
制
の
成
立
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る
。
同
時
期
、
中
臣

氏
が
卜
部
氏
か
ら
独
立
し
て
神
祭
り
を
統
括
す
る
氏
族
と
な
っ
た
よ
う
に
、
忌
部
氏

も
玉
造
を
は
じ
め
と
す
る
祭
料
・
幣
帛
の
製
作
集
団
か
ら
独
立
、
神
祭
り
を
担
う
氏

族
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
祭
官
制
の
内
実
は
と
も
か
く
、
氏
の

見
解
は
大
筋
に
お
い
て
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
前
章
で
述
べ
た
神
祭
り
の
固
定
化
・
画

一
化
の
時
期
も
、
曽
我
玉
造
工
房
の
経
営
期
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
お
り
、
忌
部
氏
が
何

ら
か
の
形
で
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
氏
の
成
立
を
天
武
朝
ま
で
降
ら
せ
る
見

解
（
（（
（

も
あ
る
が
、
ゆ
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
玉
造
の
移
管
先
が
出
雲
で
あ
る
必
然

性
に
つ
い
て
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
宗
教
的
世
界
観
（
他
界
観
）
と
の
関
係
か
ら
菊
地

照
夫
氏
が
論
及
し
て
い
る

（
（（
（

。  

　ち
な
み
に
②
で
特
徴
的
な
の
は
、
践
祚
に
お
け
る
鏡
・
剣
の
レ
ガ
リ
ア
献
上
と
、

宮
廷
祭
祀
の
う
ち
唯
一
忌
部
の
主
宰
す
る
大
殿
祭
（
御
門
祭
を
含
む
）
で
あ
る
。
前

者
は
持
統
朝
（
六
八
六
～
六
九
七
）
に
お
け
る
即
位
儀
礼
の
整
備
に
よ
る
が
、
後
者

の
起
源
は
大
化
前
代
に
遡
る
。
律
令
期
に
は
六
・
一
二
月
の
神
今
食
や
一
一
月
の
新

嘗
祭
、
大
嘗
祭
や
行
幸
の
際
に
も
行
わ
れ
、
宮
廷
の
年
中
行
事
に
特
化
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、『
拾
遺
』
や
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
湯
気
宮
儀
式
帳
』
な
ど
に
よ
る
と
、

本
来
は
祭
場
の
設
営
や
宮
殿
の
建
築
に
伴
う
木
鎮
め
の
祭
儀
で
、紀
伊
忌
部
が
造
船
・

造
殿
・
造
棺
の
生
業
を
通
じ
て
醸
成
し
た
技
術
で
あ
っ
た
ら
し
い

（
（（
（

。
中
央
忌
部
の
本

質
は
あ
く
ま
で
①
に
あ
り
、
そ
の
他
の
性
質
は
、
管
掌
下
に
あ
る
地
方
忌
部
の
そ
れ

を
吸
収
・
消
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2

　祭
祀
制
度
と
神
観
念
の
交
渉
―
祟
り
神
の
創
出
―

　前
節
で
は
、〈
祭
官
制
〉
の
内
実
に
つ
い
て
祭
祀
氏
族
の
伴
造
的
活
動
か
ら
考
え
、
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に
、
天
皇
側
近
と
し
て
の
中
臣
氏
の
地
位
は
、
あ
く
ま
で
神
／
人
の
媒
介
者
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
大
夫
と
し
て
の
役
割
も
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
大
化
前
代
で

は
、
蘇
我
氏
・
物
部
氏
と
対
等
の
発
言
権
を
持
つ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。 

【
忌
部
氏
の
成
立
と
職
掌
】

　そ
の
氏
族
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
忌
部
氏
も
王

権
の
祭
祀
に
携
わ
る
存
在
で
あ
る
が
、中
臣
氏
と
は
氏
族
集
団
と
し
て
の
成
り
立
ち
・

職
掌
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。
中
央
の
忌
部
首
を
本
宗
に
、
紀
伊
・
讃
岐
・
阿

波
・
出
雲
・
筑
紫
・
越
前
・
安
房
な
ど
の
地
方
忌
部
が
、
貢
納
あ
る
い
は
上
番
の
形

で
奉
仕
し
て
い
た
。
史
料
か
ら
分
か
る
職
掌
は
、
①
祭
料
・
幣
帛
の
作
成
、
②
王
権

の
祭
儀
へ
の
従
事
、
③
王
権
の
神
物
の
管
理
、
の
三
点
に
大
別
で
き
る
。
本
来
的
な

の
は
①
②
で
、
③
は
ク
ラ
の
管
理
・
経
営
に
関
与
し
て
い
た
蘇
我
氏
と
の
交
流
を
前

提
に
、
①
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
①
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
『
書
紀
』
神
代

上
／
第
七
段
に
神
話
的
典
拠
が
み
え
る
が
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
忌
部
自
身
に
よ
る

そ
の
解
釈
が
（
地
方
忌
部
も
加
え
た
形
で
）
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
中
臣
氏
は
、
忌
部
氏
の

祖
神
太
玉
命
を
も
統
括
す
る
所
伝
を
生
み
出
し
て
い
た
が
、
忌
部
氏
が
管
掌
下
と
主

張
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
祭
料
・
幣
帛
を
作
成
す
る
集
団
に
限
ら
れ
る
。
実
際
に
出

雲
の
玉
造
な
ど
は
忌
部
に
編
成
さ
れ
、
中
央
忌
部
の
傘
下
に
入
っ
て
い
る
か
ら

（
（（
（

、『
拾

遺
』
の
所
伝
も
あ
な
が
ち
一
方
的
と
は
い
え
な
い
。
と
く
に
、
出
雲
の
ほ
か
、
紀
伊
・

阿
波
・
讃
岐
の
忌
部
に
関
す
る
記
述
は
、『
延
喜
式
』
段
階
で
の
祭
祀
の
運
営
形
態

に
も
準
拠
し
て
お
り
、
奈
良
期
以
前
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

（
（（
（

。
例
え

ば
、
近
年
発
掘
さ
れ
た
奈
良
県
橿
原
市
の
曽
我
玉
造
遺
跡
は
、
五
世
紀
後
半
～
六
世

紀
前
半
、
滑
石
製
模
造
品
と
玉
類
を
大
規
模
に
生
産
し
て
い
た
王
権
直
属
の
工
房
遺

構
で
、
忌
部
氏
に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
林
章
仁
氏
は
、
同

遺
跡
の
立
地
が
中
央
忌
部
氏
や
蘇
我
氏
の
本
貫
（
大
和
国
高
市
郡
忌
部
里
・
蘇
我
里
）

に
近
接
す
る
こ
と
、
両
氏
は
地
縁
的
に
親
密
な
う
え
に
ク
ラ
の
管
理
を
通
じ
て
も
交

流
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
同
工
房
の
石
材
供
給
地
で
あ
る
和
歌
山
県
や
千
葉
県
、

山
陰
・
北
陸
・
東
北
地
方
が
、
地
方
忌
部
の
分
布
と
多
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
同
工
房
は
蘇
我
氏
の
管
轄
下
に
忌
部
氏
が
直
接
経
営
し
て
い
た
も
の
と
推
測

し
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
同
工
房
は
他
地
域
の
そ
れ
と
同
じ
く
六
世
紀
前
半
に
は
突
如
廃

止
、
以
降
は
出
雲
の
み
が
独
占
的
に
生
産
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
全
国

的
な
変
化
の
背
景
に
は
統
一
権
力
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
が
、
平
林
氏
は
こ
れ
を
、

欽
明
朝
に
お
け
る
祭
官
制
の
成
立
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る
。
同
時
期
、
中
臣

氏
が
卜
部
氏
か
ら
独
立
し
て
神
祭
り
を
統
括
す
る
氏
族
と
な
っ
た
よ
う
に
、
忌
部
氏

も
玉
造
を
は
じ
め
と
す
る
祭
料
・
幣
帛
の
製
作
集
団
か
ら
独
立
、
神
祭
り
を
担
う
氏

族
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
祭
官
制
の
内
実
は
と
も
か
く
、
氏
の

見
解
は
大
筋
に
お
い
て
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
前
章
で
述
べ
た
神
祭
り
の
固
定
化
・
画

一
化
の
時
期
も
、
曽
我
玉
造
工
房
の
経
営
期
と
ほ
ぼ
重
複
し
て
お
り
、
忌
部
氏
が
何

ら
か
の
形
で
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
氏
の
成
立
を
天
武
朝
ま
で
降
ら
せ
る
見

解
（
（（
（

も
あ
る
が
、
ゆ
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
玉
造
の
移
管
先
が
出
雲
で
あ
る
必
然

性
に
つ
い
て
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
宗
教
的
世
界
観
（
他
界
観
）
と
の
関
係
か
ら
菊
地

照
夫
氏
が
論
及
し
て
い
る

（
（（
（

。  

　ち
な
み
に
②
で
特
徴
的
な
の
は
、
践
祚
に
お
け
る
鏡
・
剣
の
レ
ガ
リ
ア
献
上
と
、

宮
廷
祭
祀
の
う
ち
唯
一
忌
部
の
主
宰
す
る
大
殿
祭
（
御
門
祭
を
含
む
）
で
あ
る
。
前

者
は
持
統
朝
（
六
八
六
～
六
九
七
）
に
お
け
る
即
位
儀
礼
の
整
備
に
よ
る
が
、
後
者

の
起
源
は
大
化
前
代
に
遡
る
。
律
令
期
に
は
六
・
一
二
月
の
神
今
食
や
一
一
月
の
新

嘗
祭
、
大
嘗
祭
や
行
幸
の
際
に
も
行
わ
れ
、
宮
廷
の
年
中
行
事
に
特
化
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、『
拾
遺
』
や
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
湯
気
宮
儀
式
帳
』
な
ど
に
よ
る
と
、

本
来
は
祭
場
の
設
営
や
宮
殿
の
建
築
に
伴
う
木
鎮
め
の
祭
儀
で
、紀
伊
忌
部
が
造
船
・

造
殿
・
造
棺
の
生
業
を
通
じ
て
醸
成
し
た
技
術
で
あ
っ
た
ら
し
い

（
（（
（

。
中
央
忌
部
の
本

質
は
あ
く
ま
で
①
に
あ
り
、
そ
の
他
の
性
質
は
、
管
掌
下
に
あ
る
地
方
忌
部
の
そ
れ

を
吸
収
・
消
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2

　祭
祀
制
度
と
神
観
念
の
交
渉
―
祟
り
神
の
創
出
―

　前
節
で
は
、〈
祭
官
制
〉
の
内
実
に
つ
い
て
祭
祀
氏
族
の
伴
造
的
活
動
か
ら
考
え
、
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中
央
の
中
臣
氏
や
忌
部
氏
が
地
方
の
卜
部
、
忌
部
ら
を
率
い
、
六
世
紀
に
お
け
る
神

祭
り
の
画
期
を
担
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
。
こ
の
章
の
最
後
に
、
欽
明
朝
の
祭
祀
制
度

改
革
が
も
た
ら
し
た
、
最
も
重
要
な
神
観
念
の
変
質
―
―
卜
占
に
よ
る
祟
り
神
の

創
出
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

【
祟
り
神
の
類
型
】

　『
記
』『
書
紀
』『
風
土
記
』
に
確
認
で
き
る
〈
祟
り
神
〉
言
説
は
、

大
別
し
て
自
然
災
害
型
／
交
通
妨
害
型
の
二
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
祟
り

が
疫
病
流
行
・
悪
天
候
と
い
っ
た
自
然
災
害
の
形
で
現
れ
る
も
の
で
、『
記
』
中
／

崇
神
天
皇
段
・『
書
紀
』
崇
神
天
皇
七
年
二
月
辛
卯
～
八
月
己
酉
条
・『
本
朝
月
令
』

「
秦
氏
本
系
帳
」
所
引
『
山
背
国
風
土
記
』
逸
文
の
ほ
か
、『
記
』
中
／
垂
仁
天
皇
段
・

『
書
紀
』
仁
徳
天
皇
一
一
年
一
〇
月
条
・
允
恭
天
皇
一
四
年
九
月
甲
子
条
な
ど
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
は
、
山
川
の
行
路
者
を
神
が
殺
害
す
る
も
の
で
、『
常
陸

国
風
土
記
』
久
慈
郡
賀
毘
礼
峯
条
・『
播
磨
国
風
土
記
』
賀
古
郡
鴨
波
里
舟
引
原
条
・

揖
保
郡
広
山
里
意
此
川
条
・
同
郡
枚
方
里
佐
比
岡
条
・
神
前
郡
堲
岡
里
生
野
条
・『
肥

前
国
風
土
記
』
基
肆
郡
姫
社
郷
条
・
佐
賀
郡
総
説
一
云
の
ほ
か
、『
太
神
宮
儀
式
解
』

所
引
『
伊
勢
国
風
土
記
』
逸
文
／
安
佐
賀
社
条
・『
釈
日
本
紀
』
所
引
『
筑
後
国
風

土
記
』
逸
文
／
総
説
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
も
に
、

（a）
災
害
の
発
生
（
神
と
の
関

係
の
悪
化
）
→

（b）
１
夢
告
に
よ
る
災
害
の
要
因
（
神
の
〈
祟
り
〉）
と
鎮
静
化
方
法
（
祭

祀
方
法
）
の
告
知
→

（b）
２
祭
祀
者
の
探
求
→

（c）
あ
る
べ
き
祭
祀
に
よ
る
災
害
の
終
息

と
恩
恵
の
再
獲
得
（
神
と
の
関
係
の
回
復
）
と
い
っ
た
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
が
、
後
者

に
は
地
域
的
多
様
化
の
傾
向
が
強
い
。
と
り
あ
え
ず
自
然
災
害
型
の
典
型
、『
山
背

国
風
土
記
』
逸
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。   

…
…
其
祭
祀
之
日
、
乗
レ
馬
者
、
志
貴
島
宮
御
宇
天
皇
之
御
世
、
天
下
挙
レ
国

風
吹
雨
零
、
百
姓
含
レ
愁
。
爾
時
勅
二
卜
部
伊
吉
若
日
子
一
令
レ
卜
、
乃
卜
二
奏
賀

茂
神
之
祟
一
也
。
仍
撰
二
四
月
吉
日
一
祀
、
馬
係
レ
鈴
、
人
蒙
二
猪
頭
一
而
駈
馳
、

以
為
二
祭
祀
一
、
能
令
二
祷
祀
一
。
因
レ
之
五
穀
成
就
、
天
下
豊
平
也
。
乗
レ
馬
始
二

于
此
一
也

（
（（
（

。

　原
因
不
明
の
悪
天
候
が
、
卜
占
に
よ
っ
て
賀
茂
神
の
祟
り
と
確
定
さ
れ
、
そ
れ
を

鎮
め
る
た
め
の
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
卜
占
が
導
き
出
し
た
祟
り
と
い
う
答
え
は
、
気

候
変
動
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
解
釈
枠
組
み
＝
物
語
り
で
あ
り
、
人
々
に
そ
の
原
因
と

対
処
法
を
示
し
て
社
会
不
安
を
取
り
除
く
機
能
を
持
つ
。
卜
占
と
い
う
宗
教
的
実
践

は
、
災
害
の
原
因
を
遡
及
的
に
解
明
す
る
と
い
う
よ
り
、
歴
史
や
神
話
の
知
識
を
援

用
し
、
事
後
的
に
原
因
を
創
出
す
る
技
術
な
の
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
れ
が
伝
承
の
内
部
だ
け

で
は
な
く
、
現
実
の
古
代
社
会
に
お
い
て
も
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
天
理

図
書
館
蔵
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
一
二
月
一
九
日
官
符
所
引
同
年
九
月
二
五
日
武
蔵

国
司
解
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。  

 

…
…
以
二
今
月
十
七
日
一
入
間
郡
正
倉
四
宇
着
レ
火
。
所
レ
焼
糒
穀
惣
壱
萬
伍
伯

壱
拾
参
斛
亦
滅
之
。
百
姓
十
人
忽
臥
二
重
病
一
、
頓
二
死
二
人
一
。
仍
卜
占
、
在
二

郡
家
西
北
角
一
神
□
□
出
雲
伊
波
比
神
祟
云
、
我
常
受
二
給

　朝
庭
幣
帛
一
、
而
頃

年
之
間
不
レ
給
。
因
レ
茲
引
二
率
郡
家
内
外
所
レ
有
雷
神
一
発
二
此
火
災
一
者
。
…
…（

（（
（

  

　当
時
、
東
国
で
頻
発
し
て
い
た
原
因
不
明
の
正
倉
火
災
〈
神
火
〉
を
め
ぐ
っ
て
、

武
蔵
国
司
か
ら
太
政
官
へ
上
申
さ
れ
た
文
書
の
一
節
で
あ
る
。
同
国
で
は
神
火
の
原

因
を
究
明
す
る
た
め
卜
占
を
行
い
、
そ
こ
で
卜
部
は
、
出
雲
伊
波
比
神
の
祟
り
と
い

う
物
語
を
生
み
出
し
て
い
る
。
前
掲
『
山
背
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
志
貴
島
宮
御
宇

天
皇
之
御
世
」
と
は
欽
明
朝
を
意
味
す
る
が
、『
書
紀
』
欽
明
天
皇
二
八
年
（
五
六
七
）

条
に
は
「
郡
国
大
水
飢
。
或
人
相
食
。
転
二
傍
郡
穀
一
以
相
救
」
と
の
記
事
が
あ
る
。

文
章
自
体
は
『
漢
書
』
元
帝
紀
／
初
元
元
年
（
前
四
八
）
九
月
条
の
援
用
だ
が
、
近

年
の
古
気
候
学
、
考
古
学
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
～
六
世
紀
は
寒
冷
・

多
雨
で
不
安
定
な
気
候
が
続
い
て
い
た
ら
し
く
、〈
古
墳
寒
冷
期
〉
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
欽
明
朝
の
祭
祀
制
改
革
に
よ
っ
て
卜
部
が
編
成
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、

か
か
る
情
況
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
祟
り
の
創
出
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
も

い
い
だ
ろ
う
。
自
然
災
害
型
の
〈
祟
り
神
〉
言
説
は
、
そ
う
し
た
卜
部
の
活
躍
の
所

産
な
の
で
あ
る

（
（（
（

。
交
通
妨
害
型
は
や
や
遅
れ
て
七
世
紀
後
半
以
降
、
都
鄙
間
交
通

の
拡
大
に
伴
い
陸
上
の
険
路
や
海
路
で
の
事
故
が
問
題
化
し
た
際
、
自
然
災
害
型
に

倣
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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【
亀
卜
と
祟
り
の
来
歴
】

　そ
も
そ
も
「
祟
」
と
い
う
文
字
―
概
念
は
、
中
国
殷
代
の

卜
辞
・
甲
骨
文
に
淵
源
を
持
つ
。
殷
王
朝
に
お
い
て
は
、
最
高
の
巫
祝
で
も
あ
る
聖

王
と
卜
者
＝
貞
人
た
ち
が
、
王
の
日
常
生
活
の
一
挙
手
一
投
足
に
渡
っ
て
詳
細
に
占

い
を
立
て
て
い
た
。
牛
の
肩
胛
骨
や
亀
の
甲
羅
に
特
定
の
凹
み
（
鑽
・
鑿
）
を
穿
ち
、

そ
れ
を
局
所
的
に
熱
す
る
こ
と
で
生
じ
た
ひ
び
割
れ
（
卜
兆
）
を
み
て
、
問
い
を
立

て
た
事
柄
（
卜
問
）
の
吉
／
凶
を
判
断
す
る
（
占
断
）
の
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
行
程

は
甲
骨
自
体
に
記
銘
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
王
を
襲
う
災
禍
を
意
味
す
る
幾
つ
か
の

文
字
が
発
明
さ
れ
た
。「
祟
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
呪
霊
を
持
つ
毛
深
い
神
獣
の
形

で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
後
漢
の
『
説
文
』
に
至
っ
て
は
、「
神
禍
也
。
従
レ
出
従
レ
示
」

と
説
明
さ
れ
る

（
（（
（

。『
周
礼
』
春
官
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
次
代
の
周
王
朝
で
は
卜
兆
の

読
み
取
り
方
に
複
数
の
系
統
が
発
生
、
各
工
程
に
専
門
の
卜
官
が
置
か
れ
て
制
度
的

に
も
複
雑
化
し
て
ゆ
く
ら
し
い
。
王
朝
の
歴
史
を
記
述
す
る
史
官
は
卜
官
よ
り
分
か

れ
た
と
い
わ
れ
、
史
書
や
経
書
の
文
章
表
現
で
も
、
卜
占
―
祟
の
セ
ッ
ト
が
一
般
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
神
／
神
意
の
出
現
を
指
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
タ
ツ

が
、「
祟
」
字
で
表
現
さ
れ
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
中
国
の
用
法
、神
観
念
と
融
合
し
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
恐
ら
く
は
、

卜
占
を
担
っ
た
卜
部
の
実
践
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、〈
祟
り
神
〉
言

説
の
な
か
に
は
、
中
国
的
卜
占
法
の
名
残
が
窺
え
る
個
所
も
あ
る
。『
書
経
』
周
書

／
洪
範
に
は
、
殷
の
遺
臣
箕
子
が
周
武
王
の
諮
問
に
答
え
た
治
政
の
要
諦
が
記
さ
れ

て
い
る
。
君
主
の
判
断
基
準
を
説
い
た
部
分
で
は
卜
占
に
も
触
れ
、「
三
人
占
、
則

従
二
二
人
之
言

（
（（
（

一
」
と
述
べ
る
が
、
三
度
占
う
方
法
は
す
で
に
殷
代
晩
期
の
卜
辞
に

確
認
で
き
、〈
三
卜
制
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
（（
（

。
三
と
い
う
回
数
は
、
後
に
天
・
地
・

人
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
、
以
降
の
王
朝
で
も
様
々
に
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
く

（
（（
（

。
自
然
災
害

型
の
『
書
紀
』
崇
神
天
皇
七
年
二
月
辛
卯
～
八
月
己
酉
条
で
は
、
卜
占
と
倭
迹
々
日

百
襲
姫
命
へ
の
託
宣
を
経
て
、
三0

度
目
に
当
た
る
天
皇
の
夢
占
に
お
い
て
祟
り
を
鎮

祭
す
る
方
法
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
倭
迹
速
神
浅
茅
原
目
妙
姫
・
大
水
口
宿
禰
・

伊
勢
麻
績
君
の
三0

人
が
同
じ
夢
を
み
た
と
知
っ
て
、
天
皇
は
「
益
歓
二
於
心
一
」
の

で
あ
る
。
三
輪
大
物
主
神
の
祟
り
は
『
古
事
記
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

複
雑
な
叙
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
史
書
に
準
え
た
、『
書
紀
』
独
自
の
記

述
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。  

　以
上
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
卜
占
や
祟
り
は
、
中
国
の
実
践
・
記
述
形
式
を
ほ

ぼ
踏
襲
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
問
題
は
そ
の
伝
来
の
あ
り
方
だ
が
、
卜
部
氏
文

と
も
い
わ
れ
る
『
新
撰
亀
相
記
』（
天
長
七
年
〈
八
三
〇

（
（（
（

〉）
は
「
亀
経
」
な
る
書
物

を
援
用
し
、
亀
卜
に
陰
陽
五
行
的
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
同
書
は
恐
ら
く
、『
隋

書
』
志
／
経
籍
に
挙
げ
る
「
亀
経

　一
巻

　晋
掌
卜
大
夫
史
蘇
撰

（
（（
（

」
で
、『
大
唐
六

典
』
太
常
寺
／
太
卜
署
条

（
（（
（

や
『
太
白
陰
経
』
亀
卜
篇
に
引
か
れ
た
逸
文

（
（（
（

は
、『
亀
相
記
』

所
引
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
隋
朝
の
勅
撰
五
行
書
『
五
行
大
義
』
論
生
死
所
・

論
刑
・
論
五
霊
な
ど
に
も
逸
文
が
み
ら
れ

（
（（
（

、
同
朝
で
重
視
さ
れ
て
い
た
文
献
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、『
書
紀
』
欽
明
天
皇
一
四
年
（
五
五
三
）

六
月
条
に
は
、
百
済
に
卜
書
の
送
付
を
要
請
し
た
と
あ
る
。
半
島
経
由
か
否
か
を
確

認
す
る
に
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
だ
が
、
列
島
の
古
代
国
家
が
輸
入
・
採
用
し
た

亀
卜
の
知
識
・
技
術
は
、
六
朝
～
隋
代
の
五
兆
卜
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

（
（（
（

。

【
伊
勢
神
宮
の
創
建
】

　現
代
的
な
印
象
で
は
意
外
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
王
権

に
対
す
る
祟
り
神
と
し
て
、
平
安
期
に
至
る
ま
で
最
も
一
般
的
だ
っ
た
の
が
伊
勢
大

神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
）
で
あ
る

（
（（
（

。
伊
勢
神
宮
の
創
建
を
め
ぐ
っ
て
は
厖
大
な
研
究
史
が

あ
り
、
皇
祖
神
と
し
て
の
前
史
や
伊
勢
と
い
う
場
の
性
格
、
神
格
の
構
造
か
ら
奉
祀

形
態
ま
で
、
諸
説
紛
々
と
し
て
定
説
を
み
な
い

（
（（
（

。
例
え
ば
創
建
年
代
に
つ
い
て
も
、

『
書
紀
』
垂
仁
天
皇
二
五
年
三
月
丙
申
条
一
云
の
「
丁
巳
年
」
を
め
ぐ
り
、
雄
略
天

皇
二
一
年
（
四
七
七
）
説

（
（（
（

、
宣
化
天
皇
二
年
（
五
三
七
）
説

（
（（
（

な
ど
五
～
六
世
紀
を
重

視
す
る
考
え
方
か
ら

（
（（
（

、
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
説

（
（（
（

、
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

説
（
（（
（

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
欽
明
朝
の
改
革
の
規
模
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く

と
も
六
世
紀
に
実
質
的
な
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
、
下
記

一
云
に
お
け
る
中
臣
氏
（
卜
部
）
の
役
割
は
見
過
ご
せ
な
い
。  

 
天
皇
以
二
倭
姫
命
一
為
二
御
杖
一
、
貢
二
奉
於
天
照
大
神
一
。
是
以
倭
姫
命
以
二
天
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【
亀
卜
と
祟
り
の
来
歴
】

　そ
も
そ
も
「
祟
」
と
い
う
文
字
―
概
念
は
、
中
国
殷
代
の

卜
辞
・
甲
骨
文
に
淵
源
を
持
つ
。
殷
王
朝
に
お
い
て
は
、
最
高
の
巫
祝
で
も
あ
る
聖

王
と
卜
者
＝
貞
人
た
ち
が
、
王
の
日
常
生
活
の
一
挙
手
一
投
足
に
渡
っ
て
詳
細
に
占

い
を
立
て
て
い
た
。
牛
の
肩
胛
骨
や
亀
の
甲
羅
に
特
定
の
凹
み
（
鑽
・
鑿
）
を
穿
ち
、

そ
れ
を
局
所
的
に
熱
す
る
こ
と
で
生
じ
た
ひ
び
割
れ
（
卜
兆
）
を
み
て
、
問
い
を
立

て
た
事
柄
（
卜
問
）
の
吉
／
凶
を
判
断
す
る
（
占
断
）
の
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
行
程

は
甲
骨
自
体
に
記
銘
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
王
を
襲
う
災
禍
を
意
味
す
る
幾
つ
か
の

文
字
が
発
明
さ
れ
た
。「
祟
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
呪
霊
を
持
つ
毛
深
い
神
獣
の
形

で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
後
漢
の
『
説
文
』
に
至
っ
て
は
、「
神
禍
也
。
従
レ
出
従
レ
示
」

と
説
明
さ
れ
る

（
（（
（

。『
周
礼
』
春
官
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
次
代
の
周
王
朝
で
は
卜
兆
の

読
み
取
り
方
に
複
数
の
系
統
が
発
生
、
各
工
程
に
専
門
の
卜
官
が
置
か
れ
て
制
度
的

に
も
複
雑
化
し
て
ゆ
く
ら
し
い
。
王
朝
の
歴
史
を
記
述
す
る
史
官
は
卜
官
よ
り
分
か

れ
た
と
い
わ
れ
、
史
書
や
経
書
の
文
章
表
現
で
も
、
卜
占
―
祟
の
セ
ッ
ト
が
一
般
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
神
／
神
意
の
出
現
を
指
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
タ
ツ

が
、「
祟
」
字
で
表
現
さ
れ
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
中
国
の
用
法
、神
観
念
と
融
合
し
た
た
め
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
恐
ら
く
は
、

卜
占
を
担
っ
た
卜
部
の
実
践
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、〈
祟
り
神
〉
言

説
の
な
か
に
は
、
中
国
的
卜
占
法
の
名
残
が
窺
え
る
個
所
も
あ
る
。『
書
経
』
周
書

／
洪
範
に
は
、
殷
の
遺
臣
箕
子
が
周
武
王
の
諮
問
に
答
え
た
治
政
の
要
諦
が
記
さ
れ

て
い
る
。
君
主
の
判
断
基
準
を
説
い
た
部
分
で
は
卜
占
に
も
触
れ
、「
三
人
占
、
則

従
二
二
人
之
言

（
（（
（

一
」
と
述
べ
る
が
、
三
度
占
う
方
法
は
す
で
に
殷
代
晩
期
の
卜
辞
に

確
認
で
き
、〈
三
卜
制
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
（（
（

。
三
と
い
う
回
数
は
、
後
に
天
・
地
・

人
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
、
以
降
の
王
朝
で
も
様
々
に
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
く

（
（（
（

。
自
然
災
害

型
の
『
書
紀
』
崇
神
天
皇
七
年
二
月
辛
卯
～
八
月
己
酉
条
で
は
、
卜
占
と
倭
迹
々
日

百
襲
姫
命
へ
の
託
宣
を
経
て
、
三0

度
目
に
当
た
る
天
皇
の
夢
占
に
お
い
て
祟
り
を
鎮

祭
す
る
方
法
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
倭
迹
速
神
浅
茅
原
目
妙
姫
・
大
水
口
宿
禰
・

伊
勢
麻
績
君
の
三0

人
が
同
じ
夢
を
み
た
と
知
っ
て
、
天
皇
は
「
益
歓
二
於
心
一
」
の

で
あ
る
。
三
輪
大
物
主
神
の
祟
り
は
『
古
事
記
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

複
雑
な
叙
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
史
書
に
準
え
た
、『
書
紀
』
独
自
の
記

述
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。  

　以
上
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
卜
占
や
祟
り
は
、
中
国
の
実
践
・
記
述
形
式
を
ほ

ぼ
踏
襲
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
問
題
は
そ
の
伝
来
の
あ
り
方
だ
が
、
卜
部
氏
文

と
も
い
わ
れ
る
『
新
撰
亀
相
記
』（
天
長
七
年
〈
八
三
〇

（
（（
（

〉）
は
「
亀
経
」
な
る
書
物

を
援
用
し
、
亀
卜
に
陰
陽
五
行
的
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
同
書
は
恐
ら
く
、『
隋

書
』
志
／
経
籍
に
挙
げ
る
「
亀
経

　一
巻

　晋
掌
卜
大
夫
史
蘇
撰

（
（（
（

」
で
、『
大
唐
六

典
』
太
常
寺
／
太
卜
署
条

（
（（
（

や
『
太
白
陰
経
』
亀
卜
篇
に
引
か
れ
た
逸
文

（
（（
（

は
、『
亀
相
記
』

所
引
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
隋
朝
の
勅
撰
五
行
書
『
五
行
大
義
』
論
生
死
所
・

論
刑
・
論
五
霊
な
ど
に
も
逸
文
が
み
ら
れ

（
（（
（

、
同
朝
で
重
視
さ
れ
て
い
た
文
献
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、『
書
紀
』
欽
明
天
皇
一
四
年
（
五
五
三
）

六
月
条
に
は
、
百
済
に
卜
書
の
送
付
を
要
請
し
た
と
あ
る
。
半
島
経
由
か
否
か
を
確

認
す
る
に
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
だ
が
、
列
島
の
古
代
国
家
が
輸
入
・
採
用
し
た

亀
卜
の
知
識
・
技
術
は
、
六
朝
～
隋
代
の
五
兆
卜
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

（
（（
（

。

【
伊
勢
神
宮
の
創
建
】

　現
代
的
な
印
象
で
は
意
外
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
王
権

に
対
す
る
祟
り
神
と
し
て
、
平
安
期
に
至
る
ま
で
最
も
一
般
的
だ
っ
た
の
が
伊
勢
大

神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
）
で
あ
る

（
（（
（

。
伊
勢
神
宮
の
創
建
を
め
ぐ
っ
て
は
厖
大
な
研
究
史
が

あ
り
、
皇
祖
神
と
し
て
の
前
史
や
伊
勢
と
い
う
場
の
性
格
、
神
格
の
構
造
か
ら
奉
祀

形
態
ま
で
、
諸
説
紛
々
と
し
て
定
説
を
み
な
い

（
（（
（

。
例
え
ば
創
建
年
代
に
つ
い
て
も
、

『
書
紀
』
垂
仁
天
皇
二
五
年
三
月
丙
申
条
一
云
の
「
丁
巳
年
」
を
め
ぐ
り
、
雄
略
天

皇
二
一
年
（
四
七
七
）
説

（
（（
（

、
宣
化
天
皇
二
年
（
五
三
七
）
説

（
（（
（

な
ど
五
～
六
世
紀
を
重

視
す
る
考
え
方
か
ら

（
（（
（

、
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
説

（
（（
（

、
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

説
（
（（
（

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
欽
明
朝
の
改
革
の
規
模
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く

と
も
六
世
紀
に
実
質
的
な
画
期
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
く
に
、
下
記

一
云
に
お
け
る
中
臣
氏
（
卜
部
）
の
役
割
は
見
過
ご
せ
な
い
。  

 

天
皇
以
二
倭
姫
命
一
為
二
御
杖
一
、
貢
二
奉
於
天
照
大
神
一
。
是
以
倭
姫
命
以
二
天
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照
大
神
一
、
鎮
二
坐
於
磯
城
厳
橿
之
本
一
而
祠
之
。
然
後
随
二
神
誨
一
、
取
二
丁
巳

年
冬
十
月
甲
子
一
、
遷
二
于
伊
勢
国
渡
遇
宮
一
。
是
時
倭
大
神
、
著
二
穂
積
臣
遠

祖
大
水
口
宿
祢
一
、
而
誨
之
曰
、
太
初
之
時
期
曰
、
天
照
大
神
悉
治
二
天
原
一
。

皇
御
孫
尊
、
専
治
二
葦
原
中
国
之
八
十
魂
神
一
。
我
親
治
二
大
地
官
一
者
。
言
已

訖
焉
。
然
先
皇
御
間
城
天
皇
、
雖
レ
祭
二
祀
神
祇
一
、
微
細
未
レ
探
二
其
源
根
一
、

以
粗
留
二
於
枝
葉
一
。
故
其
天
皇
短
命
也
。
是
以
、
今
汝
御
孫
尊
、
悔
二
先
皇
之

不
一レ
及
而
慎
祭
、
則
汝
尊
寿
命
延
長
、
復
天
下
太
平
矣
。
時
天
皇
聞
二
是
言
一
、

則
仰
二
中
臣
連
祖
探
湯
主
一
、
而
卜
之
。
誰
人
以
令
二
祭
大
倭
大
神
一
。
即
渟
名

城
稚
姫
命
食
レ
卜
焉
。
因
以
命
二
渟
名
城
稚
姫
命
一
、定
二
神
地
於
穴
磯
邑
一
、
祠
二

於
大
市
長
岡
岬
一
。
然
是
渟
名
城
稚
姫
命
、
既
身
体
悉
痩
弱
、
以
不
レ
能
レ
祭
。

是
以
命
二
大
倭
直
祖
長
尾
市
宿
祢
一
、
令
レ
祭
矣
。 

　本
節
冒
頭
に
み
た
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
で
完
結
し
て
は
い
な
い
が
、
神
が
王
に
災
禍

を
も
た
ら
す
こ
と
、
卜
占
に
よ
っ
て
祭
祀
者
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、〈
祟

り
神
〉
の
形
式
を
踏
襲
し
た
物
語
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
神
宮
の
創
建
（
厳

密
に
は
伊
勢
大
神
の
創
出
）
も
、
欽
明
朝
に
整
備
さ
れ
た
卜
占
と
祟
り
の
関
係
に
お

い
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
伊
勢
と
い
う
地
域
の
選
択

に
つ
い
て
は
、
雄
略
朝
以
降
の
東
方
経
営
と
の
関
係

（
（（
（

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
田

精
司
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
祭
祀
制
度
の
改
革
に
伴
い
、
大
王
家
守
護
霊
を
集
合
的

崇
拝
の
対
象
に
し
う
る
新
た
な
祭
場
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
同
地
域
が
も
と
も
と
太

陽
神
信
仰
の
聖
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
よ
り
本
質
的
な
理
由
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
ち
な

み
に
、
欽
明
朝
将
来
の
卜
書
が
五
兆
卜
を
伝
え
る
も
の
な
ら
、
伊
勢
の
選
定
に
も
亀

卜
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。  

　以
上
、
欽
明
朝
に
は
祭
祀
制
度
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
改
革
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
実
は
後
世
の
史
料
に
み
る
よ
う
な
官
制
の
成
立
で
は
な
く
、
中
臣
・
忌
部
・
卜
部

と
い
っ
た
祭
祀
氏
族
の
独
立
と
伴
造
的
活
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

歴
史
時
代
的
〈
神
〉
が
輪
郭
を
整
え
、
そ
の
祭
祀
方
法
が
確
立
し
た
ほ
か
、
王
権
の

神
話
や
〈
祟
り
神
〉
を
め
ぐ
る
言
説
も
生
み
出
さ
れ
、
思
想
・
心
性
の
側
面
で
も
極

め
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

❷
律
令
神
祇
祭
祀
制
の
成
立

　1

　神
官
と
官
社
制
―
天
武
朝
の
展
開
―

【
神
祇
官
先
行
官
司
と
し
て
の
〈
神
官
〉】

　欽
明
朝
（
五
四
〇
～
五
七
一
）
に
整
備
さ

れ
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
祭
祀
制
度
は
、
大
化
改
新
か
ら
天
武
・
持
統
朝
に
至
る
律
令

国
家
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
新
た
な
画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
、
後
の
律
令
神
祇
官
制
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
法
体
系
自
体
の

整
備
と
の
関
連
に
お
い
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
書
紀
』
皇
極
天
皇
三

年
（
六
四
四
）
正
月
乙
亥
朔
条
に
は
「
以
二
中
臣
鎌
子
連
一
拝
二
神
祇
伯
一
、
再
三
固
辞

不
レ
就
」
と
あ
り
、
あ
た
か
も
神
祇
官
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
中
臣
氏
の
氏
上
を
指
し
た
言
葉
だ
ろ
う
。
ま
た
『
拾
遺
』
孝
徳
天
皇
段
に
は
、

「
白
鳳
」
期
、
忌
部
氏
の
就
く
「
祀
官
」
な
る
官
職
が
存
在
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。  

　

至
二
于
難
波
長
柄
豊
前
朝
一
、
白
鳳
四
年
、
以
二
小
花
下
諱
部
首
作
斯
一
、
拝
二
祠

官
頭
一
、
令
レ
掌
二
叙
王
族
・
宮
内
礼
儀
・
婚
姻
・
卜
筮
一
。
夏
・
冬
二
季
御
卜

之
式
、始
起
二
此
時
一
。
作
斯
之
胤
、不
レ
継
二
其
職
一
、凌
遅
衰
微
以
至
レ
于
レ
今
。 

　東
野
治
之
氏
や
押
部
佳
周
氏
は
そ
の
成
立
を
認
め
る
が（

（（
（

 

、
荊
木
美
行
氏
ら
に
よ

る
否
定
説
も
根
強
い

（
（（
（

。
し
か
し
、
広
汎
な
職
掌
は
中
央
忌
部
の
伝
統
と
断
絶
し
て
お

り
、
中
臣
・
卜
部
独
自
の
技
術
で
あ
る
卜
筮
ま
で
掌
握
し
て
い
る
の
は
不
審
で
あ

る
。
東
野
氏
は
、
中
国
南
北
朝
の
祠
官
に
近
似
す
る
官
職
と
す
る
が
、
漢
籍
に
基
づ

く
机
上
の
産
物
で
は
な
い
か
。
神
祇
官
先
行
官
司
の
存
在
が
現
実
味
を
持
つ
の
は
、

あ
く
ま
で
天
智
朝
（
六
六
二
～
六
七
一
）
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。  

　い
わ
ゆ
る
近
江
令
は
、『
弘
仁
格
式
』
序
の
「
降
リ
テ
天
智
天
皇
元
年
ニ
至
リ
テ
、

令
廿
二
巻
ヲ
制
ス
。
世
人
謂
フ
所
ノ
近
江
朝
廷
之
令
也
」、『
家
伝
』
上
／
大
織
冠
伝
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の
「
先
レ
此
帝
令
下
大
臣
撰
二
述
礼
儀
一
、
刊
中
定
律
令
上
。
通
二
天
人
之
性
一
、
作
二
朝

廷
之
訓
一
。
大
臣
与
二
時
賢
人
一
、損
二
益
旧
章
一
、略
為
二
条
例
一
」と
い
っ
た
記
述
か
ら
、

天
智
朝
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
初
の
行
政
法
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

で
は
そ
の
体
系
的
編
纂
は
疑
問
視
さ
れ
、
実
態
的
に
は
、
段
階
的
に
制
定
・
施
行
さ

れ
た
制
度
・
法
令
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
が
強
い

（
（（
（

。
天
武
朝
に
出
現
す
る
〈
神
官
〉

も
、
か
つ
て
は
近
江
令
官
制
に
基
づ
く

（
（（
（

と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
天
武
朝

の
新
設
と
す
る
説

（
（（
（

が
有
力
で
あ
る
。
史
料
的
に
確
認
で
き
る
職
掌
は
大
嘗
祭
・
新
嘗

祭
関
係
（『
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
〈
六
七
三
〉
一
二
月
丙
戌
条
・
同
五
年
九
月
丙
戌
条
・

同
六
年
一
一
月
乙
酉
条
）
の
み
だ
が
、
天
智
～
天
武
朝
に
整
備
さ
れ
て
き
た
、
令
制

に
連
な
る
祭
祀
全
般
を
統
括
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
西
宮
秀
紀
氏

は
、『
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
一
二
月
丙
戌
条
に
「
侍
二
奉
大
嘗
一
中
臣
・
忌
部
及
神

官
人
等
、
并
播
磨
・
丹
波
、
二
国
郡
司
、
亦
以
下
人
夫
等
、
悉
賜
レ
禄
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
神
官
は
中
臣
・
忌
部
の
就
職
し
な
い
小
規
模
・
未
整
備
な
官
司
で
、
令
制

の
神
部
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た

（
（（
（

。
こ
れ
に
対
し
中
村
英
重
氏
は
、
同
史

料
の
中
臣
・
忌
部
は
践
祚
の
寿
詞
奏
上
・
鏡
剣
奉
上
に
携
わ
っ
た
も
の
で
、
神
官
以

外
の
職
に
あ
っ
た
氏
上
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る

（
（（
（

。
新
嘗
・
大
嘗
に
は
卜
占

と
木
鎮
め
が
重
要
な
意
味
を
な
す
か
ら
、
こ
れ
を
独
自
の
技
能
と
し
て
持
つ
中
臣
・

卜
部
、
忌
部
が
、
同
祭
に
深
く
関
わ
っ
た
神
官
に
参
加
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。

新
た
な
祭
祀
制
度
を
運
営
す
る
主
体
は
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
相
応
の
規
模
・
組

織
を
持
っ
た
〈
神
祇
官
先
行
官
司
〉
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
あ
く
ま
で
そ
の
こ
と

を
前
提
と
す
る
が
、
天
智
～
天
武
朝
の
神
祭
り
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。 

【
祭
祀
の
整
備
と
班
幣
の
成
立
】

　ま
ず
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
は
、
名
称
・
内
実
と
も
未

分
化
だ
が
、
悠
紀
・
主
基
を
卜
定
す
る
な
ど
形
式
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
（『
書
紀
』

天
武
天
皇
五
年
〈
六
七
六
〉
九
月
丙
戌
条
）。
相
嘗
祭
・
鎮
魂
祭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
嘗

に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
準
備
さ
れ
（『
書
紀
』
同
五
年
一
一
月
丁
酉
条
・
同
一
四
年

一
一
月
丙
寅
条
）、
大
祓
は
、
国
郡
制
に
対
応
し
て
「
四
方
」
か
ら
「
天
下
」「
諸
国
」

へ
と
対
象
を
拡
大
し
て
い
っ
た
（『
書
紀
』
同
五
年
八
月
辛
亥
条
・
同
一
〇
年
七
月
丁
酉

条
・
朱
鳥
元
年
〈
六
八
六
〉
七
月
辛
丑
条
）。
広
瀬
大
忌
祭
・
龍
田
風
神
祭
も
、
天
武

天
皇
四
年
の
遣
使
（『
書
紀
』
同
年
四
月
癸
未
条
）
以
後
、
翌
年
七
月
か
ら
年
中
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
す
べ
て
画
期
と
な
る
の
は
天
武
天
皇
四
～
五
年
で
、
同
二

年
の
大
嘗
祭
に
併
せ
て
設
置
さ
れ
た
神
官
が
次
第
に
拡
充
、
種
々
の
国
家
的
祭
祀
を

計
画
的
に
始
修
・
運
営
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
注
意
し
た
い
の

は
幣
帛
供
献
の
実
施
情
況
で
、王
権
の
奉
祭
神
を
中
心
に
臨
時
の
奉
幣
が
試
み
ら
れ
、

「
班
幣
」
の
語
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
班
幣
祭
祀
は
、
国
家
に
登
録
・
公

認
さ
れ
た
神
社
（
官
社
と
い
う
）
の
神
職
が
中
央
に
参
集
、
幣
帛
を
頒
布
さ
れ
る
極

め
て
中
央
集
権
的
な
祭
祀
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
令
制
で
は
祈
年
祭
・
月
次
祭
が
こ
の

方
式
を
持
ち
、
農
耕
予
祝
の
性
格
も
残
し
な
が
ら
、
班
幣
を
通
じ
全
官
社
（
伊
勢
神

宮
を
除
く
）
に
天
皇
・
国
家
へ
の
奉
仕
＝
守
護
を
要
請
す
る
、
律
令
国
家
的
な
新
し

い
祭
祀
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
班
幣
」
の
初
見
は
『
書
紀
』
天
智
天
皇
九
年

（
六
七
〇
）
三
月
壬
午
条
、「
於
山
御
井
傍
、
敷
二
諸
神
座
一
、
而
班
二
幣
帛
一
。
中
臣
金

連
宣
二
祝
詞
一
」
と
の
記
載
で
、
そ
の
ま
ま
祈
年
祭
の
濫
觴
と
み
る
説
も
あ
る
。
し

か
し
、
神
職
参
集
の
記
事
も
な
く
、
そ
も
そ
も
対
象
社
が
ど
の
よ
う
に
確
定
・
公
認

さ
れ
た
の
か
制
度
的
に
不
明
で
、
内
実
は
疑
わ
し
い
。
や
は
り
天
武
天
皇
四
～
五
年

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
祭
二
幣
諸
社
一
」（『
書
紀
』
正
月
戊
辰
条
）、「
遣
二
使
四
方
一
、
以
捧
二

幣
帛
一
、
祈
二
諸
神
祇
一
」（『
書
紀
』
是
夏
条
）
と
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、
任
意
の
神

社
を
特
定
し
連
絡
を
と
る
体
制
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
整
え
ら
れ
て
い
た
と
み
て
い
い

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
官
社
設
定
の
動
き
は
、そ
れ
ま
で
自
然
に
多
少
の
人
工
性（
導

水
施
設
な
ど
）
を
加
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
祭
場
を
、
神
祭
り
の
恒
常
的
施
設
と
し

て
明
確
化
し
て
い
っ
た
。
本
当
の
意
味
（
こ
の
点
は
次
項
で
述
べ
る
）
で
の
〈
神
社
〉

の
誕
生
で
あ
る
。
天
武
天
皇
六
年
五
月
己
丑
の
勅
に
は
、「
天
社
地
社
神
税
者
、
三

分
之
一
、
為
レ
擬
二
供
神
一
、二
分
給
二
神
主
一
」（『
書
紀
』
同
条
）
と
あ
る
。
漠
然
と
し

た
〈
神
〉
を
祀
る
祭
場
は
天
神
／
地
祇
の
社
に
分
節
さ
れ
、
公
的
な
奉
祀
者
と
財
源

を
備
え
る
組
織
・
施
設
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
一
〇
年
正
月
己
丑
に
は
、

畿
内
・
諸
国
に
「
修
二
理
天
社
地
社
神
宮
一
」（『
書
紀
』
同
条
）
さ
せ
る
詔
が
出
さ
れ
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の
「
先
レ
此
帝
令
下
大
臣
撰
二
述
礼
儀
一
、
刊
中
定
律
令
上
。
通
二
天
人
之
性
一
、
作
二
朝

廷
之
訓
一
。
大
臣
与
二
時
賢
人
一
、損
二
益
旧
章
一
、略
為
二
条
例
一
」と
い
っ
た
記
述
か
ら
、

天
智
朝
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
初
の
行
政
法
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

で
は
そ
の
体
系
的
編
纂
は
疑
問
視
さ
れ
、
実
態
的
に
は
、
段
階
的
に
制
定
・
施
行
さ

れ
た
制
度
・
法
令
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
が
強
い

（
（（
（

。
天
武
朝
に
出
現
す
る
〈
神
官
〉

も
、
か
つ
て
は
近
江
令
官
制
に
基
づ
く

（
（（
（

と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
天
武
朝

の
新
設
と
す
る
説

（
（（
（

が
有
力
で
あ
る
。
史
料
的
に
確
認
で
き
る
職
掌
は
大
嘗
祭
・
新
嘗

祭
関
係
（『
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
〈
六
七
三
〉
一
二
月
丙
戌
条
・
同
五
年
九
月
丙
戌
条
・

同
六
年
一
一
月
乙
酉
条
）
の
み
だ
が
、
天
智
～
天
武
朝
に
整
備
さ
れ
て
き
た
、
令
制

に
連
な
る
祭
祀
全
般
を
統
括
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
西
宮
秀
紀
氏

は
、『
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
一
二
月
丙
戌
条
に
「
侍
二
奉
大
嘗
一
中
臣
・
忌
部
及
神

官
人
等
、
并
播
磨
・
丹
波
、
二
国
郡
司
、
亦
以
下
人
夫
等
、
悉
賜
レ
禄
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
神
官
は
中
臣
・
忌
部
の
就
職
し
な
い
小
規
模
・
未
整
備
な
官
司
で
、
令
制

の
神
部
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た

（
（（
（

。
こ
れ
に
対
し
中
村
英
重
氏
は
、
同
史

料
の
中
臣
・
忌
部
は
践
祚
の
寿
詞
奏
上
・
鏡
剣
奉
上
に
携
わ
っ
た
も
の
で
、
神
官
以

外
の
職
に
あ
っ
た
氏
上
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る

（
（（
（

。
新
嘗
・
大
嘗
に
は
卜
占

と
木
鎮
め
が
重
要
な
意
味
を
な
す
か
ら
、
こ
れ
を
独
自
の
技
能
と
し
て
持
つ
中
臣
・

卜
部
、
忌
部
が
、
同
祭
に
深
く
関
わ
っ
た
神
官
に
参
加
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。

新
た
な
祭
祀
制
度
を
運
営
す
る
主
体
は
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
相
応
の
規
模
・
組

織
を
持
っ
た
〈
神
祇
官
先
行
官
司
〉
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
あ
く
ま
で
そ
の
こ
と

を
前
提
と
す
る
が
、
天
智
～
天
武
朝
の
神
祭
り
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。 

【
祭
祀
の
整
備
と
班
幣
の
成
立
】

　ま
ず
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
は
、
名
称
・
内
実
と
も
未

分
化
だ
が
、
悠
紀
・
主
基
を
卜
定
す
る
な
ど
形
式
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
（『
書
紀
』

天
武
天
皇
五
年
〈
六
七
六
〉
九
月
丙
戌
条
）。
相
嘗
祭
・
鎮
魂
祭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
嘗

に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
準
備
さ
れ
（『
書
紀
』
同
五
年
一
一
月
丁
酉
条
・
同
一
四
年

一
一
月
丙
寅
条
）、
大
祓
は
、
国
郡
制
に
対
応
し
て
「
四
方
」
か
ら
「
天
下
」「
諸
国
」

へ
と
対
象
を
拡
大
し
て
い
っ
た
（『
書
紀
』
同
五
年
八
月
辛
亥
条
・
同
一
〇
年
七
月
丁
酉

条
・
朱
鳥
元
年
〈
六
八
六
〉
七
月
辛
丑
条
）。
広
瀬
大
忌
祭
・
龍
田
風
神
祭
も
、
天
武

天
皇
四
年
の
遣
使
（『
書
紀
』
同
年
四
月
癸
未
条
）
以
後
、
翌
年
七
月
か
ら
年
中
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
す
べ
て
画
期
と
な
る
の
は
天
武
天
皇
四
～
五
年
で
、
同
二

年
の
大
嘗
祭
に
併
せ
て
設
置
さ
れ
た
神
官
が
次
第
に
拡
充
、
種
々
の
国
家
的
祭
祀
を

計
画
的
に
始
修
・
運
営
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
注
意
し
た
い
の

は
幣
帛
供
献
の
実
施
情
況
で
、王
権
の
奉
祭
神
を
中
心
に
臨
時
の
奉
幣
が
試
み
ら
れ
、

「
班
幣
」
の
語
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
班
幣
祭
祀
は
、
国
家
に
登
録
・
公

認
さ
れ
た
神
社
（
官
社
と
い
う
）
の
神
職
が
中
央
に
参
集
、
幣
帛
を
頒
布
さ
れ
る
極

め
て
中
央
集
権
的
な
祭
祀
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
令
制
で
は
祈
年
祭
・
月
次
祭
が
こ
の

方
式
を
持
ち
、
農
耕
予
祝
の
性
格
も
残
し
な
が
ら
、
班
幣
を
通
じ
全
官
社
（
伊
勢
神

宮
を
除
く
）
に
天
皇
・
国
家
へ
の
奉
仕
＝
守
護
を
要
請
す
る
、
律
令
国
家
的
な
新
し

い
祭
祀
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
班
幣
」
の
初
見
は
『
書
紀
』
天
智
天
皇
九
年

（
六
七
〇
）
三
月
壬
午
条
、「
於
山
御
井
傍
、
敷
二
諸
神
座
一
、
而
班
二
幣
帛
一
。
中
臣
金

連
宣
二
祝
詞
一
」
と
の
記
載
で
、
そ
の
ま
ま
祈
年
祭
の
濫
觴
と
み
る
説
も
あ
る
。
し

か
し
、
神
職
参
集
の
記
事
も
な
く
、
そ
も
そ
も
対
象
社
が
ど
の
よ
う
に
確
定
・
公
認

さ
れ
た
の
か
制
度
的
に
不
明
で
、
内
実
は
疑
わ
し
い
。
や
は
り
天
武
天
皇
四
～
五
年

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
祭
二
幣
諸
社
一
」（『
書
紀
』
正
月
戊
辰
条
）、「
遣
二
使
四
方
一
、
以
捧
二

幣
帛
一
、
祈
二
諸
神
祇
一
」（『
書
紀
』
是
夏
条
）
と
の
記
事
が
あ
る
か
ら
、
任
意
の
神

社
を
特
定
し
連
絡
を
と
る
体
制
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
整
え
ら
れ
て
い
た
と
み
て
い
い

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
官
社
設
定
の
動
き
は
、そ
れ
ま
で
自
然
に
多
少
の
人
工
性（
導

水
施
設
な
ど
）
を
加
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
祭
場
を
、
神
祭
り
の
恒
常
的
施
設
と
し

て
明
確
化
し
て
い
っ
た
。
本
当
の
意
味
（
こ
の
点
は
次
項
で
述
べ
る
）
で
の
〈
神
社
〉

の
誕
生
で
あ
る
。
天
武
天
皇
六
年
五
月
己
丑
の
勅
に
は
、「
天
社
地
社
神
税
者
、
三

分
之
一
、
為
レ
擬
二
供
神
一
、二
分
給
二
神
主
一
」（『
書
紀
』
同
条
）
と
あ
る
。
漠
然
と
し

た
〈
神
〉
を
祀
る
祭
場
は
天
神
／
地
祇
の
社
に
分
節
さ
れ
、
公
的
な
奉
祀
者
と
財
源

を
備
え
る
組
織
・
施
設
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
一
〇
年
正
月
己
丑
に
は
、

畿
内
・
諸
国
に
「
修
二
理
天
社
地
社
神
宮
一
」（『
書
紀
』
同
条
）
さ
せ
る
詔
が
出
さ
れ
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て
お
り
、次
第
に
社
殿
も
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
数
日
前
に「
頒

二
幣
帛
於
諸
神
祇
一
」（『
書
紀
』
同
年
正
月
壬
申
条
）
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
班

幣
と
官
社
制
が
同
一
の
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
正
月
斎
行

の
た
め
〈
祈
年
祭
の
成
立
〉
と
い
い
う
る
か
は
微
妙
だ
が
、
そ
の
制
度
的
環
境
は
す

で
に
整
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。  

　な
お
、
一
般
官
社
が
天
社
／
地
社
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
班
幣
祭
祀
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
は
、
伊
勢
神
宮
の
あ
り
方
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
神
宮
は
神
祇
の
う
え

に
屹
立
す
る
皇
祖
神
を
奉
祀
し
、
唯
一
班
幣
の
対
象
と
な
ら
な
い
神
社
だ
か
ら
で
あ

る
。
創
建
に
つ
い
て
は
前
章
で
触
れ
た
が
、
天
武
朝
で
は
内
／
外
宮
の
分
離
が
想
定

さ
れ
て
い
る

（
（（
（

ほ
か
、
斎
王
制
及
び
式
年
遷
宮
制
の
整
備
が
認
め
ら
れ
る
。
斎
王
の
確

実
な
史
料
的
初
見
は
大
来
皇
女
で
、『
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
四
月
己
巳
条
に
泊
瀬

斎
宮
で
の
潔
斎
、
同
三
年
一
〇
月
乙
酉
条
に
伊
勢
神
宮
へ
の
出
発
、
持
統
天
皇
称
制

前
紀
／
朱
鳥
元
年
一
一
月
壬
子
条
に
帰
京
の
記
録
が
あ
る
。
斎
王
の
卜
定
は
創
建
の

物
語
を
再
現
す
る
も
の
だ
が
、
卜
占
を
通
じ
た
祟
り
神
と
し
て
の
鎮
座
形
式
を
、
奉

祀
の
制
度
と
し
て
残
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
式
年
遷
宮
の
成
立
に
つ

い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
前
掲
天
武
天
皇
一
〇
年
正
月
詔
に
対
応
す
る
こ
と
は
確
か

で
、
天
武
朝
の
発
案
、
持
統
朝
の
実
施
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る

（
（（
（

。『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』
な
ど
に
よ
る
と
、
社
殿
の
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
祭
儀
に
は
、
忌
部
氏
の
木

鎮
め
技
術
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

（
（（
（

。
恐
ら
く
、
天
皇
の
宮
殿
を
造
り
鎮
め
る
た
め
に

活
用
さ
れ
て
い
た
形
式
が
、
社
殿
建
造
に
際
し
て
援
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
伊
勢

神
宮
も
、
官
社
制
を
通
じ
て
そ
の
姿
を
明
確
化
し
て
き
た
と
い
え
る
。 

【
官
社
の
成
立
＝
神
社
の
誕
生
】

　こ
こ
で
も
う
少
し
詳
し
く
、
官
社
の
成
立
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
問
題
が
、
冒
頭
に
も
触
れ
た
〈
古
代
神
殿
論
争
〉
と
密
接

に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
議
論
が
迷
走
し
続
け
た
原
因
と
し
て
、「
神
社
」「
神
殿
」

「
祭
殿
」
と
い
っ
た
タ
ー
ム
の
混
乱

（
（（
（

は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
が
、
各
時
代
の
宗
教
施
設

の
一
元
的
連
続
性
が
、
確
た
る
根
拠
も
な
く
前
後
に
延
長
・
接
続
さ
れ
た
こ
と
も
看

過
で
き
な
い
。
例
え
ば
宮
本
長
二
郎
氏
は
、
神
明
造
に
至
る
独
立
棟
持
柱
、
式
年
造

替
の
原
型
た
る
二
棟
連
立
形
式
な
ど
の
連
続
性
に
つ
い
て
、
弥
生
期
ば
か
り
か
縄
文

期
に
ま
で
遡
及
し
う
る
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る

（
（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
岡
田
精
司
氏

は
、
歴
史
時
代
の
神
社
の
特
徴
（
神
が
常
住
し
な
い
こ
と
、
集
落
内
に
存
在
し
な
い
こ

と
な
ど
）
に
立
脚
し
、〈
弥
生
神
殿
〉
と
い
う
概
念
自
体
を
否
定
し
て
い
る

（
（（
（

。
宮
本

説
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
要
素
の
み
を
抽
出
し
て
一
元
的
に
解
釈
す
る
方
法
は
疑
わ

し
く
、
集
落
全
体
や
遺
物
・
遺
構
全
体
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
す
べ
き
と
い
う
浅

川
滋
男
氏
ら
の
批
判
が
有
効
だ
ろ
う

（
（（
（

。
し
か
し
、「
前
代
は
○
○
だ
か
ら
後
代
も
○

○
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
も
し
く
は
「
後
代
が
×
×
だ
か
ら
前
代
も
×
×
な
は
ず
」

と
い
っ
た
、
印
象
論
的
な
連
続
性
認
識
に
も
依
存
す
べ
き
で
は
な
い
。
各
時
代
に
固

有
の
神
的
存
在
、
祭
祀
施
設
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
は
ず
で
、
歴
史
時
代
の
神
社
の
枠

組
み
か
ら
外
れ
た
宗
教
施
設
が
過
去
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
は
な
い

の
で
あ
る
。
桜
井
敏
雄
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
神
社
に
は
、
呼
称
・
実
体
の
双
方
に

お
い
て
、
地
域
や
時
代
ご
と
に
異
な
る
機
能
・
系
統
を
想
定
し
う
る

（
（（
（

。
モ
リ
、
ヒ
モ

ロ
キ
、
ミ
ム
ロ
、
ホ
ク
ラ
、
カ
ミ
ノ
ミ
ア
ラ
カ
と
い
っ
た
多
様
な
呼
称
が
存
在
す
る

こ
と
こ
そ
、
そ
の
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
社
殿
＝
建
築
物
を
伴
う
社
＝
ヤ

シ
ロ
に
統
一
さ
れ
る
契
機
は
、
や
は
り
官
社
制
の
成
立
以
外
に
は
あ
り
え
ま
い
。  

　こ
う
し
た
見
解
は
、
近
年
、
建
築
史
学
や
文
献
史
学
で
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
神
社
は
在
来
の
祭
祀
ス
ポ
ッ
ト
と
、
国
家
の
設
定
し
た
祭
祀
施
設
の
二

重
性
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

（
（（
（

。
し
か
し
そ
の
内
実
は
様
々
で
、
例
え
ば

丸
山
茂
氏
は
、
首
長
が
神
と
一
体
化
す
る
在
地
的
な
祭
殿
か
ら
、
国
家
の
誘
導
す
る

神
を
奉
祀
す
る
社
殿
へ
、
と
い
う
神
観
念
・
祭
祀
形
態
の
相
違
・
転
換
を
想
定
す

る
（
（（
（

。
篠
原
祐
一
氏
も
同
様
の
視
点
か
ら
奈
良
期
の
神
社
遺
構
を
分
析
、
在
来
の
祭
祀

を
磐
座
・
神
籬
型
、
国
家
の
設
定
し
た
祭
祀
を
降
神
型
と
推
測
、
後
者
は
奉
祀
集
落

が
消
え
る
と
衰
滅
し
て
し
ま
う
が
、
前
者
は
地
域
で
尊
崇
さ
れ
残
存
し
て
ゆ
く
と
し

た
（
（（
（

。
山
本
信
吉
氏
や
有
富
純
也
氏
の
指
摘
す
る
、
中
央
／
在
地
の
神
社
観
に
乖
離
の

あ
る
こ
と
、
国
司
に
よ
る
社
殿
維
持
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
神
社
は
衰
滅
し
て
し
ま
う

こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
見
方
と
重
な
っ
て
こ
よ
う

（
（（
（

。
多
様
な
存
在
形
態
を
持
つ
在
来
の
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宗
教
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
任
意
の
選
択
（
王
権
と
の
関
係
、
在
地
へ
の
影
響
力
な
ど
が
考
慮

さ
れ
た
だ
ろ
う
）
を
行
い
、
律
令
制
的
な
祭
祀
方
式
と
社
殿
を
付
与
し
た
も
の
―
―

そ
れ
が
官
社
の
一
般
的
景
観
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。  

　

　し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
官
社
制
の
根
幹
と
は
、
祈
年
祭
班
幣
の

対
象
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
な
ぜ
、
社
殿
な
ど
が
必
要

と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
都
城
、
交
通
路
、
寺

院
な
ど
と
同
じ
く
、
施
設
を
視
覚
的
に
荘
厳
し
卓
越
化
し
よ
う
と
す
る
礼
的
な
発
想

で
あ
る
。
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
こ
の
礼
的
荘
厳
が
貫
徹
し
て
い
る

状
態
（
す
な
わ
ち
礼
の
秩
序
が
構
築
さ
れ
て
い
る
状
態
）
を
〈
清
〉、
そ
う
で
な
い
状
態

を
〈
穢
〉
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（〈
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
と
で
も
呼
び
う
る
だ
ろ

う
か
）
が
喧
伝
さ
れ
て
ゆ
く
。
か
か
る
二
項
対
立
的
・
固
定
的
な
環
境
認
識
自
体
が

在
来
の
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
中
央
政
府
に
よ
る
上
か
ら
の
風
俗
矯
正
と
し
て
、
物

理
的
荘
厳
の
行
わ
れ
な
い
山
林
に
ま
で
適
用
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
宗
教
ス
ポ
ッ

ト
へ
の
社
殿
創
設
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、『
続
日
本
紀
』

神
亀
二
年
（
七
二
五
）
七
月
戊
戌
詔
で
は
、「
敬
レ
神
尊
レ
仏
、
清
浄
為
レ
先
」
と
信
仰

に
お
け
る
清
浄
性
の
必
要
が
強
調
さ
れ
、
現
状
を
「
多
有
二
穢
臭
一
」
と
認
識
し
て

清
掃
を
厳
命
し
て
い
る
。
同
書
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
一
一
月
甲
寅
条
に
よ
れ

ば
、
迎
神
使
の
通
過
す
る
国
々
に
殺
生
と
肉
食
の
禁
断
を
命
令
、
交
通
路
に
も
「
清

掃
、
不
レ
令
二
汚
穢
一
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
多
く
の
詔
に
「
海
内

清
平
」「
粛
清
風
俗
」
と
い
っ
た
語
彙
が
頻
出
す
る
が
、
清
浄
性
が
、
単
な
る
衛
生

上
の
清
潔
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
神
社
の
立
地
に

関
す
る
従
来
説
で
は
、
日
常
生
活
の
穢
れ
を
忌
避
す
る
清
浄
な
場
、
都
市
と
は
馴
染

ま
な
い
性
格
な
ど
と
規
定
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
も
列
島
古
来
の
宗
教
的
特
徴
な
ど

で
は
な
く
、
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
歴
史
的
所
産
と
し
て
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ

ろ
う
（
す
な
わ
ち
、
村
落
に
あ
る
こ
と
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
触
穢
に
繋
が
っ
た
り
、
山
林

に
あ
る
こ
と
が
直
接
清
浄
を
ま
と
う
わ
け
で
は
な
い
）。
社
殿
の
有
／
無
を
清
／
穢
に
結

び
つ
け
る
表
現
も
同
様
で
、国
家
に
よ
っ
て
は
穢
れ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
景
観
が
、

在
地
の
祭
祀
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ご
く
一
般
的
な
状
態
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま

さ
に
二
面
性
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
国
家
的
一
般
性
／
在
地
的
固
有
性
の
相
互
交
渉

が
、
時
代
・
社
会
情
況
の
も
と
に
多
様
に
展
開
し
、
各
地
に
お
け
る
〈
神
社
〉
の
具

体
的
表
象
を
創
り
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　2

　神
祇
官
と
神
祇
令
の
成
立
―
浄
御
原
令
制
か
ら
大
宝
令
制
へ
―  

　持
統
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
六
月
、
一
部
二
二
巻
の
浄
御
原
令
が
班
賜
さ
れ
る
と
、

「
神
祇
官
」
の
名
称
も
『
書
紀
』
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。『
書
紀
』
同
年
八
月
壬

午
条
に
は
「
百
官
会
二
集
於
神
祇
官
一
、
而
奉
レ
宣
二
天
神
地
祇
之
事
一
」
と
あ
る
が
、

天
神
地
祇
な
る
も
の
の
あ
り
よ
う
や
付
属
す
る
祭
祀
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
枠
組
み

を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
祇
令
の
存
在
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
あ
る

も
の
の
、
神
祇
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
浄
御
原
官
制
に
お
け
る
存
在
を
認
め
て
も
よ

か
ろ
う
。
西
宮
秀
紀
氏
は
、
神
祇
官
成
立
に
関
す
る
六
つ
の
指
標
を
設
け
、
持
統
紀

の
神
祇
関
係
記
事
を
検
討
し
て
い
る
が

（
（（
（

、
こ
の
う
ち
組
織
と
し
て
の
整
備
、
班
幣
祭

祀
と
官
社
制
の
拡
充
に
関
す
る
部
分
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

「
饗
下
神
祇
官
長
上
以
下
、
至
二
神
部
等
一
、
及
供
奉
播
磨
因
幡
国
郡
司
以
下
、
至
中
百

姓
男
女
上
、并
賜
二
絹
等
一
、各
有
レ
差
」（『
書
紀
』
持
統
天
皇
五
年
一
一
月
丁
酉
条
）、「
賜
下

神
祇
官
頭
至
二
祝
部
等
一
、
一
百
六
十
四
人
絁
布
上
、
各
有
レ
差
」（『
書
紀
』
同
八
年
三

月
丙
午
条
）
な
ど
か
ら
四
等
官
的
官
人
＋
伴
部
（
神
部
・
卜
部
）
の
構
成
を
と
る
こ
と
、

「
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読
二
天
神
寿
詞
一
」（『
書
紀
』
同
四
年
正
月
戊
寅
朔
条
・
五
年

一
一
月
戊
辰
条
）
な
ど
か
ら
中
臣
氏
が
長
官
職
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
後
者

に
つ
い
て
も
、
祈
年
祭
と
し
て
の
恒
常
的
実
施
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
班
二
幣

於
畿
内
天
神
地
祇
一
。
及
増
二
神
戸
田
地
一
」（『
書
紀
』
同
四
年
正
月
庚
子
条
）、「
班
二

幣
於
天
神
地
祇
一
」（『
書
紀
』
同
年
七
月
戊
寅
条
）、「
班
二
幣
於
神
祇
一
」（『
書
紀
』
同

一
一
年
六
月
甲
申
条
）
な
ど
の
記
述
か
ら
、
制
度
的
な
進
展
は
み
て
と
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
天
武
朝
か
ら
年
中
行
事
化
し
た
広
瀬
・
龍
田
祭
ば
か
り
で
な
く
、
祈
雨
等
を

目
的
と
し
た
遣
使
奉
幣
の
増
加
に
は
注
意
さ
れ
る
。
対
象
に
つ
い
て
も
、「
京
師
」「
四
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宗
教
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
任
意
の
選
択
（
王
権
と
の
関
係
、
在
地
へ
の
影
響
力
な
ど
が
考
慮

さ
れ
た
だ
ろ
う
）
を
行
い
、
律
令
制
的
な
祭
祀
方
式
と
社
殿
を
付
与
し
た
も
の
―
―

そ
れ
が
官
社
の
一
般
的
景
観
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。  

　

　し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
官
社
制
の
根
幹
と
は
、
祈
年
祭
班
幣
の

対
象
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
な
ぜ
、
社
殿
な
ど
が
必
要

と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
都
城
、
交
通
路
、
寺

院
な
ど
と
同
じ
く
、
施
設
を
視
覚
的
に
荘
厳
し
卓
越
化
し
よ
う
と
す
る
礼
的
な
発
想

で
あ
る
。
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
、
こ
の
礼
的
荘
厳
が
貫
徹
し
て
い
る

状
態
（
す
な
わ
ち
礼
の
秩
序
が
構
築
さ
れ
て
い
る
状
態
）
を
〈
清
〉、
そ
う
で
な
い
状
態

を
〈
穢
〉
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（〈
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
と
で
も
呼
び
う
る
だ
ろ

う
か
）
が
喧
伝
さ
れ
て
ゆ
く
。
か
か
る
二
項
対
立
的
・
固
定
的
な
環
境
認
識
自
体
が

在
来
の
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
中
央
政
府
に
よ
る
上
か
ら
の
風
俗
矯
正
と
し
て
、
物

理
的
荘
厳
の
行
わ
れ
な
い
山
林
に
ま
で
適
用
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
宗
教
ス
ポ
ッ

ト
へ
の
社
殿
創
設
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、『
続
日
本
紀
』

神
亀
二
年
（
七
二
五
）
七
月
戊
戌
詔
で
は
、「
敬
レ
神
尊
レ
仏
、
清
浄
為
レ
先
」
と
信
仰

に
お
け
る
清
浄
性
の
必
要
が
強
調
さ
れ
、
現
状
を
「
多
有
二
穢
臭
一
」
と
認
識
し
て

清
掃
を
厳
命
し
て
い
る
。
同
書
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
一
一
月
甲
寅
条
に
よ
れ

ば
、
迎
神
使
の
通
過
す
る
国
々
に
殺
生
と
肉
食
の
禁
断
を
命
令
、
交
通
路
に
も
「
清

掃
、
不
レ
令
二
汚
穢
一
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
多
く
の
詔
に
「
海
内

清
平
」「
粛
清
風
俗
」
と
い
っ
た
語
彙
が
頻
出
す
る
が
、
清
浄
性
が
、
単
な
る
衛
生

上
の
清
潔
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
神
社
の
立
地
に

関
す
る
従
来
説
で
は
、
日
常
生
活
の
穢
れ
を
忌
避
す
る
清
浄
な
場
、
都
市
と
は
馴
染

ま
な
い
性
格
な
ど
と
規
定
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
も
列
島
古
来
の
宗
教
的
特
徴
な
ど

で
は
な
く
、
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
歴
史
的
所
産
と
し
て
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ

ろ
う
（
す
な
わ
ち
、
村
落
に
あ
る
こ
と
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
触
穢
に
繋
が
っ
た
り
、
山
林

に
あ
る
こ
と
が
直
接
清
浄
を
ま
と
う
わ
け
で
は
な
い
）。
社
殿
の
有
／
無
を
清
／
穢
に
結

び
つ
け
る
表
現
も
同
様
で
、国
家
に
よ
っ
て
は
穢
れ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
景
観
が
、

在
地
の
祭
祀
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ご
く
一
般
的
な
状
態
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま

さ
に
二
面
性
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
国
家
的
一
般
性
／
在
地
的
固
有
性
の
相
互
交
渉

が
、
時
代
・
社
会
情
況
の
も
と
に
多
様
に
展
開
し
、
各
地
に
お
け
る
〈
神
社
〉
の
具

体
的
表
象
を
創
り
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　2

　神
祇
官
と
神
祇
令
の
成
立
―
浄
御
原
令
制
か
ら
大
宝
令
制
へ
―  

　持
統
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
六
月
、
一
部
二
二
巻
の
浄
御
原
令
が
班
賜
さ
れ
る
と
、

「
神
祇
官
」
の
名
称
も
『
書
紀
』
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。『
書
紀
』
同
年
八
月
壬

午
条
に
は
「
百
官
会
二
集
於
神
祇
官
一
、
而
奉
レ
宣
二
天
神
地
祇
之
事
一
」
と
あ
る
が
、

天
神
地
祇
な
る
も
の
の
あ
り
よ
う
や
付
属
す
る
祭
祀
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
枠
組
み

を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
祇
令
の
存
在
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
あ
る

も
の
の
、
神
祇
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
浄
御
原
官
制
に
お
け
る
存
在
を
認
め
て
も
よ

か
ろ
う
。
西
宮
秀
紀
氏
は
、
神
祇
官
成
立
に
関
す
る
六
つ
の
指
標
を
設
け
、
持
統
紀

の
神
祇
関
係
記
事
を
検
討
し
て
い
る
が

（
（（
（

、
こ
の
う
ち
組
織
と
し
て
の
整
備
、
班
幣
祭

祀
と
官
社
制
の
拡
充
に
関
す
る
部
分
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

「
饗
下
神
祇
官
長
上
以
下
、
至
二
神
部
等
一
、
及
供
奉
播
磨
因
幡
国
郡
司
以
下
、
至
中
百

姓
男
女
上
、并
賜
二
絹
等
一
、各
有
レ
差
」（『
書
紀
』
持
統
天
皇
五
年
一
一
月
丁
酉
条
）、「
賜
下

神
祇
官
頭
至
二
祝
部
等
一
、
一
百
六
十
四
人
絁
布
上
、
各
有
レ
差
」（『
書
紀
』
同
八
年
三

月
丙
午
条
）
な
ど
か
ら
四
等
官
的
官
人
＋
伴
部
（
神
部
・
卜
部
）
の
構
成
を
と
る
こ
と
、

「
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
大
嶋
読
二
天
神
寿
詞
一
」（『
書
紀
』
同
四
年
正
月
戊
寅
朔
条
・
五
年

一
一
月
戊
辰
条
）
な
ど
か
ら
中
臣
氏
が
長
官
職
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
後
者

に
つ
い
て
も
、
祈
年
祭
と
し
て
の
恒
常
的
実
施
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
班
二
幣

於
畿
内
天
神
地
祇
一
。
及
増
二
神
戸
田
地
一
」（『
書
紀
』
同
四
年
正
月
庚
子
条
）、「
班
二

幣
於
天
神
地
祇
一
」（『
書
紀
』
同
年
七
月
戊
寅
条
）、「
班
二
幣
於
神
祇
一
」（『
書
紀
』
同

一
一
年
六
月
甲
申
条
）
な
ど
の
記
述
か
ら
、
制
度
的
な
進
展
は
み
て
と
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
天
武
朝
か
ら
年
中
行
事
化
し
た
広
瀬
・
龍
田
祭
ば
か
り
で
な
く
、
祈
雨
等
を

目
的
と
し
た
遣
使
奉
幣
の
増
加
に
は
注
意
さ
れ
る
。
対
象
に
つ
い
て
も
、「
京
師
」「
四
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畿
」
と
い
っ
た
律
令
国
家
的
な
空
間
区
分
（『
書
紀
』
同
九
年
六
月
己
卯
条
、『
続
紀
』

文
武
天
皇
二
年
〈
六
九
八
〉
五
月
甲
子
条
）、「
名
山
大
川
」（
同
）
な
ど
の
漢
籍
的
表
現

が
使
わ
れ
出
す
。
な
か
で
も
、
新
宮
造
営
や
外
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
伊
勢
・
住

吉
・
紀
伊
・
大
倭
な
ど
（『
書
紀
』
持
統
天
皇
六
年
五
月
庚
寅
条
、
一
二
月
甲
申
条
、『
続

紀
』
文
武
天
皇
三
年
八
月
己
丑
条
）、
王
権
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
神
社
が
重
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
律
令
・
都
城
・
神
話
＝
国
史
と
〈
天
皇
〉
に
相
応

し
い
制
度
・
設
備
が
整
え
ら
れ
、
即
位
儀
礼
の
荘
厳
も
進
み
（『
書
紀
』
持
統
天
皇
四

年
正
月
戊
寅
朔
条
）、
王
権
に
お
け
る
重
要
度
に
応
じ
て
各
神
社
も
具
象
化
し
て
い
っ

た
。
浄
御
原
令
制
の
神
祇
官
は
、
神
祇
令
の
青
写
真
と
も
い
う
べ
き
「
天
神
地
祇
之

事
」
を
実
現
・
運
営
す
る
、
重
大
な
責
務
を
担
っ
た
官
司
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。  

　大
宝
神
祇
令
は
、
以
上
の
よ
う
な
浄
御
原
制
神
祇
官
の
活
動
を
踏
ま
え
、
前
代
ま

で
の
在
来
祭
祀
を
唐
の
祠
令
や
新
羅
の
祭
祀
制
と
比
較
さ
せ
つ
つ
、
編
纂
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
作
業
の
場
か
ら
浮
か
び
上
が
る
神
祇
令
の
特
徴

は
、
当
時
の
神
観
念
を
知
る
う
え
で
格
好
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
か
つ
て
、

神
祇
令
・
祠
令
・『
三
国
史
記
』
雑
志
／
祭
祀
条
を
詳
細
に
比
較
・
検
討
し
た
井
上

光
貞
氏
は
、
顕
著
な
相
違
点
と
し
て
、
①
神
祭
り
の
区
分
、
②
神
祭
り
の
対
象
、
③

即
位
儀
礼
の
有
無
、
④
犠
牲
の
有
無
を
指
摘
し
て
い
る

（
（（
（

。
本
稿
で
も
、
こ
の
四
点
を

手
掛
か
り
に
考
え
た
い
。  

　ま
ず
①
は
、
祠
令
の
神
祭
り
が
天
神
に
対
す
る
〈
祀
〉、
地
祇
に
対
す
る
〈
祭
〉、

宗
廟
に
対
す
る
〈
享
〉
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、神
祇
令
に
は
一
括
的
な
〈
祭

祀
〉
し
か
な
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
②
は
、
祠
令
が
、
神
祭
り
を
対
象
に
応
じ
て
大

祀
（
昊
天
上
帝
・
五
方
上
帝
・
皇
地
祇
・
神
州
・
宗
廟
）・
中
祀
（
日
月
・
星
辰
・
社
稷
・

先
代
帝
王
・
嶽
鎮
・
海
涜
・
帝
社
・
先
蚕
・
孔
宣
父
・
斉
太
公
・
諸
太
子
廟
）・
小
祀
（
司
中
・

司
命
・
風
神
・
雨
師
・
霊
星
・
山
林
川
沢
）
へ
序
列
化
す
る
（
復
原
祠
令
二
条
）
の
に
対
し
、

神
祇
令
は
対
象
の
属
性
が
曖
昧
な
た
め
、
斎
戒
の
期
間
に
よ
り
等
級
付
け
を
行
っ
て

い
る（
月
斎
条
）こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
柴
田
博
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
祠

令
に
従
っ
て
模
倣
で
き
る
ほ
ど
、
神
々
と
祭
祀
の
分
類
・
体
系
化
が
発
達
し
て
い
な

か
っ
た
」
た
め
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。
事
実
、
年
間
恒
例
祭
祀
条
に
一
括
さ
れ
て
い
る
神

祭
り
は
、
性
格
も
来
歴
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
三
橋
正
氏
は
、
前
代
ま
で
に
現

実
に
定
例
化
さ
せ
た
祭
祀
、
過
去
に
行
わ
れ
た
祭
祀
、
執
行
可
能
な
祭
祀
を
加
え
体

裁
を
整
え
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
が

（
（（
（

、
神
祇
令
編
纂
時
に
お
け
る
神
観
念
・
祭
祀
の

未
発
達
と
す
る
よ
り
は
、
日
中
の
宗
教
的
心
性
の
質
的
相
違
（
歴
史
的
経
過
の
相
違
）

と
し
て
論
じ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。 

　続
い
て
③
だ
が
、
祠
令
に
は
即
位
儀
礼
が
な
く
、
神
祇
令
（
天
神
地
祇
惣
祭
・
践

祚
大
嘗
祭
〈
一
〇
・
一
四
条
〉、
レ
ガ
リ
ア
奉
戴
〈
一
三
条
〉）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。
井
上
氏
は
、
こ
れ
を
祭
儀
の
性
格
の
相
違
に
求
め
る

（
（（
（

。
氏
は
西
嶋
定
生
氏

の
研
究
を
援
用
、
中
国
（
漢
代
）
の
即
位
儀
礼
を

（イ）
新
王
朝
を
建
設
し
た
創
業
の
君

主
が
新
皇
帝
と
な
る
も
の（
上
帝
か
ら
の
授
命
に
よ
り
権
威
を
獲
得
す
る〈
燔
燎
告
天
〉）、

（ロ）
王
朝
内
の
帝
位
継
承
（
先
帝
の
柩
前
で
策
文
を
奉
読
、
璽
綬
を
奉
呈
さ
れ
る
〈
柩
前

即
位
〉、
玉
璽
伝
授
に
よ
り
帝
位
を
得
た
こ
と
を
高
祖
の
霊
位
に
報
告
、
承
認
を
得
る
〈
高

廟
謁
〉）
の
二
つ
に
分
け
、
ど
ち
ら
も
神
秘
的
・
呪
術
的
要
素
は
な
く
祠
令
に
は
馴

染
ま
な
い
が
、
大
嘗
祭
は
収
穫
祭
で
あ
り
神
祇
令
の
範
疇
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
柴
田
博
子
氏
は
、
臨
時
祭
祀
の
規
定
の
相
違
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
と
批

判
し
て
い
る

（
（（
（

。
祠
令
／
神
祇
令
の
体
系
と
し
て
の
相
違
、
皇
帝
／
天
皇
と
祭
儀
と
の

関
係
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。  

　最
後
の
④
は
、
祠
令
で
は
動
物
供
犠
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
神
祇
令

に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。
復
原
祠
令
（
開
元
二
五
年
令
）
三
四
条
で

は
各
祭
儀
の
牲
・
牢
が
一
括
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
毛
色
を
異
に
す
る
犢
・
羊
・
豕
・

羝
羊
な
ど
の
犠
牲
獣
、
太
牢
・
少
牢
な
ど
の
肉
類
を
確
認
で
き
る
。
唐
職
制
律
八
条

で
は
、
祭
儀
の
供
物
を
牲
・
牢
・
玉
・
帛
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
継
い
だ

日
本
律
は
、
牲
・
牢
・
玉
を
除
き
帛
の
み
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
同
九
条
で
は
、
大

祀
の
散
斎
に
お
け
る
禁
忌
に
つ
い
て
、
日
本
律
で
は
唐
律
に
な
い
「
食
宍
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
日
本
律
令
編
纂
の
際
、
供
犠
（
殺
獣
）
に
関
す
る
規
定
が
意
図
的
に
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排
除
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
的
神

は
清
浄
を
好
み
動
物
の
血
・
肉
を
穢
れ
と
し
て
忌
避
す
る
、
と
い
う
神
観
念
（
あ
る

い
は
生
命
観
）
の
相
違
に
求
め
る
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
書
紀
』

や
『
続
紀
』
に
散
見
す
る
殺
生
禁
断
令
・
放
生
令
、『
播
磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡
首

条
・
賀
茂
郡
雲
潤
里
条
、『
霊
異
記
』
上
三
〇
・
中
五
、『
拾
遺
』
御
歳
神
条
な
ど
の

説
話
・
伝
承
か
ら
は
、
奈
良
期
ま
で
は
ケ
ガ
レ
観
が
未
形
成
で
あ
り
、
祭
儀
に
お
い

て
肉
食
・
供
犠
の
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

（
（（
（

。
そ
れ
は
考
古
学
的
に
も

立
証
さ
れ
て
お
り

（
（（
（

、
供
犠
・
肉
食
の
忌
避
が
、
支
配
者
層
の
意
図
・
発
想
に
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
根
拠
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
は
、
平
林
章
仁

氏
の
述
べ
る
と
お
り
、
仏
教
・
神
祇
・
道
教
・
儒
教
・
法
思
想
な
ど
が
祥
瑞
災
異
・

天
人
相
関
思
想
を
根
幹
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、「
思
想
面
で
の
一
面
的

な
把
握
は
危
険
」
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
た
だ
し
祠
令
の
思
想
を
踏
ま
え
て
い
う
な
ら
、
生
物

の
肉
は
、
元
来
供
物
と
し
て
最
上
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
禁
忌
の
対
象
と
な
っ
た
、
と

考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
例
外
的
史
料
と
さ
れ
る『
拾
遺
』御
歳
神
条
に
は
、「
大

地
主
神
、
営
レ
田
之
日
、
以
二
牛
宍
一
食
二
田
人
一
。
于
レ
時
御
歳
神
之
子
、
至
二
於
其

田
一
、
唾
レ
饗
而
還
、
以
レ
状
告
レ
父
。
御
歳
神
発
レ
怒
、
以
レ
蝗
放
二
其
田
一
。
苗
葉
忽

枯
損
似
二
篠
竹
一
」と
あ
る
が
、御
歳
神
自
身
が
蝗
を
除
く
呪
術
の
ひ
と
つ
と
し
て「
牛

宍
」
の
供
献
を
教
え
る
よ
う
に
、
肉
の
穢
れ
を
忌
避
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
橋
健

氏
が
、
神
祇
令
の
中
心
を
な
す
思
想
と
し
て
斎
戒
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
一
考
を

要
す
る

（
（（
（

。  

　以
上
の
よ
う
に
、
大
宝
神
祇
令
は
祠
令
等
に
拠
り
つ
つ
、
伝
統
的
祭
祀
、
国
家
祭

祀
の
歴
史
を
集
約
し
な
が
ら
、独
自
の
新
た
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
典
型
は
、
平
安
期
の
ケ
ガ
レ
観
へ
繋
が
る
〈
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
在
地
の
発
想
と
は
異
な
る
秩
序
・
価
値
観
は
、
諸
国
の
神
社

の
あ
り
方
や
祈
年
祭
班
幣
の
実
施
を
め
ぐ
り
、大
き
な
軋
轢
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

祭
祀
規
定
の
実
効
性
に
も
疑
問
の
余
地
は
あ
り
、
制
度
／
現
実
を
直
結
さ
せ
る
こ
と

に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　3

　令
制
神
祇
官
の
官
社
管
理
と
在
地
祭
祀
―
統
制
の
理
想
と
実
際
―

　大
宝
・
養
老
令
制
の
神
祇
官
は
、
神
祇
令
の
成
立
を
受
け
て
、
浄
御
原
令
制
段
階

よ
り
一
層
拡
充
さ
れ
た
機
能
・
権
限
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

主
に
官
社
制
と
の
関
係
か
ら
神
祇
伯
の
職
掌
を
確
認
し
、神
祇
官
に
よ
る
神
祇
統
制
・

神
社
管
理
の
実
際
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

【
神
祇
官
の
職
掌
①

　
神
祇
祭
祀
】

　『
養
老
令
』
職
員
令
／
神
祇
官
条
に
よ
る
と
、

神
祇
伯
の
職
掌
は
「
神
祇
祭
祀
、
祝
部
神
戸
名
籍
、
大
嘗
、
鎮
魂
、
御
巫
、
卜
兆
、

惣
二
判
官
事
一
」
で
あ
り
、
官
社
制
と
の
関
連
で
は
傍
線
部
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず

は
「
神
祇
祭
祀
」
に
つ
い
て
、『
令
集
解
』
諸
説
を
手
掛
か
り
に
考
え
て
ゆ
こ
う
。

　釈
云
、
孔
安
国
孝
経
伝
云
、
天
精
曰
レ
神
、
地
霊
曰
レ
祇
也
。
周
礼
云
、
祀
二

大
神
一
、
享
二
大
鬼
一
、
祭
二
大
祇
一
。
鄭
玄
曰
、
大
神
者
天
也
、
大
鬼
者
人
也
、

大
祇
者
地
也
。  

 

　古
記
云
、
問
、
神
祀
諸
祭
。
答
、
疏
祭
與
二
令
祭
一
義
異
也
。
天
神
者
、
伊
勢
、

山
代
鴨
、
住
吉
、
出
雲
国
造
斎
神
等
是
也
。
地
祇
者
、
大
神
、
大
倭
、
葛
木
鴨
、

出
雲
大
汝
神
等
是
。
…
…  

 

　跡
云
、
自
レ
天
而
下
坐
曰
レ
神
也
。
就
レ
地
而
顕
曰
レ
祇
也
。
祭
祀
謂
下
載
二
於

神
祇
令
一
諸
祭
上
。
但
班
二
諸
国
社
幣
帛
一
亦
在
レ
末
。
又
祀
就
レ
神
、
祭
就
レ
祇

而
読
。
然
広
言
時
皆
同
耳
。  

 

　朱
云
、
貞
説
、
掌
二
社
名
帳
一
耳
。
但
祭
祀
之
事
不
レ
可
レ
掌
。
未
レ
知
、
而
何
下

掌
二
名
帳
一
之
由
上
。若
臨
時
為
レ
奉
二
幣
帛
等
一
歟
何
。私
案
、見
二
神
祇
令
終
條
一
、

如
レ
可
レ
掌
二
諸
国
社
一
何
。
…
…
又
云
、
神
祇
令
云
、
凡
天
神
地
祇
者
、
神
祇

官
、
依
二
常
典
一
祭
之
者
。
此
則
用
二
祭
字
一
者
、
惣
二
称
辞
一
耳
者
。  

　讃
云
、
問
、
神
祇
二
字
有
レ
別
。
答
、
孔
安
国
孝
経
伝
云
々
者
。
案
天
之
神
、

地
之
祇
也
。
故
神
祇
令
天
神
地
祇
也
。
…
…
問
、
祭
祀
意
記
。
答
、
周
礼
云
々

也
。
案
於
神
曰
レ
祀
、
於
祇
曰
レ
祭
也
。
但
神
祇
令
用
二
祭
字
一
者
惣
二
称
辞
一
耳
。

跡
記
云
、
此
祭
祀
者
、
神
祇
令
所
レ
謂
、
仲
春
年
祈
祭
以
下
、
季
冬
道
饗
祭
以
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排
除
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
的
神

は
清
浄
を
好
み
動
物
の
血
・
肉
を
穢
れ
と
し
て
忌
避
す
る
、
と
い
う
神
観
念
（
あ
る

い
は
生
命
観
）
の
相
違
に
求
め
る
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
書
紀
』

や
『
続
紀
』
に
散
見
す
る
殺
生
禁
断
令
・
放
生
令
、『
播
磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡
首

条
・
賀
茂
郡
雲
潤
里
条
、『
霊
異
記
』
上
三
〇
・
中
五
、『
拾
遺
』
御
歳
神
条
な
ど
の

説
話
・
伝
承
か
ら
は
、
奈
良
期
ま
で
は
ケ
ガ
レ
観
が
未
形
成
で
あ
り
、
祭
儀
に
お
い

て
肉
食
・
供
犠
の
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

（
（（
（

。
そ
れ
は
考
古
学
的
に
も

立
証
さ
れ
て
お
り

（
（（
（

、
供
犠
・
肉
食
の
忌
避
が
、
支
配
者
層
の
意
図
・
発
想
に
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
根
拠
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
は
、
平
林
章
仁

氏
の
述
べ
る
と
お
り
、
仏
教
・
神
祇
・
道
教
・
儒
教
・
法
思
想
な
ど
が
祥
瑞
災
異
・

天
人
相
関
思
想
を
根
幹
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、「
思
想
面
で
の
一
面
的

な
把
握
は
危
険
」
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
た
だ
し
祠
令
の
思
想
を
踏
ま
え
て
い
う
な
ら
、
生
物

の
肉
は
、
元
来
供
物
と
し
て
最
上
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
禁
忌
の
対
象
と
な
っ
た
、
と

考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
例
外
的
史
料
と
さ
れ
る『
拾
遺
』御
歳
神
条
に
は
、「
大

地
主
神
、
営
レ
田
之
日
、
以
二
牛
宍
一
食
二
田
人
一
。
于
レ
時
御
歳
神
之
子
、
至
二
於
其

田
一
、
唾
レ
饗
而
還
、
以
レ
状
告
レ
父
。
御
歳
神
発
レ
怒
、
以
レ
蝗
放
二
其
田
一
。
苗
葉
忽

枯
損
似
二
篠
竹
一
」と
あ
る
が
、御
歳
神
自
身
が
蝗
を
除
く
呪
術
の
ひ
と
つ
と
し
て「
牛

宍
」
の
供
献
を
教
え
る
よ
う
に
、
肉
の
穢
れ
を
忌
避
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
橋
健

氏
が
、
神
祇
令
の
中
心
を
な
す
思
想
と
し
て
斎
戒
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
一
考
を

要
す
る

（
（（
（

。  

　以
上
の
よ
う
に
、
大
宝
神
祇
令
は
祠
令
等
に
拠
り
つ
つ
、
伝
統
的
祭
祀
、
国
家
祭

祀
の
歴
史
を
集
約
し
な
が
ら
、独
自
の
新
た
な
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
典
型
は
、
平
安
期
の
ケ
ガ
レ
観
へ
繋
が
る
〈
清
浄
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
在
地
の
発
想
と
は
異
な
る
秩
序
・
価
値
観
は
、
諸
国
の
神
社

の
あ
り
方
や
祈
年
祭
班
幣
の
実
施
を
め
ぐ
り
、大
き
な
軋
轢
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

祭
祀
規
定
の
実
効
性
に
も
疑
問
の
余
地
は
あ
り
、
制
度
／
現
実
を
直
結
さ
せ
る
こ
と

に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　3

　令
制
神
祇
官
の
官
社
管
理
と
在
地
祭
祀
―
統
制
の
理
想
と
実
際
―

　大
宝
・
養
老
令
制
の
神
祇
官
は
、
神
祇
令
の
成
立
を
受
け
て
、
浄
御
原
令
制
段
階

よ
り
一
層
拡
充
さ
れ
た
機
能
・
権
限
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

主
に
官
社
制
と
の
関
係
か
ら
神
祇
伯
の
職
掌
を
確
認
し
、神
祇
官
に
よ
る
神
祇
統
制
・

神
社
管
理
の
実
際
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

【
神
祇
官
の
職
掌
①

　
神
祇
祭
祀
】

　『
養
老
令
』
職
員
令
／
神
祇
官
条
に
よ
る
と
、

神
祇
伯
の
職
掌
は
「
神
祇
祭
祀
、
祝
部
神
戸
名
籍
、
大
嘗
、
鎮
魂
、
御
巫
、
卜
兆
、

惣
二
判
官
事
一
」
で
あ
り
、
官
社
制
と
の
関
連
で
は
傍
線
部
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず

は
「
神
祇
祭
祀
」
に
つ
い
て
、『
令
集
解
』
諸
説
を
手
掛
か
り
に
考
え
て
ゆ
こ
う
。

　釈
云
、
孔
安
国
孝
経
伝
云
、
天
精
曰
レ
神
、
地
霊
曰
レ
祇
也
。
周
礼
云
、
祀
二

大
神
一
、
享
二
大
鬼
一
、
祭
二
大
祇
一
。
鄭
玄
曰
、
大
神
者
天
也
、
大
鬼
者
人
也
、

大
祇
者
地
也
。  

 

　古
記
云
、
問
、
神
祀
諸
祭
。
答
、
疏
祭
與
二
令
祭
一
義
異
也
。
天
神
者
、
伊
勢
、

山
代
鴨
、
住
吉
、
出
雲
国
造
斎
神
等
是
也
。
地
祇
者
、
大
神
、
大
倭
、
葛
木
鴨
、

出
雲
大
汝
神
等
是
。
…
…  

 

　跡
云
、
自
レ
天
而
下
坐
曰
レ
神
也
。
就
レ
地
而
顕
曰
レ
祇
也
。
祭
祀
謂
下
載
二
於

神
祇
令
一
諸
祭
上
。
但
班
二
諸
国
社
幣
帛
一
亦
在
レ
末
。
又
祀
就
レ
神
、
祭
就
レ
祇

而
読
。
然
広
言
時
皆
同
耳
。  

 

　朱
云
、
貞
説
、
掌
二
社
名
帳
一
耳
。
但
祭
祀
之
事
不
レ
可
レ
掌
。
未
レ
知
、
而
何
下

掌
二
名
帳
一
之
由
上
。若
臨
時
為
レ
奉
二
幣
帛
等
一
歟
何
。私
案
、見
二
神
祇
令
終
條
一
、

如
レ
可
レ
掌
二
諸
国
社
一
何
。
…
…
又
云
、
神
祇
令
云
、
凡
天
神
地
祇
者
、
神
祇

官
、
依
二
常
典
一
祭
之
者
。
此
則
用
二
祭
字
一
者
、
惣
二
称
辞
一
耳
者
。  

　讃
云
、
問
、
神
祇
二
字
有
レ
別
。
答
、
孔
安
国
孝
経
伝
云
々
者
。
案
天
之
神
、

地
之
祇
也
。
故
神
祇
令
天
神
地
祇
也
。
…
…
問
、
祭
祀
意
記
。
答
、
周
礼
云
々

也
。
案
於
神
曰
レ
祀
、
於
祇
曰
レ
祭
也
。
但
神
祇
令
用
二
祭
字
一
者
惣
二
称
辞
一
耳
。

跡
記
云
、
此
祭
祀
者
、
神
祇
令
所
レ
謂
、
仲
春
年
祈
祭
以
下
、
季
冬
道
饗
祭
以
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上
諸
祭
是
也
。
不
レ
及
二
諸
国
祭
祀
一
。
但
班
二
諸
国
社
幣
帛
一
之
日
、亦
掌
行
耳
。

　第
一
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
神
／
地
祇
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
祭
／
祀

の
区
別
で
あ
る
。「
令
釈
」「
跡
記
」「
讃
記
」
な
ど
『
養
老
令
』
の
注
釈
書
は
、
一

様
に
『
周
礼
』
や
『
孝
経
』
孔
安
国
伝
を
引
用
、
天
神
に
対
す
る
の
が
祀
、
地
祇
に

対
す
る
の
が
祭
で
あ
る
と
注
釈
す
る
。
ま
た
管
掌
す
る
祭
祀
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

「
跡
記
」「
貞
説
」
が
、
基
本
的
に
は
神
祇
令
規
定
の
祭
祀
を
指
し
、
諸
国
の
神
社
に

つ
い
て
は
班
幣
に
お
い
て
の
み
関
与
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
大

宝
令
』
の
注
釈
書
「
古
記
」
は
独
特
で
、本
条
に
い
う
「
祭
」（『
大
宝
令
』
で
は
「
神

祀
諸
祭
」）
は
神
祇
令
規
定
の
「
令
祭
」
と
は
異
な
り
、
具
体
名
を
挙
げ
た
特
定
の

天
神
／
地
祇
の
神
祭
り
を
指
す
と
す
る
。
神
祇
官
が
管
掌
す
べ
き
神
祭
り
と
は
何

だ
っ
た
の
か
、『
養
老
令
』
神
祇
令
／
天
神
地
祇
条
、「
凡
天
神
地
祇
者
、
神
祇
官
皆

依
二
常
典
一
祭
之
」
に
関
す
る
『
集
解
』
諸
説
を
補
足
的
に
確
認
し
て
お
こ
う
。  

　謂
、
天
神
者
、
伊
勢
、
山
城
鴨
、
住
吉
、
出
雲
国
造
斎
神
等
是
也
。
地
祇
者
、

大
神
、
大
倭
、
葛
木
鴨
、
出
雲
大
汝
神
等
是
也
。
凡
天
神
地
祇
者
、
神
祇
官
皆

依
二
常
典
一
祭
之
。
常
典
者
此
令
所
レ
載
祭
祀
事
條
是
也
。
釈
无
レ
別
也
。
自
二
大

汝
神
一
以
上
、
古
記
亦
无
レ
別
也
。   

　穴
云
、
依
二
常
典
一
祭
、
謂
四
季
所
レ
祠
、
及
祭
之
調
度
、
依
二
別
式
一
備
儲
。

大
嘗
毎
世
毎
年
等
、謂
二
之
常
典
一
也
。
若
調
度
斎
日
等
、違
失
者
、此
神
祇
祭
祀
、

違
二
常
典
一
也
。
其
大
宰
主
神
與
二
神
祇
官
一
、
其
祭
可
レ
有
二
別
式
一
。
但
天
皇

即
位
、
惣
二
祭
天
神
地
祇
一
時
、
皆
可
二
惣
祭
一
也
。  

 

　跡
云
、
常
典
、
謂
自
二
仲
春
一
以
下
、
季
冬
以
上
、
是
曰
下
依
二
常
典
一
祭
之
上
。  

　朱
云
、
皆
依
二
常
典
一
祭
、
謂
在
二
諸
国
一
社
皆
約
レ
此
、
為
レ
班
二
給
幣
帛
一
者
。

但
神
祇
官
之
不
レ
預
諸
国
社
者
、
不
レ
班
二
幣
帛
一
耳
。

　問
題
の
「
天
神
地
祇
」
に
つ
い
て
、「
古
記
」
は
職
員
令
／
神
祇
官
条
の
場
合
と

同
じ
く
、
特
定
神
社
の
神
祭
り
を
指
す
と
解
釈
し
て
い
る
。『
令
義
解
』
と
「
令
釈
」

は
、「
古
記
」
説
を
採
用
し
つ
つ
も
「
常
典
」
を
神
祇
令
（
所
載
の
祭
祀
規
定
）
と
解
し
、

矛
盾
し
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。「
古
記
」
の
列
挙
す
る
神
社
の
う
ち
伊
勢
・
住
吉
・

大
神
・
大
倭
・
出
雲
は
、
前
述
の
と
お
り
、
天
武
～
持
統
朝
に
奉
幣
対
象
と
し
て
注

目
さ
れ
て
く
る
存
在
で
あ
る
。「
令
釈
」
な
ど
が
九
世
紀
的
な
解
釈
で
あ
る
と
す
る

と
、「
古
記
」
の
そ
れ
も
孤
立
し
た
学
説
で
は
な
く
、
八
世
紀
の
実
状
を
反
映
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
近
年
有
富
純
也
氏
は
同
様
の
解
釈
に
基
づ
き
、
神
祇
官
は

本
来
特
定
の
天
神
地
祇
（
王
権
が
特
に
尊
崇
し
た
も
の
）
の
祭
祀
を
担
い
、
諸
国
諸
社

に
つ
い
て
は
祈
年
祭
班
幣
に
の
み
関
与
し
た
と
述
べ
、
そ
の
祭
祀
統
制
の
範
囲
を
限

定
的
に
捉
え
て
い
る

（
（（
（

。
大
関
邦
男
氏
が
、官
社
の
中
核
は
畿
内
豪
族
の
神
で
は
な
く
、

律
令
制
以
前
の
王
権
の
守
護
神
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
点
も
参
考
に
な
る

（
（（
（

。
そ
れ

ら
の
神
祇
が
確
定
さ
れ
て
ゆ
く
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
個
別
の
検
討
が
必
要
だ
ろ

う
が
、
王
権
の
世
界
観
や
、
そ
の
支
配
領
域
の
実
質
的
拡
大
と
軌
一
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
班
幣
祭
祀
に
象
徴
さ
れ
る
大
規
模
性
、
画
一
性
が
注
目
さ
れ
て

き
た
が
、
平
安
祭
祀
制
に
お
け
る
特
定
神
社
へ
の
奉
幣
と
い
う
思
想
も
、
天
武
～
持

統
朝
か
ら
の
底
流
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

【
神
祇
官
の
職
掌
②

　
祝
部
神
戸
名
籍
】

　す
で
に
、
神
祇
官
は
班
幣
の
帳
簿
を
管
理

す
る
と
い
う
解
釈
が
み
え
て
い
る
が
、次
に
「
祝
部
神
戸
名
籍
」
に
対
す
る
『
集
解
』

諸
説
を
確
認
し
て
お
こ
う
。   

　謂
、
為
二
祭
主
一
賛
レ
辞
者
也
。
其
祝
者
、
国
司
於
神
戸
中
簡
定
、
即
申
二
太

政
官
一
。
若
无
二
戸
人
一
者
通
取
二
庶
人
一
也
。   

　釈
云
、
説
文
曰
、
祝
者
為
二
祭
主
一
賛
レ
辞
者
也
。  

 

　師
説
云
、
或
国
司
選
定
、
或
神
祇
官
遣
二
使
卜
定
一
也
。
有
二
神
戸
一
者
、
取
二

神
戸
内
一
、无
二
神
戸
一
者
、取
二
庶
人
一
也
。民
部
例
、免
二
課
役
一
。若
犯
レ
罪
差
替
、

遭
レ
喪
服
闋
復
レ
任
也
。   

　古
記
云
、
問
、
祝
部
何
人
。
答
、
取
二
神
戸
之
内
一
。
又
无
二
神
戸
一
所
者
、

在
二
祝
部
一
人
身
一
、
或
国
司
選
定
進
上
也
。
或
神
祇
官
遣
二
使
卜
定
一
也
。
問
、

祝
部
犯
レ
罪
、
遭
レ
喪
、
若
為
二
処
分
一
。
答
、
犯
レ
罪
差
替
、
遭
レ
喪
服
闋
復
レ

任
耳
。  

 
　穴

云
、
祝
部
取
用
及
考
選
、
並
依
二
別
式
一
也
。
…
…  
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　讃
云
、
若
犯
レ
罪
差
替
、
遭
レ
喪
服
闋
復
レ
任
者
、
是
時
行
レ
事
耳
。

　ま
ず
祝
部
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
名
義
に
つ
い
て
『
義
解
』「
令
釈
」
が
『
説
文
』

を
引
用
、
祭
祀
を
司
り
神
／
人
の
言
葉
に
よ
る
通
交
を
媒
介
す
る
者
と
解
釈
し
て
い

る
。『
家
伝
』
な
ど
が
述
べ
る
中
臣
氏
の
名
義
と
同
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
漢
籍
に

お
け
る
祭
祀
官
の
翻
案
表
現
と
み
ら
れ
る
。
任
用
に
関
し
て
は
、『
義
解
』
が
、
神

戸
が
あ
る
場
合
は
神
戸
か
ら
、
な
い
場
合
は
庶
人
よ
り
国
司
が
選
出
、
太
政
官
へ
報

告
す
る
と
記
し
、「
古
記
」「
師
説
」
が
、
神
祇
官
が
使
者
を
派
遣
し
直
接
卜
定
す
る

場
合
の
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
ま
た
差
替
・
復
任
に
つ
い
て
は
、「
古
記
」

「
師
説
」「
讃
記
」
が
、
罪
を
犯
し
た
場
合
は
交
替
さ
せ
、
喪
に
遭
っ
た
場
合
は
服
忌

の
後
に
復
任
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
課
役
免
除
の
手
続
き
上
、
任
用
・
差
替
は
太
政

官
の
管
轄
と
な
り
、
選
定
に
は
国
司
の
関
与
も
あ
り
え
た
。
神
祇
官
の
管
掌
は
神
戸

と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
神
戸
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
彼
ら

の
輸
す
田
租
・
調
・
庸
の
用
途
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。   

　

　讃
云
、
問
、
神
戸
行
事
。
答
、
神
祇
令
云
、
神
戸
調
庸
及
田
租
、
並
充
下
造
二

神
宮
一
及
供
レ
神
調
度
上
、
皆
国
司
検
校
、
申
二
送
所
司
一
者
。
是
知
、
神
戸
者
輸
二

調
庸
及
租
一
。
而
充
下
造
二
神
宮
一
並
供
レ
神
料
上
者
、
但
雑
徭
者
役
二
公
事
一
耳
。

於
今
有
レ
格
、
役
二
掃
レ
社
等
一
。  

 

　私
、
弘
仁
二
年
九
月
廿
三
日
官
符
云
、
応
レ
令
三
神
戸
百
姓
修
二
理
神
社
一
事
。

右
奉
レ
勅
、
諸
国
神
戸
、
例
多
二
課
役
一
、
供
レ
神
之
外
不
レ
赴
二
公
役
一
。
宜
下
役
二

其
身
一
修
二
理
神
社
一
、随
レ
破
且
修
莫
上
レ
致
二
大
損
一
。
国
司
毎
年
巡
二
検
修
造
一
、

若
不
レ
遵
二
改
更
一
致
二
緩
怠
一
者
、
随
レ
状
科
処
也
。 

　「
讃
記
」
は
、
神
戸
の
租
庸
調
は
国
司
が
検
校
し
て
神
祇
官
へ
送
付
、
社
殿
修
造

の
財
源
に
充
て
、ま
た
雑
徭
と
し
て
社
の
清
掃
も
課
す
と
す
る
。『
集
解
』私
案
で
は
、

弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
九
月
二
三
日
官
符
を
引
い
て
社
殿
修
造
を
神
戸
の
義
務
と
し
、

国
司
に
監
督
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、「
名
籍
」
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

　謂
、
祝
部
名
帳
、
神
戸
戸
籍
也
。
案
二
戸
令
一
、
雑
戸
戸
籍
、
更
写
二
一
通
一

各
送
二
本
司
一
。
即
神
戸
籍
亦
須
レ
准
レ
此
也
。  

 

　釈
云
、
名
籍
者
、
祝
部
名
帳
、
神
戸
々
籍
也
。
古
記
无
レ
別
也
。

　跡
云
、
无
レ
別
。
又
云
、
此
等
皆
別
写
可
レ
送
也
。  

 

　朱
云
、
祝
部
神
戸
名
籍
者
、
国
惣
造
二
籍
三
通
一
之
外
、
別
更
写
二
一
通
一
送
二

神
祇
官
一
耳
。
未
レ
知
、
神
戸
計
帳
亦
掌
何
。
貞
説
不
レ
掌
也
。
諸
説
皆
同
也
。

私
情
不
レ
安
何
。
不
レ
掌
心
。
而
専
神
戸
人
不
レ
作
二
計
帳
一
何
。
答
、
可
レ
見
二

後
記
一
也
。
讃
説
、
祝
部
神
戸
名
籍
者
、
祝
部
名
帳
也
。
神
戸
々
籍
並
掌
。
貞

不
レ
同
也
。
又
更
云
、
籍
者
猶
レ
社
。
何
者
、
門
籍
是
不
二
必
戸
籍
一
故
者
。
又

此
書
云
、
神
戸
名
籍
者
、
今
案
二
此
等
説
一
、
神
祇
官
只
掌
二
名
籍
一
也
。
戸
籍

不
レ
可
レ
掌
。
未
レ
知
、
其
理
何
。
但
令
釈
及
諸
説
、
戸
籍
掌
者
。   

　私
案
、
名
籍
戸
籍
簿
帳
並
同
歟
。
何
者
中
務
省
職
掌
云
、
諸
国
戸
籍
者
。
又

京
職
々
掌
云
、
戸
口
名
籍
者
。
又
諸
国
職
掌
云
、
戸
口
簿
帳
故
者
。  

　讃
云
、
名
籍
者
、
就
二
上
二
色
一
也
。
言
掌
二
祝
部
之
名
帳
一
、
亦
掌
二
神
戸
々

籍
計
帳
一
也
。
此
籍
與
二
門
籍
一
異
。
其
計
帳
者
雖
レ
无
二
正
文
一
、
論
レ
理
尋
レ
情
。

亦
別
記
可
レ
送
。
問
、
送
方
如
何
。
答
、
作
二
謹
解
一
、
送
二
太
政
官
一
。
官
受
取

分
付
、
一
如
二
公
戸
帳
籍
一
也
。
問
、
此
司
掌
二
神
戸
籍
帳
一
意
。
答
、
為
レ
勘
二

知
則
彼
調
庸
并
田
租
等
一
也
。 

　ま
ず
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、『
義
解
』「
令
釈
」「
古
記
」「
跡
記
」
は
祝
部
の
名
帳

と
神
戸
の
戸
籍
、「
讃
記
」
は
神
戸
の
計
帳
も
含
む
と
す
る
。
管
理
に
つ
い
て
、『
義

解
』「
令
釈
」「
古
記
」「
跡
記
」「
朱
記
」
が
、
雑
戸
の
戸
籍
と
同
じ
く
別
に
一
通
を

写
し
て
神
祇
官
へ
送
る
と
し
、「
讃
記
」
は
、
別
に
一
通
を
写
し
謹
解
書
式
で
太
政

官
へ
送
り
、
そ
こ
か
ら
中
務
・
民
部
・
神
祇
へ
配
分
さ
れ
る
と
記
す
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
祝
部
や
神
戸
の
管
理
は
、
籍
帳
制
度
下
で
初
め
て
実
現
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
は
組
織
と
財
源
に
お
い
て
官
社
の
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
神
祇
官
に

お
け
る
官
社
制
関
係
の
職
務
は
、
太
政
官
・
中
務
省
・
民
部
省
の
ほ
か
、
国
司
の
職

掌
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
後
半
以
降
、
官
社
の
管
理
が

国
司
へ
段
階
的
に
委
託
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
制
度
的
な
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る

か
も
知
れ
な
い
。 
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　讃
云
、
若
犯
レ
罪
差
替
、
遭
レ
喪
服
闋
復
レ
任
者
、
是
時
行
レ
事
耳
。

　ま
ず
祝
部
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
名
義
に
つ
い
て
『
義
解
』「
令
釈
」
が
『
説
文
』

を
引
用
、
祭
祀
を
司
り
神
／
人
の
言
葉
に
よ
る
通
交
を
媒
介
す
る
者
と
解
釈
し
て
い

る
。『
家
伝
』
な
ど
が
述
べ
る
中
臣
氏
の
名
義
と
同
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
漢
籍
に

お
け
る
祭
祀
官
の
翻
案
表
現
と
み
ら
れ
る
。
任
用
に
関
し
て
は
、『
義
解
』
が
、
神

戸
が
あ
る
場
合
は
神
戸
か
ら
、
な
い
場
合
は
庶
人
よ
り
国
司
が
選
出
、
太
政
官
へ
報

告
す
る
と
記
し
、「
古
記
」「
師
説
」
が
、
神
祇
官
が
使
者
を
派
遣
し
直
接
卜
定
す
る

場
合
の
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
ま
た
差
替
・
復
任
に
つ
い
て
は
、「
古
記
」

「
師
説
」「
讃
記
」
が
、
罪
を
犯
し
た
場
合
は
交
替
さ
せ
、
喪
に
遭
っ
た
場
合
は
服
忌

の
後
に
復
任
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
課
役
免
除
の
手
続
き
上
、
任
用
・
差
替
は
太
政

官
の
管
轄
と
な
り
、
選
定
に
は
国
司
の
関
与
も
あ
り
え
た
。
神
祇
官
の
管
掌
は
神
戸

と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
神
戸
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
彼
ら

の
輸
す
田
租
・
調
・
庸
の
用
途
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。   

　

　讃
云
、
問
、
神
戸
行
事
。
答
、
神
祇
令
云
、
神
戸
調
庸
及
田
租
、
並
充
下
造
二

神
宮
一
及
供
レ
神
調
度
上
、
皆
国
司
検
校
、
申
二
送
所
司
一
者
。
是
知
、
神
戸
者
輸
二

調
庸
及
租
一
。
而
充
下
造
二
神
宮
一
並
供
レ
神
料
上
者
、
但
雑
徭
者
役
二
公
事
一
耳
。

於
今
有
レ
格
、
役
二
掃
レ
社
等
一
。  

 

　私
、
弘
仁
二
年
九
月
廿
三
日
官
符
云
、
応
レ
令
三
神
戸
百
姓
修
二
理
神
社
一
事
。

右
奉
レ
勅
、
諸
国
神
戸
、
例
多
二
課
役
一
、
供
レ
神
之
外
不
レ
赴
二
公
役
一
。
宜
下
役
二

其
身
一
修
二
理
神
社
一
、随
レ
破
且
修
莫
上
レ
致
二
大
損
一
。
国
司
毎
年
巡
二
検
修
造
一
、

若
不
レ
遵
二
改
更
一
致
二
緩
怠
一
者
、
随
レ
状
科
処
也
。 

　「
讃
記
」
は
、
神
戸
の
租
庸
調
は
国
司
が
検
校
し
て
神
祇
官
へ
送
付
、
社
殿
修
造

の
財
源
に
充
て
、ま
た
雑
徭
と
し
て
社
の
清
掃
も
課
す
と
す
る
。『
集
解
』私
案
で
は
、

弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
九
月
二
三
日
官
符
を
引
い
て
社
殿
修
造
を
神
戸
の
義
務
と
し
、

国
司
に
監
督
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、「
名
籍
」
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

　謂
、
祝
部
名
帳
、
神
戸
戸
籍
也
。
案
二
戸
令
一
、
雑
戸
戸
籍
、
更
写
二
一
通
一

各
送
二
本
司
一
。
即
神
戸
籍
亦
須
レ
准
レ
此
也
。  

 

　釈
云
、
名
籍
者
、
祝
部
名
帳
、
神
戸
々
籍
也
。
古
記
无
レ
別
也
。

　跡
云
、
无
レ
別
。
又
云
、
此
等
皆
別
写
可
レ
送
也
。  

 

　朱
云
、
祝
部
神
戸
名
籍
者
、
国
惣
造
二
籍
三
通
一
之
外
、
別
更
写
二
一
通
一
送
二

神
祇
官
一
耳
。
未
レ
知
、
神
戸
計
帳
亦
掌
何
。
貞
説
不
レ
掌
也
。
諸
説
皆
同
也
。

私
情
不
レ
安
何
。
不
レ
掌
心
。
而
専
神
戸
人
不
レ
作
二
計
帳
一
何
。
答
、
可
レ
見
二

後
記
一
也
。
讃
説
、
祝
部
神
戸
名
籍
者
、
祝
部
名
帳
也
。
神
戸
々
籍
並
掌
。
貞

不
レ
同
也
。
又
更
云
、
籍
者
猶
レ
社
。
何
者
、
門
籍
是
不
二
必
戸
籍
一
故
者
。
又

此
書
云
、
神
戸
名
籍
者
、
今
案
二
此
等
説
一
、
神
祇
官
只
掌
二
名
籍
一
也
。
戸
籍

不
レ
可
レ
掌
。
未
レ
知
、
其
理
何
。
但
令
釈
及
諸
説
、
戸
籍
掌
者
。   

　私
案
、
名
籍
戸
籍
簿
帳
並
同
歟
。
何
者
中
務
省
職
掌
云
、
諸
国
戸
籍
者
。
又

京
職
々
掌
云
、
戸
口
名
籍
者
。
又
諸
国
職
掌
云
、
戸
口
簿
帳
故
者
。  

　讃
云
、
名
籍
者
、
就
二
上
二
色
一
也
。
言
掌
二
祝
部
之
名
帳
一
、
亦
掌
二
神
戸
々

籍
計
帳
一
也
。
此
籍
與
二
門
籍
一
異
。
其
計
帳
者
雖
レ
无
二
正
文
一
、
論
レ
理
尋
レ
情
。

亦
別
記
可
レ
送
。
問
、
送
方
如
何
。
答
、
作
二
謹
解
一
、
送
二
太
政
官
一
。
官
受
取

分
付
、
一
如
二
公
戸
帳
籍
一
也
。
問
、
此
司
掌
二
神
戸
籍
帳
一
意
。
答
、
為
レ
勘
二

知
則
彼
調
庸
并
田
租
等
一
也
。 

　ま
ず
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、『
義
解
』「
令
釈
」「
古
記
」「
跡
記
」
は
祝
部
の
名
帳

と
神
戸
の
戸
籍
、「
讃
記
」
は
神
戸
の
計
帳
も
含
む
と
す
る
。
管
理
に
つ
い
て
、『
義

解
』「
令
釈
」「
古
記
」「
跡
記
」「
朱
記
」
が
、
雑
戸
の
戸
籍
と
同
じ
く
別
に
一
通
を

写
し
て
神
祇
官
へ
送
る
と
し
、「
讃
記
」
は
、
別
に
一
通
を
写
し
謹
解
書
式
で
太
政

官
へ
送
り
、
そ
こ
か
ら
中
務
・
民
部
・
神
祇
へ
配
分
さ
れ
る
と
記
す
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
祝
部
や
神
戸
の
管
理
は
、
籍
帳
制
度
下
で
初
め
て
実
現
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
は
組
織
と
財
源
に
お
い
て
官
社
の
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
神
祇
官
に

お
け
る
官
社
制
関
係
の
職
務
は
、
太
政
官
・
中
務
省
・
民
部
省
の
ほ
か
、
国
司
の
職

掌
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
後
半
以
降
、
官
社
の
管
理
が

国
司
へ
段
階
的
に
委
託
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
制
度
的
な
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る

か
も
知
れ
な
い
。 
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【
在
地
祭
祀
の
実
態
と
官
社
制
の
変
質
】

　神
祇
官
の
官
社
管
理
が
国
司
と
の
密
接
な

関
係
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
養
老
令
』
職
員
令
／
大
国
条
に
お
け

る
国
守
の
職
掌
に
も
「
祠
社
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、『
続

紀
』
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
七
月
戊
戌
条
に
は
、
早
く
国
司
へ
神
社
の
清
掃
を
命
令

し
た
こ
と
が
み
え
る
。  

 

　詔
二
七
道
諸
国
一
、
除
レ
寃
祈
レ
祥
、
必
憑
二
幽
冥
一
。
敬
レ
神
尊
レ
仏
、
清
浄
為
レ

先
。
今
聞
、
諸
国
神
祇
社
内
、
多
有
二
穢
臭
一
、
及
放
二
雑
畜
一
。
敬
レ
神
之
礼
、

豈
如
レ
是
乎
。
宜
下
国
司
長
官
自
執
二
幣
帛
一
、
慎
致
二
清
掃
一
、
常
為
中
歳
事
上
。

又
諸
寺
院
限
、勤
加
二
掃
浄
一
。
仍
令
下
僧
尼
読
二
金
光
明
経
一
、若
無
二
此
経
一
者
、

便
転
中
最
勝
王
経
上
、
令
二
国
家
平
安
一
也
。

　国
司
に
よ
る
部
内
神
社
へ
の
奉
幣
を
、
天
皇
の
神
祇
惣
祭
を
神
祇
官
が
代
行
す

る
〈
律
令
的
神
祇
体
制
〉
の
終
焉
と
み
る
見
解
も
あ
る
が

（
（（
（

、
国
司
の
祭
祀
権
は
そ
の

律
令
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
清
掃

の
理
由
は
寺
社
境
内
の
清
浄
化
に
あ
る
が
、「
穢
臭
」「
清
浄
」
の
認
定
自
体
が
中
央

支
配
層
の
み
の
発
想
で
あ
り
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
が
神
祇
令
に
も
作
用
し
て
い
る
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
（
境
内
に
放
さ
れ
た
「
雑
畜
」
は
、
犠
牲
獣
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）。

上
記
詔
は
む
し
ろ
、
律
令
神
祇
行
政
の
理
念
を
徹
底
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
の
後
何
度
か
、
遣
使
に
よ
る
諸
国
神
社
の
社
殿
造
営
・
修
造
が
督
励
さ

れ
（
天
平
九
年
〈
七
三
七
〉
一
一
月
癸
酉
条
・
天
平
神
護
元
年
〈
七
六
五
〉
一
一
月
壬
戌
条
）、

天
平
期
の
正
税
帳
に
も
「
神
社
造
用
穎
」
な
ど
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
天
平

四
年
「
隠
伎
国
正
税
帳
」・
同
一
〇
年
「
周
防
国
正
税
帳
」）。
し
か
し
、
か
か
る
国
家
の

神
社
認
識
は
在
地
の
実
態
と
隔
絶
し
て
お
り
、
命
令
の
実
効
は
覚
束
な
く
な
っ
て
ゆ

く
。  　『

三
代
格
』
神
社
事
／
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
三
月
一
〇
日
官
符
は
、
前
年
四
月

一
二
日
の
官
符
を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。  

 

　
　
　太

政
官
符   

 

　
　
　
　督

二
課
諸
祝
一
掃
二
修
神
社
一
事  

 

　右
撿
二
案
内
一
、
太
政
官
去
年
四
月
十
二
日
下
二
諸
国
一
符

、
掃
二
修
神
社
一
、

潔
二
斎
祭
事
一
、
国
司
一
人
専
当
撿
二
校
其
掃
修
一
之
状
、
毎
レ
年
申
上
。
若
有
二

違
犯
一
、
必
科
二
違
勅
之
罪
一
者
。
今
改
建
レ
例
、
更
重
督
責
。
若
諸
社
祝
等
不
レ

勤
二
掃
修
一
、
神
社
損
穢
、
宜
下
収
二
其
位
記
一
、
差
替
還
レ
本
、
即
録
二
由
状
一
付

レ
便
令
中
申
上
上
。
自
レ
今
以
後
立
為
二
恒
例
一
。  

 
 

　
　宝

亀
八
年
三
月
十
日 

　宝
亀
七
年
の
段
階
で
は
、
国
司
一
人
が
神
社
清
掃
・
社
殿
修
理
を
専
当
し
て
検
校

し
た
が
、
翌
年
か
ら
は
祝
ら
も
同
様
の
義
務
を
負
い
、
そ
れ
ぞ
れ
罰
則
を
科
せ
ら
れ

た
。
国
司
が
祝
の
任
免
権
を
も
認
め
ら
れ
る
の
は
統
制
の
強
化
と
も
い
え
る
が
、
あ

く
ま
で
自
身
の
処
罰
と
引
き
換
え
の
措
置
で
あ
り
、
職
務
励
行
以
上
の
意
味
は
見
出

せ
な
い
。
か
か
る
事
態
に
至
っ
た
の
は
、
山
本
信
吉
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
国
家
の

要
請
す
る
「
清
浄
な
」
神
社
像
と
列
島
の
伝
統
的
な
祭
場
の
様
子
と
が
、
大
き
く
乖

離
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う

（
（（
（

。『
新
抄
格
勅
符
抄
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
七

月
二
七
日
官
符
は
、
神
社
破
損
の
情
況
を
「
或
指
二
枯
木
之
下
一
称
レ
社
、
或
排
二
荒

野
之
内
一
称
レ
祠
」
と
記
す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
古
墳
後
期
よ
り
続
く
神
祭
り
の
実
態

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
神
祇
官
や
国
郡
司
に
よ
る
村
落
統
制
の
史

料
と
さ
れ
た
『
養
老
令
』
儀
制
令
／
春
時
祭
田
条
と
そ
の
『
集
解
』
諸
説
は
、
近
年

で
は
そ
う
し
た
枠
組
み
の
外
部
に
存
在
し
た
、
多
様
な
村
落
祭
祀
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

（
（（
（

。「
古
記
一
云
」
に
み
え
る
「
社
首
」
も
在
地

首
長
制
の
枠
組
み
を
離
れ
、
巫
女
・
審
神
者
か
ら
な
る
男
女
の
神
職
や
、
祝
・
祭
主

に
よ
る
祭
祀
の
斎
行
な
ど
、
多
様
な
形
態
を
持
つ
宗
教
的
実
践
者
の
な
か
へ
解
放
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
官
に
要
請
さ
れ
た
国
家
神
／
在
来
的
地
域
神
と
い
う
官
社
の
二
面

性
（
（（
（

の
う
ち
、
国
家
側
の
史
料
に
現
れ
る
の
は
主
に
前
者
で
あ
り
、
後
者
は
制
度
の
影

響
を
受
け
つ
つ
も
一
貫
し
て
価
値
の
基
準
で
あ
り
続
け
る
の
で
あ
る
。

　官
社
化
に
よ
る
保
証
と
引
き
換
え
に
課
さ
れ
る
義
務
は
拒
否
さ
れ
、
社
殿
修
造
ば

か
り
か
、
同
時
期
、
祈
年
祭
班
幣
に
お
け
る
神
祇
官
へ
の
参
集
も
闕
怠
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
理
念
的
に
は
神
祇
を
服
属
さ
せ
参
集
を
要
請
す
る
天
皇
が
、
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そ
れ
ら
に
よ
る
自
身
・
国
家
の
加
護
を
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
班
幣
祭

祀
と
い
う
概
念
・
シ
ス
テ
ム
自
体
の
矛
盾
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
。
律
令
国
家
の
理
想

と
し
た
神
祇
制
度
は
実
態
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
財
源
も
含
め
、
さ

ら
に
国
司
へ
の
委
任
が
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

❸
神
仏
習
合
の
受
容
と
定
着

　社
殿
を
備
え
た
官
社
の
成
立
に
寺
院
伽
藍
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
（（
（

よ
う

に
、
古
代
の
神
祇
を
理
解
す
る
う
え
で
は
仏
教
の
存
在
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
く
に
近
年
、
神
仏
習
合
に
関
し
て
は
、
外
来
説
へ
の
再
注
目
を
め
ぐ
る
大

き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
学
び
つ
つ
、
神
仏
の
邂
逅
か
ら
初
期
習

合
ま
で
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　1

　神
仏
交
渉
の
起
点
―『
書
紀
』崇
仏
論
争
の
述
作
と
隋
唐
仏
教
―

　日
本
に
お
け
る
神
仏
交
渉
の
起
点
、『
書
紀
』
の
仏
教
公
伝
か
ら
法
興
寺
創
建
に

至
る
〈
崇
仏
論
争
〉
記
事
が
、
一
種
の
説
話
と
し
て
造
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
も
は
や
学
界
の
常
識
に
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。
仏
教
伝
来
自
体
は
六
世
紀
前
後
、
私
伝

の
形
で
多
様
に
惹
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
書
紀
』
は
そ
れ
を
国
家
的
受
容
の

問
題
へ
収
斂
し
、
崇
仏
派
／
廃
仏
派
の
二
項
対
立
と
後
者
の
滅
亡
の
物
語
と
し
て
描

き
出
し
た
。
蘇
我
氏
が
皇
位
継
承
問
題
を
め
ぐ
っ
て
物
部
氏
を
滅
ぼ
し
、
政
治
の
実

権
と
仏
教
興
隆
の
主
導
権
を
掌
握
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
馬
子
が
中
心
と
な
っ

て
編
纂
、
以
降
蘇
我
本
宗
家
が
保
管
し
て
い
た
史
書
『
国
記
』
に
記
さ
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、蘇
我
氏
が
神
祇
祭
祀
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、

物
部
氏
に
も
氏
寺
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
氏
の
衝
突
が
二
者
択

一
的
な
宗
教
戦
争
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。『
書
紀
』
編
者
は
、
中
国
仏
教
に
連

な
る
廃
仏
と
応
報
の
ベ
ク
ト
ル
を
中
核
へ
据
え
、
そ
れ
を
強
引
に
再
構
成
し
た
の
で

あ
る
。  

　崇
仏
論
争
記
事
の
端
緒
を
な
す
欽
明
天
皇
一
三
年
（
五
五
二
）
一
〇
月
条
は
、
百

済
よ
り
の
仏
教
公
伝
が
大
夫
層
に
軋
轢
を
生
じ
、
試
み
に
始
め
ら
れ
た
大
臣
蘇
我
稲

目
に
よ
る
崇
仏
も
、
疫
病
流
行
を
契
機
に
、
大
連
物
部
尾
輿
・
中
臣
勝
海
に
よ
っ
て

灰
燼
に
帰
し
た
と
す
る
。
聖
明
王
の
上
表
文
や
そ
れ
を
受
け
た
欽
明
の
描
写
に
は
、

長
安
三
年
（
七
〇
三
）
の
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
援
用
さ
れ
て
お
り
（
ゆ

え
に
五
五
二
年
当
時
の
記
述
で
は
あ
り
え
な
い
）、
舶
載
時
期
と
述
作
年
代
の
関
係
か

ら
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
天
皇
が
崇
仏
の
可
否
を
群
臣
に
諮
り
、
物
部
・
中

臣
が
外
国
神
／
自
国
神
の
文
脈
か
ら
反
対
す
る
中
核
的
箇
所
は
、
慧
皎
撰
『
梁
高
僧

伝
』
巻
九
神
異
上
／
竺
仏
図
澄
伝
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
後
趙
王
石
虎
の

諮
問
に
対
す
る
中
書
著
作
郎
王
度
の
廃
仏
的
主
張
、「
百
八
十
神
」「
蕃
神
」
の
原
型

と
み
ら
れ
る
「
百
神
」「
戎
神
」
の
語
句
な
ど
、
竺
仏
図
澄
伝
が
崇
仏
論
争
記
事
の

主
要
な
素
材
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。  

　欽
明
天
皇
一
三
年
の
構
図
は
、
敏
達
天
皇
一
三
年
（
五
八
四
）
以
降
、
次
の
世
代

に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
。『
書
紀
』
は
大
臣
蘇
我
馬
子
に
よ
る
崇
仏
の
再
開
を
追
い
、

舎
利
出
現
の
奇
瑞
を
道
宣
撰
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
に
よ
っ
て
造
作

（
（（
（

、
馬
子
の
奇

妙
な
罹
病
に
続
い
て
二
度
目
の
廃
仏
を
記
す
。
そ
の
表
現
・
内
容
は
、
欽
明
天
皇

一
三
年
一
〇
月
条
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
が
、「
瘡
」
病
の
流
行
が
廃
仏
の
結
果
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
点
に
差
異
が
あ
る
。敏
達
も
用
明
も
そ
の
病
で
崩
御
す
る
が
、

後
者
は
臨
終
に
際
し
、
初
め
て
主
体
的
に
崇
仏
の
意
志
を
表
明
す
る
。
以
降
、
蘇
我

／
物
部
の
対
立
は
皇
位
継
承
に
絡
ん
だ
武
力
衝
突
へ
急
速
に
発
展
、
最
終
的
に
仏
教

を
奉
じ
た
蘇
我
側
が
勝
利
し
、
法
興
寺
創
建
の
物
語
へ
と
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

廃
仏
か
ら
王
の
病
を
経
て
崇
仏
に
回
帰
す
る
流
れ
は
、
北
魏
太
武
帝
（
太
平
真
君
七

年
〈
四
四
六
〉）・
北
周
武
帝
（
建
徳
三
年
〈
五
七
四
〉）
の
廃
仏
を
経
験
し
た
中
国
仏
教

界
が
、
因
果
応
報
に
拠
っ
た
歴
史
の
必
然
と
し
て
導
き
出
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

護
法
沙
門
法
琳
の
『
弁
正
論
』
は
、
こ
れ
ら
の
王
が
伽
藍
破
壊
・
経
典
焼
尽
の
業
報

と
し
て
「
瘡
」「
癩
」
に
苦
し
ん
だ
こ
と
を
端
的
に
記
す
。
ま
た
、
七
世
紀
後
半
に

成
立
し
た（

（（
（

道
世
の
『
法
苑
珠
林

（
（（
（

』
は
、
廃
仏
を
断
行
し
て
悪
病
を
患
っ
た
北
魏
の
宰
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そ
れ
ら
に
よ
る
自
身
・
国
家
の
加
護
を
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
班
幣
祭

祀
と
い
う
概
念
・
シ
ス
テ
ム
自
体
の
矛
盾
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
。
律
令
国
家
の
理
想

と
し
た
神
祇
制
度
は
実
態
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
財
源
も
含
め
、
さ

ら
に
国
司
へ
の
委
任
が
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

❸
神
仏
習
合
の
受
容
と
定
着

　社
殿
を
備
え
た
官
社
の
成
立
に
寺
院
伽
藍
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
（（
（

よ
う

に
、
古
代
の
神
祇
を
理
解
す
る
う
え
で
は
仏
教
の
存
在
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
く
に
近
年
、
神
仏
習
合
に
関
し
て
は
、
外
来
説
へ
の
再
注
目
を
め
ぐ
る
大

き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
学
び
つ
つ
、
神
仏
の
邂
逅
か
ら
初
期
習

合
ま
で
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　1

　神
仏
交
渉
の
起
点
―『
書
紀
』崇
仏
論
争
の
述
作
と
隋
唐
仏
教
―

　日
本
に
お
け
る
神
仏
交
渉
の
起
点
、『
書
紀
』
の
仏
教
公
伝
か
ら
法
興
寺
創
建
に

至
る
〈
崇
仏
論
争
〉
記
事
が
、
一
種
の
説
話
と
し
て
造
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
も
は
や
学
界
の
常
識
に
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。
仏
教
伝
来
自
体
は
六
世
紀
前
後
、
私
伝

の
形
で
多
様
に
惹
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
書
紀
』
は
そ
れ
を
国
家
的
受
容
の

問
題
へ
収
斂
し
、
崇
仏
派
／
廃
仏
派
の
二
項
対
立
と
後
者
の
滅
亡
の
物
語
と
し
て
描

き
出
し
た
。
蘇
我
氏
が
皇
位
継
承
問
題
を
め
ぐ
っ
て
物
部
氏
を
滅
ぼ
し
、
政
治
の
実

権
と
仏
教
興
隆
の
主
導
権
を
掌
握
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
馬
子
が
中
心
と
な
っ

て
編
纂
、
以
降
蘇
我
本
宗
家
が
保
管
し
て
い
た
史
書
『
国
記
』
に
記
さ
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、蘇
我
氏
が
神
祇
祭
祀
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、

物
部
氏
に
も
氏
寺
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
氏
の
衝
突
が
二
者
択

一
的
な
宗
教
戦
争
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。『
書
紀
』
編
者
は
、
中
国
仏
教
に
連

な
る
廃
仏
と
応
報
の
ベ
ク
ト
ル
を
中
核
へ
据
え
、
そ
れ
を
強
引
に
再
構
成
し
た
の
で

あ
る
。  

　崇
仏
論
争
記
事
の
端
緒
を
な
す
欽
明
天
皇
一
三
年
（
五
五
二
）
一
〇
月
条
は
、
百

済
よ
り
の
仏
教
公
伝
が
大
夫
層
に
軋
轢
を
生
じ
、
試
み
に
始
め
ら
れ
た
大
臣
蘇
我
稲

目
に
よ
る
崇
仏
も
、
疫
病
流
行
を
契
機
に
、
大
連
物
部
尾
輿
・
中
臣
勝
海
に
よ
っ
て

灰
燼
に
帰
し
た
と
す
る
。
聖
明
王
の
上
表
文
や
そ
れ
を
受
け
た
欽
明
の
描
写
に
は
、

長
安
三
年
（
七
〇
三
）
の
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
援
用
さ
れ
て
お
り
（
ゆ

え
に
五
五
二
年
当
時
の
記
述
で
は
あ
り
え
な
い
）、
舶
載
時
期
と
述
作
年
代
の
関
係
か

ら
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
天
皇
が
崇
仏
の
可
否
を
群
臣
に
諮
り
、
物
部
・
中

臣
が
外
国
神
／
自
国
神
の
文
脈
か
ら
反
対
す
る
中
核
的
箇
所
は
、
慧
皎
撰
『
梁
高
僧

伝
』
巻
九
神
異
上
／
竺
仏
図
澄
伝
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
後
趙
王
石
虎
の

諮
問
に
対
す
る
中
書
著
作
郎
王
度
の
廃
仏
的
主
張
、「
百
八
十
神
」「
蕃
神
」
の
原
型

と
み
ら
れ
る
「
百
神
」「
戎
神
」
の
語
句
な
ど
、
竺
仏
図
澄
伝
が
崇
仏
論
争
記
事
の

主
要
な
素
材
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。  

　欽
明
天
皇
一
三
年
の
構
図
は
、
敏
達
天
皇
一
三
年
（
五
八
四
）
以
降
、
次
の
世
代

に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
。『
書
紀
』
は
大
臣
蘇
我
馬
子
に
よ
る
崇
仏
の
再
開
を
追
い
、

舎
利
出
現
の
奇
瑞
を
道
宣
撰
『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
に
よ
っ
て
造
作

（
（（
（

、
馬
子
の
奇

妙
な
罹
病
に
続
い
て
二
度
目
の
廃
仏
を
記
す
。
そ
の
表
現
・
内
容
は
、
欽
明
天
皇

一
三
年
一
〇
月
条
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
が
、「
瘡
」
病
の
流
行
が
廃
仏
の
結
果
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
点
に
差
異
が
あ
る
。敏
達
も
用
明
も
そ
の
病
で
崩
御
す
る
が
、

後
者
は
臨
終
に
際
し
、
初
め
て
主
体
的
に
崇
仏
の
意
志
を
表
明
す
る
。
以
降
、
蘇
我

／
物
部
の
対
立
は
皇
位
継
承
に
絡
ん
だ
武
力
衝
突
へ
急
速
に
発
展
、
最
終
的
に
仏
教

を
奉
じ
た
蘇
我
側
が
勝
利
し
、
法
興
寺
創
建
の
物
語
へ
と
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

廃
仏
か
ら
王
の
病
を
経
て
崇
仏
に
回
帰
す
る
流
れ
は
、
北
魏
太
武
帝
（
太
平
真
君
七

年
〈
四
四
六
〉）・
北
周
武
帝
（
建
徳
三
年
〈
五
七
四
〉）
の
廃
仏
を
経
験
し
た
中
国
仏
教

界
が
、
因
果
応
報
に
拠
っ
た
歴
史
の
必
然
と
し
て
導
き
出
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

護
法
沙
門
法
琳
の
『
弁
正
論
』
は
、
こ
れ
ら
の
王
が
伽
藍
破
壊
・
経
典
焼
尽
の
業
報

と
し
て
「
瘡
」「
癩
」
に
苦
し
ん
だ
こ
と
を
端
的
に
記
す
。
ま
た
、
七
世
紀
後
半
に

成
立
し
た（

（（
（

道
世
の
『
法
苑
珠
林

（
（（
（

』
は
、
廃
仏
を
断
行
し
て
悪
病
を
患
っ
た
北
魏
の
宰

24

国立歴史民俗博物館研究報告
第 148集　2008年 12月

相
崔
浩
が
、
仏
を
「
大
神
」
と
知
っ
て
改
心
す
る
も
の
の
つ
い
に
は
誅
殺
さ
れ
、
や

は
り
病
に
苦
し
む
太
武
帝
の
薨
去
の
後
に
仏
教
の
復
興
が
な
さ
れ
た
と
語
る
。
表
現

や
字
句
に
は
『
書
紀
』
と
類
似
、
共
通
す
る
も
の
も
あ
り
、
や
は
り
述
作
の
参
考
に

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

（
（（
（

。  

　『
書
紀
』
が
仏
典
・
漢
籍
を
用
い
て
架
空
の
崇
仏
論
争
を
述
作
し
た
の
は
、
律
令

国
家
が
目
標
と
す
る
隋
唐
帝
国
の
文
化
的
繁
栄
が
、
廃
仏
か
ら
の
復
興
で
あ
る
点
に

注
目
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
く
に
中
国
仏
教
界
は
、
廃
仏
の
ト
ラ
ウ
マ
を
共
通
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
様
々
な
教
学
的
発
展
を
果
た
し
て
お
り
、
誕
生
間
も
な

い
日
本
仏
教
界
も
そ
の
共
有
を
志
向
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
崇
仏
論
争

の
表
現
が
漢
籍
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
定
説
で
あ
っ
た
仏
教
蕃
神
観
に

も
再
考
の
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
当
初
か
ら
仏
を
神
と
し
て
扱
っ
て
い
た

な
ら
、〈
習
合
〉
と
い
う
現
象
自
体
が
生
じ
え
ま
い
。「
蕃
神
」
や
「
仏
神
」
と
い
っ

た
字
句
は
漢
籍
の
翻
案
で
あ
り
、
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　2

　初
期〈
神
仏
習
合
〉の
成
立
―
中
国
的
原
型
の
受
容
と
日
本
的
変
容
―

　神
仏
習
合
に
は
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が

（
（（
（

、
神
／
仏
を
融
合
す
る
論
理
・
言

説
が
中
国
に
由
来
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り

（
（（
（

、
現
在
は
、
そ
の
受
容
・
日
本
化
が
ど

の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ
た
か
に
焦
点
が
絞
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
習
合
言
説
は
、
神
が

自
ら
の
現
身
を
悪
報
と
捉
え
、
仏
教
的
功
徳
を
積
む
こ
と
で
離
脱
を
願
う
〈
神
身
離

脱
〉、仏
教
に
帰
依
し
て
守
護
神
と
な
る
〈
護
法
善
神
〉
に
大
別
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

日
中
の
神
観
念
の
相
違
が
明
確
に
出
る
前
者
を
対
象
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

【
中
国
東
晋
期
に
お
け
る
〈
神
身
離
脱
〉
言
説
の
成
立
】

　中
国
に
お
け
る
〈
神
身
離

脱
〉
言
説
の
典
型
は
、
後
漢
末
（
二
世
紀
後
半
）
に
訳
経
家
と
し
て
活
躍
し
た
安
息

国
の
太
子
、
安
世
高
に
よ
る
宮
亭
湖
廟
の
蛇
神
済
度
伝
承
で
あ
る
。
そ
の
典
拠
史
料

に
は
、
法
琳
撰
『
弁
正
論
』
巻
七
所
引
の
『
晋
寺
塔
記
』
逸
文
（
梁
代
、
六
世
紀
頃

の
成
立
）、
天
監
九
～
一
七
年
（
五
一
〇
～
五
一
八
）
成
立
の
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』

巻
一
三
、
同
一
八
年
（
五
一
九
）
成
立
の
恵
皎
撰
『
梁
高
僧
伝
』
巻
一
所
引
の
安
清

伝
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
五
世
紀
前
半
の
仏
教
系
志
怪
小
説
『
宣
験
記
』
の
所

伝
を
原
型
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、『
晋
寺
塔
記
』
逸
文
が
伽
藍
に
関
わ
る
要
素

の
み
を
抄
録
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
出
三
』『
梁
伝
』
が
原
話
を
あ
る
程
度
忠
実
に

伝
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
梁
伝
』
安
清
伝
を
掲
げ
て
お
こ
う
。  

 

　…
…
乃
振
二
錫
江
南
一
。
高
云
、
我
当
下
過
二
廬
山
一
度
中
昔
同
学
上
。
行
達
二

亭
湖
廟
一
。
此
廟
旧
有
二
霊
威
一
。
商
旅
祈
祷
乃
分
二
風
上
下
一
各
無
二
留
滞
一
。

嘗
有
下
乞
二
神
竹
一
者
上
、
未
レ
許
二
輙
取
一
、
舫
即
覆
没
、
竹
還
二
本
処
一
。
自
レ
是

舟
人
敬
憚
莫
レ
不
二
懾
影
一
。
　高
同
旅
三
十
余
船
奉
レ
牲
請
レ
福
、
神
乃
降
レ
祝
、

船
有
二
沙
門
一
可
二
便
呼
上
一
。
客
咸
驚
愕
、
請
レ
高
入
レ
廟
。  

神
告
レ
高
曰
、
吾

昔
外
国
与
レ
子
倶
出
家
学
レ
道
、
好
行
二
布
施
一
。
而
性
多
二
瞋
怒
一
、
今
為
二

亭
廟
神
一
。
周
廻
千
里
並
吾
所
レ
治
。
以
二
布
施
一
故
珍
玩
甚
豊
、
以
二
瞋
恚
一
故

堕
二
此
神
報
一
。
今
見
二
同
学
一
悲
欣
可
レ
言
。  

寿
尽
二
旦
夕
一
、
而
醜
形
長
大
。

若
於
此
捨
レ
命
、
穢
二
汚
江
湖
一
。
当
レ
度
二
山
西
沢
中
一
。
此
身
滅
後
恐
堕
二
地

獄
一
。  

吾
有
二
絹
千
疋
并
雑
宝
物
一
。
可
三
為
立
レ
法
営
レ
塔
使
レ
生
二
善
処
一
也
。

高
曰
、
故
来
相
度
何
不
レ
出
レ
形
。
神
曰
、
形
甚
醜
異
衆
人
必
懼
。
高
曰
、
但

出
衆
人
不
レ
怪
也
。
神
従
二
床
後
一
出
レ
頭
、
乃
是
大
蟒
、
不
レ
知
二
尾
乃
長
短
一
。

至
二
高
膝
辺
一
。
高
向
之
梵
語
数
番
、
讃
唄
数
契
。
蟒
悲
涙
如
レ
雨
須
臾
還
隠
。

高
即
取
二
絹
物
一
辞
別
而
去
。
舟
侶
颺
レ
帆
。
蟒
復
出
レ
身
登
レ
山
而
望
、
衆
人
挙

レ
手
然
後
乃
滅
。  

倏
忽
之
頃
便
達
二
豫
章
一
、
即
以
二
廟
物
一
造
二
東
寺
一
。   

高

去
後
神
即
命
過
。   

暮
有
二
一
少
年
一
。
上
レ
船
長
跪
二
高
前
一
受
二
其
呪
願
一
、
忽

然
不
レ
見
。
高
謂
二
船
人
一
曰
、
向
之
少
年
、
即

亭
廟
神
。
得
レ
離
二
悪
形
一
矣
。

於
是
廟
神
歇
末
無
二
復
霊
験
一
。      

後
人
於
山
西
沢
中
見
二
一
死
蟒
一
。
頭
尾
数

里
。
今
潯
陽
郡
蛇
村
是
也
。
…
…（

（（
（

 
　安

世
高
は
豫
章
へ
向
か
う
途
上
、
前
世
の
同
学
だ
っ
た
と
い
う
宮
（

）
亭
廟
神

と
出
逢
う
。
神
は
戒
律
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
に
長
大
な
蛇
身
へ
堕
し
て
お
り
、
自

身
に
献
じ
ら
れ
た
絹
や
種
々
の
宝
物
を
布
施
し
、
来
世
に
善
生
を
得
る
た
め
の
造

（a）

（b）

（c）

（d）

（e）

（f）
１

（f）
２

（f）
３
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塔
を
願
う
。
世
高
は
こ
れ
を
受
け
て
東
寺
を
創
建
、
ま
た
瓦
官
寺
に
三
層
塔
を
建
立

し
て
、
廟
神
を
悪
形
か
ら
解
脱
さ
せ
た
と
い
う
。
引
用
文
中
の
下
線
部
は
必
須
の

要
素
を
便
宜
的
に
示
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

（a）
神
の
出
現
→

（b）
自
身
の
宿
業

に
関
す
る
神
の
語
り
→

（c）
神
身
の
苦
悩
に
関
す
る
神
の
語
り
→

（d）
仏
教
的
作
善
に

関
す
る
神
の
願
い
→

（e）
神
の
た
め
の
作
善
行
為
→

（f）
神
の
入
滅
、
を
意
味
し
て
い

る
。
四
～
五
世
紀
の
宮
亭
廟
神
が
商
旅
の
人
々
か
ら
強
固
な
信
仰
を
集
め
て
い
た

こ
と
は
、『
捜
神
記
』
巻
二
―
八
〇
話
（
以
下
、
二
―
八
〇
の
よ
う
に
略
記
） ・
八
一

（
（（（
（

 

・

八
三

（
（（（
（

、『
太
平
広
記
』
巻
二
九
六
所
引
『
述
異
記
』
逸
文
、『
北
堂
書
鈔
』
巻
一
三
三

所
引
『
述
異
記
』
逸
文
な
ど
の
説
話
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（f）
２

「
於
是
廟
神

歇
末
無
二
復
霊
験
一
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
身
離
脱
は
か
か
る
民
間
祠
廟
の
解

体
を
目
的
と
し
て
、
仏
教
側
か
ら
語
り
出
さ
れ
た
言
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
形
成
主
体
と
し
て
最
も
蓋
然
性
が
あ
る
の
は
、
四
世
紀
末
～
五
世
紀
前
半
の
中

国
社
会
に
巨
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
慧
遠
、
も
し
く
は
彼
に
代
表
さ
れ
る
廬
山

教
団
で
あ
ろ
う

（
（（（
（

。  

　慧
遠
は
師
道
安
の
立
場
を
受
け
て
小
乗
禅
を
基
底
に
大
乗
仏
教
を
理
解
、
小
乗
禅

の
基
本
経
典
で
あ
る
『
安
般
守
意
経
』
等
を
訳
出
し
た
安
世
高
を
称
賛
し
た

（
（（（
（

。
ま
た
、

因
果
応
報
説
を
現
報
主
義
や
儒
教
の
家
の
論
理
を
通
じ
て
批
判
す
る
誤
解
を
『
三
報

論
』
に
よ
っ
て
正
し
、
応
報
は
自
業
自
得
で
あ
り
、
そ
の
現
れ
方
に
は
現
報
・
生
報
・

後
報
の
三
報
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
さ
ら
に
『
明
報
応
論
』『
形
尽
神
不
滅

論
』
に
お
い
て
は
、
精
神
と
肉
体
を
結
び
つ
け
万
物
の
生
滅
変
化
・
輪
廻
転
生
を
生

じ
る
母
胎
と
し
て
、
外
物
に
執
着
す
る
五
官
か
ら
情
欲
、
心
ま
で
を
含
む
幅
広
い
概

念
「
情
」
を
提
示
し
て
い
る

（
（（（
（

。
廟
神
は
「
瞋
恚
」
を
原
因
に
生
報
と
し
て
神
身
を
受

け
て
お
り
、
離
脱
の
た
め
の
仏
教
的
作
善
は
、
供
進
さ
れ
た
「
絹
千
疋
并
雑
宝
物
」

の
布
施
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
る
。
輪
廻
が
瞋
恚
＝
情
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
応
報
が
現
報
で
な
く
生
報
で
あ
る
こ
と
、
解
脱
が
外
物
へ
の
執
着
＝

情
の
止
滅
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
慧
遠
の
教
学
的
立
場
を
踏
ま
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
会
地
方
に
お
け
る
同
時
期
の
山
岳
仏
教
で
も
、
祠
廟
な
ど
に

祀
ら
れ
る
山
神
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
神
を
因

果
応
報
論
に
取
り
込
む
と
い
う
特
異
な
発
想
は
生
じ
て
い
な
い
。〈
神
身
離
脱
〉
言

説
の
成
立
は
、
因
果
応
報
論
の
確
立
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
慧
遠
の
思
想
を
背
景

に
し
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
古
代
日
本
の
〈
神
身
離
脱
〉
概
要
】

　日
本
に
お
い
て
神
仏
習
合
現
象
が
語
ら
れ
始

め
る
の
は
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
平
安
初
年
に
至
る
初
期
神
仏
習

合
の
事
例
に
は
、
①
備
後
三
谷
寺
の
創
建
（『
霊
異
記
』
上
七
）、
②
気
比
神
宮
寺
の

創
建
（『
家
伝
』
下
／
武
智
麻
呂
伝
）、
③
若
狭
比
古
神
願
寺
の
創
建
（『
類
聚
国
史
』
巻

一
八
〇
天
長
六
年
〈
八
二
九
〉
三
月
乙
未
条
）、
④
宇
佐
八
幡
宮
に
お
け
る
神
前
読
経

と
神
宮
寺（
弥
勒
寺
）の
創
建（『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』巻
六
神
亀
二
年〈
七
二
五
〉条
）、

⑤
松
浦
神
宮
に
お
け
る
写
経
と
神
宮
寺
（
弥
勒
知
識
寺
）
の
創
建
（「
松
浦
廟
宮
先
祖

次
第
并
本
縁
起
」）、
⑥
鹿
島
神
宮
に
お
け
る
写
経
と
神
宮
寺
の
創
建
（『
三
代
格
』
巻

二
嘉
祥
三
年
〈
八
五
〇
〉
八
月
五
日
官
符
）、
⑦
沙
弥
道
行
に
よ
る
「
伊
勢
大
神
」
の

た
め
の
『
大
般
若
経
』
書
写
（
天
平
宝
字
二
年
〈
七
五
八
〉
一
一
月
『
大
般
若
経
』
巻

九
一
奥
書
）、
⑧
多
度
神
宮
寺
の
創
建
（『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
』）、
⑨
伊

勢
神
宮
寺
の
創
建
（『
続
紀
』
天
平
神
護
二
年
〈
七
六
六
〉
七
月
丙
子
条
・『
太
神
宮
諸
雑

事
記
』
神
護
景
雲
元
年
〈
七
六
七
〉
一
〇
月
三
日
条
・
一
二
月
条
）、
⑩
八
幡
比
売
神
宮

寺
の
創
建
（『
続
紀
』
神
護
景
雲
元
年
九
月
乙
丑
条
）、
⑪
陀
我
神
社
に
関
わ
る
神
前
読

経
・
七
間
堂
の
創
建
（『
霊
異
記
』
下
二
四
）、
⑫
補
陀
洛
山
神
宮
寺
の
創
建
と
写
経

（『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
所
引
「
沙
門
勝
道
歴
山
水
瑩
玄
珠
碑
并
序
」）、
⑬
比
叡
山
神
宮
禅

院
の
創
建
（『
叡
山
大
師
伝
』・『
叡
岳
要
記
』
上
所
引
「
延
暦
寺
根
本
神
宮
寺
記
」）、
⑭

大
神
寺
の
創
建
（『
今
昔
物
語
集
』
二
〇
―
四
一
）、⑮
高
雄
神
願
寺
（
神
護
国
祚
真
言
寺
）

の
創
建
（『
三
代
格
』
巻
二
天
長
元
年
九
月
二
七
日
官
符
）、
⑯
宇
佐
八
幡
・
宗
像
大
社
・

阿
蘇
神
社
に
お
け
る
神
前
読
経
（『
類
国
』
巻
一
八
七
延
暦
一
三
年
〈
七
九
四
〉
三
月
戊

寅
条
）、⑰
賀
春
神
宮
院
の
創
建
と
神
前
読
経
の
創
建（『
叡
山
大
師
伝
』・『
続
日
本
後
紀
』

承
和
四
年
〈
八
三
七
〉
一
二
月
庚
子
条
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
習
合
の

論
理
が
言
説
＝
物
語
と
し
て
判
明
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
②
③
⑧
⑪
⑰
に
は
、〈
神
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塔
を
願
う
。
世
高
は
こ
れ
を
受
け
て
東
寺
を
創
建
、
ま
た
瓦
官
寺
に
三
層
塔
を
建
立

し
て
、
廟
神
を
悪
形
か
ら
解
脱
さ
せ
た
と
い
う
。
引
用
文
中
の
下
線
部
は
必
須
の

要
素
を
便
宜
的
に
示
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

（a）
神
の
出
現
→

（b）
自
身
の
宿
業

に
関
す
る
神
の
語
り
→

（c）
神
身
の
苦
悩
に
関
す
る
神
の
語
り
→

（d）
仏
教
的
作
善
に

関
す
る
神
の
願
い
→

（e）
神
の
た
め
の
作
善
行
為
→

（f）
神
の
入
滅
、
を
意
味
し
て
い

る
。
四
～
五
世
紀
の
宮
亭
廟
神
が
商
旅
の
人
々
か
ら
強
固
な
信
仰
を
集
め
て
い
た

こ
と
は
、『
捜
神
記
』
巻
二
―
八
〇
話
（
以
下
、
二
―
八
〇
の
よ
う
に
略
記
） ・
八
一

（
（（（
（

 

・

八
三

（
（（（
（

、『
太
平
広
記
』
巻
二
九
六
所
引
『
述
異
記
』
逸
文
、『
北
堂
書
鈔
』
巻
一
三
三

所
引
『
述
異
記
』
逸
文
な
ど
の
説
話
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（f）
２

「
於
是
廟
神

歇
末
無
二
復
霊
験
一
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
身
離
脱
は
か
か
る
民
間
祠
廟
の
解

体
を
目
的
と
し
て
、
仏
教
側
か
ら
語
り
出
さ
れ
た
言
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
形
成
主
体
と
し
て
最
も
蓋
然
性
が
あ
る
の
は
、
四
世
紀
末
～
五
世
紀
前
半
の
中

国
社
会
に
巨
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
慧
遠
、
も
し
く
は
彼
に
代
表
さ
れ
る
廬
山

教
団
で
あ
ろ
う

（
（（（
（

。  

　慧
遠
は
師
道
安
の
立
場
を
受
け
て
小
乗
禅
を
基
底
に
大
乗
仏
教
を
理
解
、
小
乗
禅

の
基
本
経
典
で
あ
る
『
安
般
守
意
経
』
等
を
訳
出
し
た
安
世
高
を
称
賛
し
た

（
（（（
（

。
ま
た
、

因
果
応
報
説
を
現
報
主
義
や
儒
教
の
家
の
論
理
を
通
じ
て
批
判
す
る
誤
解
を
『
三
報

論
』
に
よ
っ
て
正
し
、
応
報
は
自
業
自
得
で
あ
り
、
そ
の
現
れ
方
に
は
現
報
・
生
報
・

後
報
の
三
報
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
さ
ら
に
『
明
報
応
論
』『
形
尽
神
不
滅

論
』
に
お
い
て
は
、
精
神
と
肉
体
を
結
び
つ
け
万
物
の
生
滅
変
化
・
輪
廻
転
生
を
生

じ
る
母
胎
と
し
て
、
外
物
に
執
着
す
る
五
官
か
ら
情
欲
、
心
ま
で
を
含
む
幅
広
い
概

念
「
情
」
を
提
示
し
て
い
る

（
（（（
（

。
廟
神
は
「
瞋
恚
」
を
原
因
に
生
報
と
し
て
神
身
を
受

け
て
お
り
、
離
脱
の
た
め
の
仏
教
的
作
善
は
、
供
進
さ
れ
た
「
絹
千
疋
并
雑
宝
物
」

の
布
施
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
る
。
輪
廻
が
瞋
恚
＝
情
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
応
報
が
現
報
で
な
く
生
報
で
あ
る
こ
と
、
解
脱
が
外
物
へ
の
執
着
＝

情
の
止
滅
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
慧
遠
の
教
学
的
立
場
を
踏
ま
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
会
地
方
に
お
け
る
同
時
期
の
山
岳
仏
教
で
も
、
祠
廟
な
ど
に

祀
ら
れ
る
山
神
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
神
を
因

果
応
報
論
に
取
り
込
む
と
い
う
特
異
な
発
想
は
生
じ
て
い
な
い
。〈
神
身
離
脱
〉
言

説
の
成
立
は
、
因
果
応
報
論
の
確
立
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
慧
遠
の
思
想
を
背
景

に
し
て
、
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
古
代
日
本
の
〈
神
身
離
脱
〉
概
要
】

　日
本
に
お
い
て
神
仏
習
合
現
象
が
語
ら
れ
始

め
る
の
は
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
平
安
初
年
に
至
る
初
期
神
仏
習

合
の
事
例
に
は
、
①
備
後
三
谷
寺
の
創
建
（『
霊
異
記
』
上
七
）、
②
気
比
神
宮
寺
の

創
建
（『
家
伝
』
下
／
武
智
麻
呂
伝
）、
③
若
狭
比
古
神
願
寺
の
創
建
（『
類
聚
国
史
』
巻

一
八
〇
天
長
六
年
〈
八
二
九
〉
三
月
乙
未
条
）、
④
宇
佐
八
幡
宮
に
お
け
る
神
前
読
経

と
神
宮
寺（
弥
勒
寺
）の
創
建（『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』巻
六
神
亀
二
年〈
七
二
五
〉条
）、

⑤
松
浦
神
宮
に
お
け
る
写
経
と
神
宮
寺
（
弥
勒
知
識
寺
）
の
創
建
（「
松
浦
廟
宮
先
祖

次
第
并
本
縁
起
」）、
⑥
鹿
島
神
宮
に
お
け
る
写
経
と
神
宮
寺
の
創
建
（『
三
代
格
』
巻

二
嘉
祥
三
年
〈
八
五
〇
〉
八
月
五
日
官
符
）、
⑦
沙
弥
道
行
に
よ
る
「
伊
勢
大
神
」
の

た
め
の
『
大
般
若
経
』
書
写
（
天
平
宝
字
二
年
〈
七
五
八
〉
一
一
月
『
大
般
若
経
』
巻

九
一
奥
書
）、
⑧
多
度
神
宮
寺
の
創
建
（『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
』）、
⑨
伊

勢
神
宮
寺
の
創
建
（『
続
紀
』
天
平
神
護
二
年
〈
七
六
六
〉
七
月
丙
子
条
・『
太
神
宮
諸
雑

事
記
』
神
護
景
雲
元
年
〈
七
六
七
〉
一
〇
月
三
日
条
・
一
二
月
条
）、
⑩
八
幡
比
売
神
宮

寺
の
創
建
（『
続
紀
』
神
護
景
雲
元
年
九
月
乙
丑
条
）、
⑪
陀
我
神
社
に
関
わ
る
神
前
読

経
・
七
間
堂
の
創
建
（『
霊
異
記
』
下
二
四
）、
⑫
補
陀
洛
山
神
宮
寺
の
創
建
と
写
経

（『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
所
引
「
沙
門
勝
道
歴
山
水
瑩
玄
珠
碑
并
序
」）、
⑬
比
叡
山
神
宮
禅

院
の
創
建
（『
叡
山
大
師
伝
』・『
叡
岳
要
記
』
上
所
引
「
延
暦
寺
根
本
神
宮
寺
記
」）、
⑭

大
神
寺
の
創
建
（『
今
昔
物
語
集
』
二
〇
―
四
一
）、⑮
高
雄
神
願
寺
（
神
護
国
祚
真
言
寺
）

の
創
建
（『
三
代
格
』
巻
二
天
長
元
年
九
月
二
七
日
官
符
）、
⑯
宇
佐
八
幡
・
宗
像
大
社
・

阿
蘇
神
社
に
お
け
る
神
前
読
経
（『
類
国
』
巻
一
八
七
延
暦
一
三
年
〈
七
九
四
〉
三
月
戊

寅
条
）、⑰
賀
春
神
宮
院
の
創
建
と
神
前
読
経
の
創
建（『
叡
山
大
師
伝
』・『
続
日
本
後
紀
』

承
和
四
年
〈
八
三
七
〉
一
二
月
庚
子
条
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
習
合
の

論
理
が
言
説
＝
物
語
と
し
て
判
明
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
②
③
⑧
⑪
⑰
に
は
、〈
神
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身
離
脱
〉
形
式
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。
②
⑪
は
中
国
的
色
彩
が
濃
厚
で
、
ど

の
程
度
実
態
を
伴
う
言
説
か
分
か
り
に
く
い
が
、
③
⑧
⑰
に
は
列
島
的
な
特
徴
が
明

確
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
③
で
は
、

（b）
　

（f）
を
完
全
に
欠
く
一
方
、
神
の
苦
悩
は

（g）
疫
病
・
水
旱
・
不
作
と
表
現
さ
れ
、

（e）
神
宮
寺
の
造
営
を
経
て

（h）
豊
穣
や
安
寧

が
訪
れ
る
。
仏
教
的
な
も
の
と
は
い
え
、
祭
祀
に
よ
っ
て
災
害
の
鎮
静
化
が
実
現
さ

れ
る
流
れ
は
、
従
来
の
祟
り
神
言
説
に
共
通
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。  

　…
…
宅
継
辞
云
、
拠
二
撿
古
記
一
、   

養
老
年
中
、
疫
癘
屡
発
、
病
死
者
衆
。

水
旱
失
レ
時
、
年
穀
不
レ
稔
。
宅
継
曽
祖
父
赤
麿
、
帰
二
心
仏
道
一
、
練
二
身
深
山
一
。              

　大
神
感
之
、
化
レ
人
語
宣
、
此
地
是
吾
住
処
。  

我
稟
二
神
身
一
、
苦
悩
甚
深
。

思
下
帰
二
依
仏
法
一
、
以
免
中
神
道
上
、
無
レ
果
二
斯
願
一
致
二
災
害
一
耳
。  

汝
能
為

レ
吾
修
行
者
。  

赤
麿
即
建
二
道
場
一
造
二
仏
像
一
、
号
曰
二
神
願
寺
一
、
為
二
大
神
一

修
行
。  

厥
後
年
穀
豊
登
、
人
无
二
夭
死
一
云
々
。 

　⑰
で
も
、

（g）
木
々
の
生
え
な
い
荒
れ
た
崖
地
が
神
の
苦
し
み
を
反
映
し
て
お
り
、

や
は
り
神
宮
寺
の
創
建
が
⒣
山
々
を
緑
に
変
え
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
、
顕
現
し
た
香
春

神
の
姿
が
「
左
半
身
似
レ
人
、
右
半
身
如
レ
石
」
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
神
体
山
の

明
確
な
初
見
で
あ
り
、
神
と
自
然
環
境
と
の
一
体
的
な
繋
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て

注
意
し
て
お
き
た
い
。  
 

　…
…
昔
大
師
臨
二
渡
海
一
時
、
路
次
寄
二
宿
田
河
郡
賀
春
山
下
一
。   

夜
夢
梵
僧

来
到
、
披
レ
衣
呈
レ
身
而
見
、
左
半
身
似
レ
人
、
右
半
身
如
レ
石
。
対
二
和
上
一
言
、

我
是
賀
春
。

　
　伏
乞
二
和
上
一
、
幸
沐
二
大
悲
之
願
海
一
、
早
救
二
業
道
之
苦
患
一
。

我
当
下
為
レ
求
二
法
助
一
昼
夜
守
護
上
。    

竟
レ
夜
明
旦
見
二
彼
山
一
、
右
脇
崩
巌
重

沓
、
無
レ
有
二
艸
木
一
、
宛
如
二
夢
半
身
一
。   

即
便
建
二
法
華
院
一
、
講
二
法
華
経
一
。

今
呼
二
賀
春
神
宮
院
一
是
也
。   

開
レ
講
以
後
、
其
山
崩
巌
之
地
、
漸
生
二
艸
木
一
、

年
年
滋
茂
。
村
邑
翁
婆
無
レ
不
二
歎
異
一
。   

又
託
宣
曰
、
海
中
急
難
時
、
我
必

助
守
護
。
若
欲
レ
知
二
我
助
一
、
以
レ
現
レ
光
為
レ
験
。
因
レ
茲
毎
二
急
難
時
一
、
有
レ

光
相
助
。
託
宣
実
有
、
所
レ
求
不
レ
虚
。
乃
大
師
本
願
、
始
二
登
山
朝
一
、
終
二
入

滅
夕
一
、四
恩
之
外
、
厚
救
二
神
道
一
。
慈
善
根
力
、
豈
所
レ
不
レ
致
哉
。
…
…（

（（（
（

 

　列
島
的
な
〈
神
身
離
脱
〉
の
特
徴
と
は
、

（b）
宿
業
の
語
り
と

（f）
入
滅
の
記
述
を

欠
き
、
神
の
苦
し
み
を

（g）
災
害
と
し
て
表
象
、

（e）
を
通
じ

（h）
環
境
の
安
定
化
が
謳

わ
れ
る
こ
と
と
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。 

【
日
本
的
〈
神
身
離
脱
〉
の
成
立
と
意
味
】

　そ
れ
で
は
、
こ
の
中
国
／
列
島
間
の
言

説
の
相
違
は
、
一
体
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
日
本
古

代
の
神
仏
習
合
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
実
践
さ
れ
た
宗
教
的
言
説
で
あ
り
、
宗
教

的
行
為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
高
取
正
男
氏
は
、
神
観
念
の
変
遷
の
問
題
か
ら
地

方
豪
族
を
担
い
手
と
し
、〈
神
身
離
脱
〉
と
は
、
託
宣
を
為
す
〈
人
神
〉
＝
地
方
豪

族
自
身
が
祖
霊
と
融
合
、
誕
生
し
た
人
格
神
の
表
現
で
あ
る
と
し
た

（
（（（
（

。
ま
た
河
音
能

平
氏
は
、
私
利
追
求
に
よ
っ
て
農
業
共
同
体
の
社
会
的
基
盤
を
解
体
し
つ
つ
あ
っ
た

新
興
の
富
豪
層
に
対
し
、
班
田
農
民
層
が
旧
来
の
共
同
体
神
に
結
集
し
抗
議
を
行
っ

た
の
が
祟
り
神
の
表
象
で
あ
り
、
富
豪
層
は
山
林
修
行
を
基
礎
と
し
た
密
教
系
の
官

僧
・
私
度
僧
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
指
導
を
受
け
て
神
身
離
脱
を
生
み
出
し
、
そ
れ

ら
を
私
的
経
済
活
動
を
促
進
す
る
新
し
い
勧
農
神
へ
転
化
し
よ
う
と
し
た
と
す
る

（
（（（
（

。

義
江
彰
夫
氏
は
高
取
説
・
河
音
説
の
延
長
線
上
に
立
っ
て
、私
的
所
有
の
追
求
に
よ
っ

て
共
同
体
＝
神
か
ら
離
反
し
た
地
方
豪
族
・
村
落
首
長
層
が
、
遊
行
僧
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
指
導
に
よ
っ
て
罪
業
意
識
を
癒
し
、私
的
利
害
と
共
同
体
秩
序
の
亀
裂
を
縫
合
、

よ
り
大
き
な
現
世
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る

（
（（（
（

。
こ
れ
ら
の
見
解

は
一
定
の
妥
当
性
を
持
つ
が
、
中
国
的
言
説
の
消
化
（
受
容
と
拒
否
）
に
留
意
し
て

再
検
討
を
行
う
必
要
性
が
あ
ろ
う
。  

　ま
ず
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
列
島
的
言
説
に
お
け
る

（b）
神
の
宿
業
の
語
り

の
欠
如
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
中
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
言
説
形
成
の
情
況
の
相
違
、

そ
し
て
神
観
念
自
体
の
相
違
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。中
国
の〈
神
身
離
脱
〉言
説
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
因
果
応
報
説
を
め
ぐ
る
儒
教
・
道
教
と
の
論
戦
の
な
か
で
醸
成

さ
れ
て
き
た
。
六
朝
～
隋
唐
期
に
三
度
の
過
酷
な
廃
仏
を
経
験
し
た
仏
教
界
は
、
自

ら
の
正
当
性
を
主
張
し
つ
つ
弾
圧
を
回
避
し
う
る
教
説
と
し
て
善
悪
現
報
を
喧
伝
、

『
幽
明
録
』『
宣
験
記
』『
冥
祥
記
』『
冥
報
記
』
な
ど
を
盛
ん
に
著
し
て
ゆ
く
。
前
世

（g）

（a）

（c）

（d）

（e）

（h）

（a）

（b）
（d）

（g）

（e）

（h）

（f）
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の
悪
因
を
強
調
し
て
神
祇
を
相
対
化
す
る
論
理
は
、
こ
う
し
た
文
脈
で
醸
成
さ
れ
た

民
間
布
教
の
常
套
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
（（（
（

。
因
果
応
報
説
の
歴
史
が
浅
い
列
島
で
は

情
況
は
共
有
さ
れ
ず
、
仏
教
国
の
証
明
た
る
現
報
譚
を
ま
と
め
た
⑪
『
霊
異
記
』
を

除
き
、

（b）
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
（
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
）
の
で
あ
ろ
う
。
列
島

側
史
料
に
例
外
な
く

（f）
神
の
解
脱
が
語
ら
れ
な
い
点
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
理
解

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
基
本
的
に
自
然
神
で
あ
る
列
島
の
神
は
、
四
季
の
移
り
変
わ

り
と
い
っ
た
内
的
サ
イ
ク
ル
で
は
死
／
再
生
を
繰
り
返
す
が
、
全
く
別
の
存
在
に
生

ま
れ
変
わ
る
輪
廻
転
生
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
側
の
言
説
で
は
神
廟

の
完
全
な
解
体
が
意
図
さ
れ
て
い
る
が
（
ゆ
え
に
〈
神
身
離
脱
〉
な
の
で
あ
る
）、
日

本
側
で
は
習
合
後
も
神
社
が
維
持
さ
れ
続
け
て
お
り（
よ
っ
て
、厳
密
に
は〈
神
身
離
脱
〉

で
は
な
く
、
寺
川
眞
知
夫
氏
の
よ
う
に
「
神
身
離
脱
願
望
」
言
説
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
知
れ

な
い

（
（（（
（

）、
解
体
が
目
的
と
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
列
島
に
お
け
る
習
合

は
何
を
目
的
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。  

　前
述
の
よ
う
に
、
列
島
側
の
〈
神
身
離
脱
〉
言
説
で
は
、
神
の
苦
悩
／
救
済
を
疫

病
や
災
害
の
発
生
／
終
息
に
仮
託
し
て
表
象
す
る
も
の
が
多
い
。
か
か
る
形
式
は
い

う
ま
で
も
な
く
〈
祟
り
神
〉
言
説
の
そ
れ
で
あ
り
、
卜
占
と
祟
り
を
通
じ
て
探
求
さ

れ
る
べ
き
新
た
な
祭
祀
者
・
祭
祀
の
方
法
が
、
僧
侶
と
仏
教
へ
転
化
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
社
会
的
機
能
も
、
先
に
触
れ
た
〈
祟
り
神
〉
言
説
（
と
く
に

自
然
災
害
型
）
と
同
じ
く
、
災
害
の
発
生
理
由
を
説
明
し
対
処
法
を
提
示
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
列
島
側
〈
神
身
離
脱
〉
が
言
説
と
し
て
編
成
さ
れ

た
確
実
な
年
代
は
、
②
『
家
伝
』
の
成
立
し
た
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
～
七
六
五
）

以
降
の
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
⑰
に
至
る
九
世
紀
前
半
ま
で
の
間
は
、
内

政
・
外
政
と
も
不
安
定
で
幾
多
の
政
変
が
生
じ
た
ほ
か
、
蝦
夷
征
討
や
長
岡
・
平
安

遷
都
と
い
っ
た
国
家
的
大
事
業
、
頻
発
す
る
疫
病
・
旱
害
・
飢
饉
な
ど
の
自
然
災
害

が
民
衆
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
た
。〈
神
殺
し
〉
言
説
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ

る
大
規
模
な
国
家
的
開
発
、
郡
領
氏
族
や
新
興
富
豪
層
に
よ
る
私
利
追
求
的
な
耕
地

拡
大
も
、
共
同
体
の
精
神
的
紐
帯
で
あ
る
自
然
神
を
動
揺
さ
せ
社
会
不
安
を
誘
発
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
過
酷
な
情
況
は
、
前
代
に
引
き
続
き
〈
祟
り
神
〉
言

説
で
説
明
さ
れ
、
社
会
不
安
の
解
消
に
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
八
世
紀
後
半
の
東
国
を
中
心
に
頻
発
し
た
神
火
事
件
は
、
当
初
神
祇
の
祟

り
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
偽
装
さ
れ
、
中
央
政
府
も
そ
の
こ
と
を
信
用
し
て
い
た

（
（（（
（

（
神

火
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
〈
祟
り
神
〉
言
説
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す

る
心
性
、
そ
れ
が
妥
当
性
を
持
つ
社
会
・
時
代
情
況
が
問
題
な
の
で
あ
る
）。『
続
紀
』
天

平
宝
字
七
年
九
月
庚
子
朔
勅
に
は
、「
疫
死
多
数
、
水
旱
不
レ
時
。
神
火
屡
至
、
徒

損
二
官
物
一
。
此
者
、
国
郡
司
等
不
レ
恭
二
於
国
神
一
之
咎
也
。
又
一
旬
亢
旱
、
致
二
无

レ
水
苦
一
、
数
日
霖
雨
、
抱
二
流
亡
嗟
一
。
此
者
国
郡
司
等
使
レ
民
失
レ
時
、
不
レ
修
二
堤

堰
一
之
過
也
」
と
あ
り
、
政
府
は
祟
り
の
要
因
と
し
て
国
郡
司
の
怠
慢
を
批
判
し
て

い
る
。
一
方
、
前
掲
の
天
理
図
書
館
蔵
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
一
二
月
一
九
日
官
符

が
引
く
同
年
九
月
二
五
日
武
蔵
国
司
解
は
、「
仍
卜
占
、
在
二
郡
家
西
北
角
一
神
□
□

出
雲
伊
波
比
神
祟
云
、
朝
庭
幣
帛
、
而
頃
年
之
間
不
レ
給
。
因
レ
茲
引
二
率
郡
家
内
外

所
レ
有
雷
神
一
発
二
此
火
災
一
者
」
と
し
、
卜
占
と
祟
り
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
用
い
て
逆
に

政
府
の
過
ち
を
指
摘
し
て
い
る
。
か
か
る
応
答
は
祟
り
を
鎮
静
化
す
る
方
法
の
現
実

的
探
求
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
混
乱
す
る
政
治
・
社
会
情
況
の
な
か
で
容
易
に
帰
着
点

は
み
つ
か
ら
ず
、〈
祟
り
神
〉
言
説
は
社
会
不
安
を
払
拭
す
る
役
割
を
果
た
せ
な
い

で
い
た
。
そ
こ
で
、
当
時
国
家
的
に
喧
伝
さ
れ
民
間
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
仏
教

が
、
祟
り
神
を
奉
祀
す
る
新
た
な
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
象
と
な

る
神
祇
自
体
は
何
も
変
質
し
て
お
ら
ず
、
事
実
、
②
③
⑧
⑪
⑰
の
立
地
は
等
し
く
河

川
の
流
れ
る
山
麓
で
、
一
般
神
社
の
典
型
た
る
水
の
祭
祀
場
を
想
起
さ
せ
る
。〈
祟

り
神
〉
言
説
の
運
用
者
は
王
権
と
在
地
豪
族
で
あ
り
、
神
火
事
件
の
生
じ
た
八
世
紀

後
半
に
も
そ
の
構
図
は
生
き
て
い
た
。
同
様
に
〈
神
身
離
脱
〉
言
説
も
、
両
者
の
関

係
の
な
か
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

社
会
的
に
蓋
然
性
の
あ
る
説
明
方
法
が
何
か
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が
社
会
全
体
に
共

有
さ
れ
う
る
か
が
重
要
で
、
各
言
説
の
担
い
手
を
階
層
別
に
分
断
し
て
理
解
す
べ
き

で
は
な
い
。『
高
僧
伝
』
に
倣
っ
た
宗
教
的
実
践
を
展
開
し
た
と
い
う
満
願
ら
山
林
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の
悪
因
を
強
調
し
て
神
祇
を
相
対
化
す
る
論
理
は
、
こ
う
し
た
文
脈
で
醸
成
さ
れ
た

民
間
布
教
の
常
套
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る

（
（（（
（

。
因
果
応
報
説
の
歴
史
が
浅
い
列
島
で
は

情
況
は
共
有
さ
れ
ず
、
仏
教
国
の
証
明
た
る
現
報
譚
を
ま
と
め
た
⑪
『
霊
異
記
』
を

除
き
、

（b）
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
（
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
）
の
で
あ
ろ
う
。
列
島

側
史
料
に
例
外
な
く

（f）
神
の
解
脱
が
語
ら
れ
な
い
点
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
理
解

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
基
本
的
に
自
然
神
で
あ
る
列
島
の
神
は
、
四
季
の
移
り
変
わ

り
と
い
っ
た
内
的
サ
イ
ク
ル
で
は
死
／
再
生
を
繰
り
返
す
が
、
全
く
別
の
存
在
に
生

ま
れ
変
わ
る
輪
廻
転
生
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
側
の
言
説
で
は
神
廟

の
完
全
な
解
体
が
意
図
さ
れ
て
い
る
が
（
ゆ
え
に
〈
神
身
離
脱
〉
な
の
で
あ
る
）、
日

本
側
で
は
習
合
後
も
神
社
が
維
持
さ
れ
続
け
て
お
り（
よ
っ
て
、厳
密
に
は〈
神
身
離
脱
〉

で
は
な
く
、
寺
川
眞
知
夫
氏
の
よ
う
に
「
神
身
離
脱
願
望
」
言
説
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
知
れ

な
い

（
（（（
（

）、
解
体
が
目
的
と
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
列
島
に
お
け
る
習
合

は
何
を
目
的
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。  

　前
述
の
よ
う
に
、
列
島
側
の
〈
神
身
離
脱
〉
言
説
で
は
、
神
の
苦
悩
／
救
済
を
疫

病
や
災
害
の
発
生
／
終
息
に
仮
託
し
て
表
象
す
る
も
の
が
多
い
。
か
か
る
形
式
は
い

う
ま
で
も
な
く
〈
祟
り
神
〉
言
説
の
そ
れ
で
あ
り
、
卜
占
と
祟
り
を
通
じ
て
探
求
さ

れ
る
べ
き
新
た
な
祭
祀
者
・
祭
祀
の
方
法
が
、
僧
侶
と
仏
教
へ
転
化
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
社
会
的
機
能
も
、
先
に
触
れ
た
〈
祟
り
神
〉
言
説
（
と
く
に

自
然
災
害
型
）
と
同
じ
く
、
災
害
の
発
生
理
由
を
説
明
し
対
処
法
を
提
示
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
列
島
側
〈
神
身
離
脱
〉
が
言
説
と
し
て
編
成
さ
れ

た
確
実
な
年
代
は
、
②
『
家
伝
』
の
成
立
し
た
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
～
七
六
五
）

以
降
の
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
⑰
に
至
る
九
世
紀
前
半
ま
で
の
間
は
、
内

政
・
外
政
と
も
不
安
定
で
幾
多
の
政
変
が
生
じ
た
ほ
か
、
蝦
夷
征
討
や
長
岡
・
平
安

遷
都
と
い
っ
た
国
家
的
大
事
業
、
頻
発
す
る
疫
病
・
旱
害
・
飢
饉
な
ど
の
自
然
災
害

が
民
衆
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
た
。〈
神
殺
し
〉
言
説
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ

る
大
規
模
な
国
家
的
開
発
、
郡
領
氏
族
や
新
興
富
豪
層
に
よ
る
私
利
追
求
的
な
耕
地

拡
大
も
、
共
同
体
の
精
神
的
紐
帯
で
あ
る
自
然
神
を
動
揺
さ
せ
社
会
不
安
を
誘
発
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
過
酷
な
情
況
は
、
前
代
に
引
き
続
き
〈
祟
り
神
〉
言

説
で
説
明
さ
れ
、
社
会
不
安
の
解
消
に
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
八
世
紀
後
半
の
東
国
を
中
心
に
頻
発
し
た
神
火
事
件
は
、
当
初
神
祇
の
祟

り
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
偽
装
さ
れ
、
中
央
政
府
も
そ
の
こ
と
を
信
用
し
て
い
た

（
（（（
（

（
神

火
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
〈
祟
り
神
〉
言
説
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す

る
心
性
、
そ
れ
が
妥
当
性
を
持
つ
社
会
・
時
代
情
況
が
問
題
な
の
で
あ
る
）。『
続
紀
』
天

平
宝
字
七
年
九
月
庚
子
朔
勅
に
は
、「
疫
死
多
数
、
水
旱
不
レ
時
。
神
火
屡
至
、
徒

損
二
官
物
一
。
此
者
、
国
郡
司
等
不
レ
恭
二
於
国
神
一
之
咎
也
。
又
一
旬
亢
旱
、
致
二
无

レ
水
苦
一
、
数
日
霖
雨
、
抱
二
流
亡
嗟
一
。
此
者
国
郡
司
等
使
レ
民
失
レ
時
、
不
レ
修
二
堤

堰
一
之
過
也
」
と
あ
り
、
政
府
は
祟
り
の
要
因
と
し
て
国
郡
司
の
怠
慢
を
批
判
し
て

い
る
。
一
方
、
前
掲
の
天
理
図
書
館
蔵
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
一
二
月
一
九
日
官
符

が
引
く
同
年
九
月
二
五
日
武
蔵
国
司
解
は
、「
仍
卜
占
、
在
二
郡
家
西
北
角
一
神
□
□

出
雲
伊
波
比
神
祟
云
、
朝
庭
幣
帛
、
而
頃
年
之
間
不
レ
給
。
因
レ
茲
引
二
率
郡
家
内
外

所
レ
有
雷
神
一
発
二
此
火
災
一
者
」
と
し
、
卜
占
と
祟
り
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
用
い
て
逆
に

政
府
の
過
ち
を
指
摘
し
て
い
る
。
か
か
る
応
答
は
祟
り
を
鎮
静
化
す
る
方
法
の
現
実

的
探
求
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
混
乱
す
る
政
治
・
社
会
情
況
の
な
か
で
容
易
に
帰
着
点

は
み
つ
か
ら
ず
、〈
祟
り
神
〉
言
説
は
社
会
不
安
を
払
拭
す
る
役
割
を
果
た
せ
な
い

で
い
た
。
そ
こ
で
、
当
時
国
家
的
に
喧
伝
さ
れ
民
間
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
仏
教

が
、
祟
り
神
を
奉
祀
す
る
新
た
な
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
象
と
な

る
神
祇
自
体
は
何
も
変
質
し
て
お
ら
ず
、
事
実
、
②
③
⑧
⑪
⑰
の
立
地
は
等
し
く
河

川
の
流
れ
る
山
麓
で
、
一
般
神
社
の
典
型
た
る
水
の
祭
祀
場
を
想
起
さ
せ
る
。〈
祟

り
神
〉
言
説
の
運
用
者
は
王
権
と
在
地
豪
族
で
あ
り
、
神
火
事
件
の
生
じ
た
八
世
紀

後
半
に
も
そ
の
構
図
は
生
き
て
い
た
。
同
様
に
〈
神
身
離
脱
〉
言
説
も
、
両
者
の
関

係
の
な
か
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

社
会
的
に
蓋
然
性
の
あ
る
説
明
方
法
が
何
か
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が
社
会
全
体
に
共

有
さ
れ
う
る
か
が
重
要
で
、
各
言
説
の
担
い
手
を
階
層
別
に
分
断
し
て
理
解
す
べ
き

で
は
な
い
。『
高
僧
伝
』
に
倣
っ
た
宗
教
的
実
践
を
展
開
し
た
と
い
う
満
願
ら
山
林
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修
行
僧
、
延
慶
や
景
戒
と
い
っ
た
学
僧
・
唱
導
者
は
、
か
つ
て
の
卜
部
と
同
様
の
役

割
を
果
た
し
、社
会
を
鎮
静
化
す
る
新
た
な
物
語
を
紡
ぎ
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

❹
平
安
祭
祀
制
の
成
立

　奈
良
期
に
構
築
さ
れ
た
律
令
神
祇
制
度
は
、
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

も
の
の
、
神
仏
信
仰
に
ひ
と
つ
の
明
確
な
輪
郭
を
与
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
前
代

に
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
た
神
観
念
や
祭
祀
の
あ
り
方
、神
社
空
間
の
構
造
な
ど
が
、

現
実
世
界
と
人
々
の
心
性
の
双
方
で
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

律
令
祭
祀
の
矛
盾
と
官
社
の
二
面
性
は
、
次
第
に
大
き
な
陥
穽
を
生
じ
て
制
度
の
運

営
を
阻
害
し
、
現
実
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
要
求
す
る
。
そ
う
し
て
、
祭

祀
の
内
容
や
形
式
の
み
な
ら
ず
、
神
社
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
、
ま
た
神
仏
習
合
の

論
理
・
思
想
ま
で
が
、
矛
盾
を
解
消
す
る
新
た
な
形
態
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
政

治
や
社
会
・
経
済
の
情
況
、
環
境
の
変
動
な
ど
と
絡
ま
り
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
―
―

平
安
祭
祀
制
は
、
混
沌
と
し
た
中
世
的
神
祇
信
仰
の
世
界
へ
と
接
続
し
て
ゆ
く

（
（（（
（

。

　1

　畿
内
特
定
神
社
へ
の
奉
幣
恒
例
化

　律
令
制
祭
祀
の
典
型
で
あ
る
祈
年
祭
は
、
各
国
諸
社
の
神
職
を
神
祇
官
へ
参
集
さ

せ
て
幣
帛
を
頒
布
す
る
、〈
班
幣
〉
を
中
核
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は

当
時
の
諸
社
の
実
態
、祭
祀
の
現
実
か
ら
す
れ
ば
無
理
が
あ
り
、宝
亀
年
間
（
七
七
〇

～
七
八
〇
）
に
は
、
早
く
も
神
職
の
不
参
が
目
立
ち
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
延
暦
一
七
年
（
七
九
八
）
に
は
、
祈
年
祭
に
お
け
る
幣
帛
の
一
括
頒
布
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。『
日
本
後
紀
』
逸
文
・
同
年
九
月
癸
丑
条
（『
類
国
』
所
収
）
に
は
、

「
定
下
可
レ
奉
二
祈
年
幣
帛
一
神
社
上
。
先
レ
是
、
諸
国
祝
等
、
毎
年
入
京
、
各
受
二
幣
帛
一
。

而
道
路
僻
遠
、
往
還
多
レ
艱
。
今
便
用
二
当
国
物
一
」
と
あ
り
、
地
方
神
職
不
参
へ
の

対
応
措
置
と
し
て
、
負
担
の
大
き
い
遠
隔
地
の
官
社
は
、
そ
の
所
在
国
に
お
い
て
幣

帛
を
奉
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
祈
年
祭
の
幣
帛
が
、

中
央
の
神
祇
官
で
祀
る
官
幣
、
国
司
が
地
方
の
国
庁
で
祀
る
国
幣
と
に
分
離
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
か
か
る
〈
国
幣
社
〉
の
成
立
は
、
国
司
に
よ
る
神
社
行
政
の
強
化
へ
繋

が
り
、
後
に
一
宮
・
総
社
制
の
構
築
さ
れ
る
契
機
を
作
っ
た
。
一
方
、〈
官
幣
社
〉

に
は
主
に
畿
内
周
辺
の
諸
社
が
選
定
さ
れ
た
が
、
遠
隔
地
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
神
職
不
参
の
情
況
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
の
な
か
、
国
家
的

な
祈
請
対
象
は
、
数
量
的
に
も
空
間
的
に
も
さ
ら
に
限
定
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
核

は
、
ヤ
マ
ト
王
権
が
律
令
制
以
前
よ
り
守
護
神
と
し
て
崇
敬
し
て
き
た
有
力
社
で
あ

り
、
奉
献
の
形
式
も
、
や
は
り
伝
統
的
・
一
般
的
で
あ
っ
た
遣
使
奉
幣
へ
と
回
帰
す

る
の
で
あ
る
。
祈
年
祭
の
律
令
祭
祀
た
る
由
縁
、
全
国
一
律
の
頒
布
形
式
は
、
結
局

は
古
代
社
会
に
定
着
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。  

　と
こ
ろ
で
、
気
候
悪
化
の
平
常
化
を
願
う
臨
時
の
祈
雨
・
止
雨
奉
幣
、
祈
年
祭
の

意
義
を
継
承
す
る
春
秋
二
季
の
祈
年
穀
奉
幣
は
、
伊
勢
神
宮
及
び
名
神
諸
社
を
対
象

と
す
る
パ
タ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
平
安
京
周
辺
の
特
定
神
社
を
選
択
・
固
定

し
て
ゆ
く
に
至
る

（
（（（
（

。〈
名
神
〉
は
、
神
階
奉
授
と
密
接
に
関
連
し
つ
つ
神
社
秩
序
の

再
編
を
図
っ
た
一
種
の
社
格
で
、『
続
紀
』
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
一
〇
月
庚
戌
条

に
「
諸
国
名
神
社
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
桓
武
朝
（
七
八
一
～
八
〇
六
）
に

は
祈
雨
奉
幣
の
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
嵯
峨
朝
（
八
〇
九
～
八
二
三
）
以
降
に
多

く
の
加
列
記
事
が
み
え
る
の
で
、
こ
の
頃
制
度
的
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。『
後
紀
』
逸
文
・
天
長
元
年
（
八
二
四
）
八
月
丁
丑
朔
条
（『
類
史
』『
紀
略
』

所
収
）
に
は
「
祈
レ
除
二
風
雨
損
一
」
た
め
の
名
神
奉
幣
、
癸
巳
条
（『
類
史
』『
紀
略
』

所
収
）
に
は
「
調
二
風
雨
一
」
た
め
の
伊
勢
奉
幣
が
実
施
、
基
本
的
な
祭
祀
の
形
式
が

完
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
社
へ
の
祈
請
は
国
司
へ
の
委
任
の
な
か
で
切
り
捨

て
ら
れ
、
昌
泰
～
延
喜
年
間
（
八
九
八
～
九
二
三
）
に
は
、
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・

松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春
日
・
大
原
野
・
大
神
・
石
上
・
大
和
・
広
瀬
・
龍
田
・
住

吉
・
丹
生
・
貴
布
禰
の
十
六
社
が
固
定
、
一
一
世
紀
ま
で
に
は
、
広
田
・
吉
田
・
梅
宮
・

北
野
・
祇
園
が
順
次
追
加
、
院
政
期
に
お
け
る
日
吉
社
の
加
列
に
よ
っ
て
、
二
十
二

社
へ
の
遣
使
奉
幣
制
が
確
立
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
式
外
社
も
含
ま
れ
、
従
来
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の
官
社
制
を
踏
み
越
え
る
枠
組
み
を
持
つ
。
そ
の
重
要
視
に
は
、
平
安
期
に
お
け
る

国
家
と
王
権
の
関
係
、
天
皇
及
び
有
力
貴
族
の
信
仰
の
あ
り
方
が
明
確
に
反
映
さ
れ

て
い
た
。

　2

　特
定
神
社
祭
祀
の
公
祭
化
＝
内
廷
化

　王
権
・
国
家
の
祈
請
対
象
が
限
定
さ
れ
て
ゆ
く
現
象
に
は
、
年
間
恒
例
の
奉
幣
の

設
定
、
す
な
わ
ち
〈
公
祭
化
〉
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
平
安
期
に
公
祭
の

設
定
さ
れ
た
神
社
に
は
、
大
別
し
て
、
①
皇
城
守
護
神
（
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
社
）、

②
天
皇
外
戚
の
氏
神
、
③
天
皇
・
貴
族
が
私
的
に
信
仰
し
た
神
社
の
三
種
類
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
奉
献
さ
れ
る
幣
帛
は
多
く
内
蔵
寮
の
供
出
で
あ
り
、
神
祇
官
祭
祀
の
幣
帛

が
大
蔵
省
供
出
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。勅
使
発
遣
に
お
け
る
天
皇
の
臨
御
、

内
侍
の
奉
仕
が
み
ら
れ
る
点
に
も
、
内
廷
的
性
格
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
的
推
移
を
概
観
し
て
お
こ
う
。 

【
皇
城
守
護
神
の
固
有
祭
祀
】

　典
型
的
な
事
例
と
し
て
は
、
ま
ず
、
京
城
郊
外
の
賀

茂
社
、
松
尾
社
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
と
も
に
、
古
墳
後
期
よ
り
京
都
盆
地
に
勢
力
を

保
持
し
て
い
た
賀
茂
氏
、
葛
野
秦
氏
の
氏
神
で
あ
り
、
奈
良
期
に
は
、
御
阿
礼
神
事

を
中
核
と
す
る
固
有
の
祭
祀
も
成
立
し
て
い
た

（
（（（
（

。
公
祭
と
し
て
の
賀
茂
祭
は
、
こ
れ

と
微
妙
に
重
な
り
合
っ
て
進
行
す
る
。『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
四
月
中
酉
日
、
勅
使

と
斎
王
が
賀
茂
上
下
社
へ
行
列
、
内
蔵
使
に
よ
る
奉
幣
、
近
衛
使
に
よ
る
祝
詞
奏
上

が
双
方
で
行
わ
れ
る
。
斎
王
は
上
社
の
神
館
で
一
泊
す
る
が
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
賀

茂
氏
の
子
女
が
担
っ
た
神
婚
の
祭
儀
を
継
承
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
勅
使
発
遣
の
際
に

は
、
内
侍
へ
の
報
告
や
飾
馬
の
臨
見
が
あ
り
、
祭
祀
の
主
宰
者
が
天
皇
で
あ
る
こ
と

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
皇
城
鎮
護
を
目
的
に
、
賀
茂
氏
固
有
の
祭
祀
を
踏
襲
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
が
、
公
祭
化
前
の
祭
祀
の
あ
り
方
に
も
早
く
か
ら
王
権
の
関
与
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
賀
茂
祭
の
宮
中
の
儀
で
は
松
尾
社
へ
の
幣
帛
供
与
が
み
ら
れ
る

が
、
松
尾
の
公
祭
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
四
月
上
申
、
山
城
国
司
一
人
が
葛
野
郡
司
・

騎
兵
を
率
い
て
参
候
、
太
政
官
の
弁
・
史
生
・
官
掌
ら
が
行
事
と
な
り
、
神
祇
官
の

史
が
奉
幣
す
る
形
で
行
わ
れ
る
。
幣
帛
は
大
蔵
省
よ
り
供
出
さ
れ
る
が
、
内
侍
が
参

向
す
る
な
ど
内
廷
的
性
格
も
認
め
ら
れ
る
。
開
始
年
代
は
『
儀
式
』
成
立
の
貞
観
年

間
（
八
五
九
～
八
七
六
）
を
遡
れ
な
い
が
、
同
八
年
（
八
六
六
）、
松
尾
社
が
正
一
位

を
授
与
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
し
て
よ
い
。  

　こ
の
ほ
か
に
も
、
平
安
宮
宮
内
省
に
鎮
座
す
る
園
韓
神
社
、
や
は
り
秦
氏
の
奉
祭

し
て
き
た
伏
見
稲
荷
社
な
ど
が
、
同
様
の
経
緯
で
奉
幣
さ
れ
る
神
社
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
公
祭
化
は
桓
武
朝
の
発
案
に
か
か
る
も
の
で
、
貞
観
ま
で
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
着

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
平
安
京
住
民
の
熱
狂
的
な
支
持
を
集
め
た
新

興
の
祇
園
社
（
御
霊
会
）、
今
宮
社
、
北
野
社
（
北
野
祭
）
な
ど
も
、
広
義
の
宮
城
守

護
神
と
し
て
公
的
奉
幣
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

【
天
皇
外
戚
の
氏
神
祭
祀
】

　平
安
祭
祀
制
の
特
徴
、
国
政
と
連
動
し
た
祭
祀
の
内

廷
化
を
最
も
端
的
に
示
す
の
が
、
こ
こ
で
扱
う
神
社
・
氏
族
祭
祀
の
位
置
づ
け
で
あ

る
。  　氏

族
祭
祀
の
典
型
は
藤
原
氏
の
春
日
祭

（
（（（
（

だ
が
、『
春
日
社
私
記
』
は
、「
春
日
社
四

所
、
紫
微
中
台
祭
、
件
社
入
二
宮
神
例
一
」
と
の
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
官
符
を

引
く

（
（（（
（

。『
私
記
』
自
体
は
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
創
祀
に
拘
っ
て
同
官
符
を

否
定
し
て
い
る
が
、
福
山
敏
男
氏
以
来
そ
の
信
憑
性
は
疑
わ
れ
て
い
な
い

（
（（（
（

。『
新
抄

格
勅
符
抄
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
鹿
島
神
宮
よ
り
神
封
二
〇

戸
が
分
割
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
春
日
社
の
機
構
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
知
れ

る
。『
後
紀
』
延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
二
月
庚
戌
条
に
は
「
春
日
祭
使
」
が
み
え
、

左
大
臣
藤
原
永
手
・
神
祇
伯
大
中
臣
清
麻
呂
の
も
と
、
公
祭
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。『
儀
式
』
春
日
祭
条
に
よ
る
と
、
斎
行
は
二
・
一
一
月
の
上
申
日

で
、
陰
陽
寮
に
よ
る
祓
執
行
日
の
勘
申
、
神
祇
官
に
よ
る
準
備
、
大
臣
以
下
官
人
の

参
候
な
ど
、
国
家
祭
祀
と
し
て
の
様
相
を
帯
び
て
い
る
。
内
侍
の
参
加
、
内
蔵
頭
や

中
宮
・
東
宮
の
執
幣
な
ど
内
廷
的
要
素
も
認
め
ら
れ
る
一
方
、
氏
族
祭
祀
的
性
質
は

希
薄
で
、
藤
氏
長
者
に
重
要
な
役
割
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
斎
女
の
奉
仕
が
特
徴

的
だ
が
、
こ
れ
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
）、
藤
原
良
房
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
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の
官
社
制
を
踏
み
越
え
る
枠
組
み
を
持
つ
。
そ
の
重
要
視
に
は
、
平
安
期
に
お
け
る

国
家
と
王
権
の
関
係
、
天
皇
及
び
有
力
貴
族
の
信
仰
の
あ
り
方
が
明
確
に
反
映
さ
れ

て
い
た
。

　2

　特
定
神
社
祭
祀
の
公
祭
化
＝
内
廷
化

　王
権
・
国
家
の
祈
請
対
象
が
限
定
さ
れ
て
ゆ
く
現
象
に
は
、
年
間
恒
例
の
奉
幣
の

設
定
、
す
な
わ
ち
〈
公
祭
化
〉
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
平
安
期
に
公
祭
の

設
定
さ
れ
た
神
社
に
は
、
大
別
し
て
、
①
皇
城
守
護
神
（
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
神
社
）、

②
天
皇
外
戚
の
氏
神
、
③
天
皇
・
貴
族
が
私
的
に
信
仰
し
た
神
社
の
三
種
類
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
奉
献
さ
れ
る
幣
帛
は
多
く
内
蔵
寮
の
供
出
で
あ
り
、
神
祇
官
祭
祀
の
幣
帛

が
大
蔵
省
供
出
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。勅
使
発
遣
に
お
け
る
天
皇
の
臨
御
、

内
侍
の
奉
仕
が
み
ら
れ
る
点
に
も
、
内
廷
的
性
格
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
的
推
移
を
概
観
し
て
お
こ
う
。 

【
皇
城
守
護
神
の
固
有
祭
祀
】

　典
型
的
な
事
例
と
し
て
は
、
ま
ず
、
京
城
郊
外
の
賀

茂
社
、
松
尾
社
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
と
も
に
、
古
墳
後
期
よ
り
京
都
盆
地
に
勢
力
を

保
持
し
て
い
た
賀
茂
氏
、
葛
野
秦
氏
の
氏
神
で
あ
り
、
奈
良
期
に
は
、
御
阿
礼
神
事

を
中
核
と
す
る
固
有
の
祭
祀
も
成
立
し
て
い
た

（
（（（
（

。
公
祭
と
し
て
の
賀
茂
祭
は
、
こ
れ

と
微
妙
に
重
な
り
合
っ
て
進
行
す
る
。『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
四
月
中
酉
日
、
勅
使

と
斎
王
が
賀
茂
上
下
社
へ
行
列
、
内
蔵
使
に
よ
る
奉
幣
、
近
衛
使
に
よ
る
祝
詞
奏
上

が
双
方
で
行
わ
れ
る
。
斎
王
は
上
社
の
神
館
で
一
泊
す
る
が
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
賀

茂
氏
の
子
女
が
担
っ
た
神
婚
の
祭
儀
を
継
承
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
勅
使
発
遣
の
際
に

は
、
内
侍
へ
の
報
告
や
飾
馬
の
臨
見
が
あ
り
、
祭
祀
の
主
宰
者
が
天
皇
で
あ
る
こ
と

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
皇
城
鎮
護
を
目
的
に
、
賀
茂
氏
固
有
の
祭
祀
を
踏
襲
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
が
、
公
祭
化
前
の
祭
祀
の
あ
り
方
に
も
早
く
か
ら
王
権
の
関
与
が
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
賀
茂
祭
の
宮
中
の
儀
で
は
松
尾
社
へ
の
幣
帛
供
与
が
み
ら
れ
る

が
、
松
尾
の
公
祭
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
四
月
上
申
、
山
城
国
司
一
人
が
葛
野
郡
司
・

騎
兵
を
率
い
て
参
候
、
太
政
官
の
弁
・
史
生
・
官
掌
ら
が
行
事
と
な
り
、
神
祇
官
の

史
が
奉
幣
す
る
形
で
行
わ
れ
る
。
幣
帛
は
大
蔵
省
よ
り
供
出
さ
れ
る
が
、
内
侍
が
参

向
す
る
な
ど
内
廷
的
性
格
も
認
め
ら
れ
る
。
開
始
年
代
は
『
儀
式
』
成
立
の
貞
観
年

間
（
八
五
九
～
八
七
六
）
を
遡
れ
な
い
が
、
同
八
年
（
八
六
六
）、
松
尾
社
が
正
一
位

を
授
与
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
し
て
よ
い
。  

　こ
の
ほ
か
に
も
、
平
安
宮
宮
内
省
に
鎮
座
す
る
園
韓
神
社
、
や
は
り
秦
氏
の
奉
祭

し
て
き
た
伏
見
稲
荷
社
な
ど
が
、
同
様
の
経
緯
で
奉
幣
さ
れ
る
神
社
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
公
祭
化
は
桓
武
朝
の
発
案
に
か
か
る
も
の
で
、
貞
観
ま
で
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
着

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
平
安
京
住
民
の
熱
狂
的
な
支
持
を
集
め
た
新

興
の
祇
園
社
（
御
霊
会
）、
今
宮
社
、
北
野
社
（
北
野
祭
）
な
ど
も
、
広
義
の
宮
城
守

護
神
と
し
て
公
的
奉
幣
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

【
天
皇
外
戚
の
氏
神
祭
祀
】

　平
安
祭
祀
制
の
特
徴
、
国
政
と
連
動
し
た
祭
祀
の
内

廷
化
を
最
も
端
的
に
示
す
の
が
、
こ
こ
で
扱
う
神
社
・
氏
族
祭
祀
の
位
置
づ
け
で
あ

る
。  　氏

族
祭
祀
の
典
型
は
藤
原
氏
の
春
日
祭

（
（（（
（

だ
が
、『
春
日
社
私
記
』
は
、「
春
日
社
四

所
、
紫
微
中
台
祭
、
件
社
入
二
宮
神
例
一
」
と
の
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
官
符
を

引
く

（
（（（
（

。『
私
記
』
自
体
は
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
創
祀
に
拘
っ
て
同
官
符
を

否
定
し
て
い
る
が
、
福
山
敏
男
氏
以
来
そ
の
信
憑
性
は
疑
わ
れ
て
い
な
い

（
（（（
（

。『
新
抄

格
勅
符
抄
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
鹿
島
神
宮
よ
り
神
封
二
〇

戸
が
分
割
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
春
日
社
の
機
構
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
知
れ

る
。『
後
紀
』
延
暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
二
月
庚
戌
条
に
は
「
春
日
祭
使
」
が
み
え
、

左
大
臣
藤
原
永
手
・
神
祇
伯
大
中
臣
清
麻
呂
の
も
と
、
公
祭
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。『
儀
式
』
春
日
祭
条
に
よ
る
と
、
斎
行
は
二
・
一
一
月
の
上
申
日

で
、
陰
陽
寮
に
よ
る
祓
執
行
日
の
勘
申
、
神
祇
官
に
よ
る
準
備
、
大
臣
以
下
官
人
の

参
候
な
ど
、
国
家
祭
祀
と
し
て
の
様
相
を
帯
び
て
い
る
。
内
侍
の
参
加
、
内
蔵
頭
や

中
宮
・
東
宮
の
執
幣
な
ど
内
廷
的
要
素
も
認
め
ら
れ
る
一
方
、
氏
族
祭
祀
的
性
質
は

希
薄
で
、
藤
氏
長
者
に
重
要
な
役
割
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
斎
女
の
奉
仕
が
特
徴

的
だ
が
、
こ
れ
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
）、
藤
原
良
房
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。  

　斉
衡
四
年
（
八
五
七
）
に
太
政
大
臣
に
昇
っ
た
良
房
は
、
外
戚
と
し
て
の
藤
原
氏

の
立
場
を
確
立
す
る
た
め
、
春
日
祭
の
ほ
か
大
原
野
祭
・
枚
岡
祭
な
ど
、
多
く
の
氏

族
祭
祀
を
公
的
奉
幣
の
対
象
に
組
み
入
れ
て
い
っ
た
。
大
原
野
神
社
は
、
長
岡
・
平

安
遷
都
に
伴
っ
て
春
日
神
を
分
霊
、
新
た
な
氏
族
祭
祀
の
祭
場
と
し
て
設
定
さ
れ
た

が
、
公
祭
化
は
良
房
の
支
持
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁

寿
元
年
（
八
七
二
）
二
月
乙
卯
条
に
は
、
梅
宮
祭
に
準
じ
て
大
原
野
祭
を
制
す
る
と

あ
る
。
岡
田
荘
司
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
外
戚
橘
氏
の
梅
宮
祭
に
準
拠
し
、
同
じ
く

外
戚
で
あ
る
藤
原
氏
の
あ
り
方
を
安
定
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

梅
宮
祭
の
公
祭
化
は
仁
明
母
・
文
徳
祖
母
の
橘
嘉
智
子
に
因
ん
だ
も
の
で
、
貞
観

一
二
年
の
初
見
以
来
、
現
天
皇
と
の
血
縁
的
親
疎
に
基
づ
き
停
廃
を
繰
り
返
す
が
、

一
条
朝
の
寛
和
年
間
（
九
八
五
～
九
八
六
）
に
は
年
中
行
事
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

内
侍
の
奉
仕
、
神
饌
の
供
進
が
み
ら
れ
る
が
、『
儀
式
』
に
載
せ
る
大
原
野
祭
の
次

第
は
、
や
は
り
春
日
祭
の
そ
れ
に
近
い
。
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
の
奉
幣
が
中
心
で
、

内
侍
の
参
加
、
斎
女
の
奉
仕
も
認
め
ら
れ
、
仁
寿
期
の
春
日
祭
の
構
成
を
踏
襲
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
枚
岡
（
平
岡
）
祭
は
、
藤
原
・
中
臣
氏
の
祖
先
神
枚
岡

社
の
公
祭
で
あ
る
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
一
二
月
一
七
日
甲
子
条
に
、「
河

内
国
平
岡
神
四
前
、
准
二
春
日
大
原
野
神
一
、
春
冬
二
祭
奉
幣
、
永
以
為
レ
例
」
と
初

見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
良
房
の
動
き
は
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
十
陵
四
墓
制
と

も
軌
一
し
て
い
る
。
歴
代
天
皇
と
い
う
政
治
的
一
系
性
に
基
づ
く
荷
前
常
幣
、
血
縁

的
に
遠
い
先
皇
陵
よ
り
外
祖
父
母
墓
を
重
視
し
た
別
貢
幣
の
相
違
は
、
幣
帛
の
供
出

母
体
も
含
め
、
そ
の
ま
ま
律
令
神
祇
官
祭
祀
と
平
安
期
公
祭
の
相
違
に
重
な
る
。
北

康
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
良
房
に
は
、
天
皇
家
と
藤
原
氏
と
の
関
係
を
天
智
・
鎌
足
に
準

え
て
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
形
跡
も
窺
え
る
と
い
う

（
（（（
（

。  

　良
房
以
降
も
こ
の
方
式
に
従
っ
て
、
南
家
の
氏
神
祭
祀
・
率
川
祭
（
藤
原
是
公

の
創
祀
。
光
孝
の
外
祖
母
藤
原
数
子
が
是
公
の
孫
に
当
た
る
た
め
、
光
孝
朝
〈
八
八
四
～

八
八
七
〉
に
公
祭
化
）、
北
家
魚
名
流
の
吉
田
祭
（
藤
原
山
蔭
が
春
日
社
を
勧
請
し
て
創

祀
。
一
条
が
山
蔭
の
孫
時
姫
を
外
祖
母
と
し
た
た
め
、
永
延
元
年
〈
九
八
七
〉
よ
り
大
原

野
に
準
拠
し
て
公
祭
化
）
な
ど
が
遣
使
奉
幣
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
藤

原
氏
系
だ
け
で
な
く
、
良
房
の
活
躍
し
た
文
徳
・
清
和
朝
（
八
五
〇
～
八
七
六
）
に

も
、飛
鳥
戸
部
系
の
杜
本
祭
（
河
内
国
杜
本
神
社
の
祭
祀
は
良
峯
安
世
が
担
っ
て
い
た
が
、

文
徳
の
即
位
に
よ
り
同
母
兄
冬
嗣
が
外
祖
父
と
な
っ
た
た
め
、
仁
寿
三
年
、
母
方
〈
百
済

永
継
〉
飛
鳥
戸
部
系
の
氏
族
祭
祀
と
し
て
公
祭
化
）
や
当
麻
氏
の
当
麻
祭
（
大
和
国
当
麻

都
比
古
神
社
の
公
祭
。
清
和
の
外
祖
母
源
潔
姫
が
、
当
麻
氏
を
母
に
持
っ
た
た
め
に
加
列
。

天
安
二
年
、
潔
姫
の
愛
宕
墓
が
別
貢
幣
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
措
置
か
）、
そ
の

後
も
宮
道
氏
に
よ
る
山
科
祭
（
山
城
国
宇
治
郡
山
科
神
社
の
公
祭
。
宮
道
弥
益
と
女
列

子
が
、
日
本
武
尊
・
稚
武
王
を
祖
と
仰
い
で
祭
祀
し
た
こ
と
を
濫
觴
と
す
る
。
昌
泰
元
年

〈
八
九
八
〉、
醍
醐
の
即
位
で
列
子
が
天
皇
の
外
祖
母
と
な
っ
た
た
め
に
加
列
）
な
ど
の
例

が
あ
る
。
か
か
る
祭
祀
の
政
治
的
利
用
は
、
す
で
に
嵯
峨
朝
（
八
〇
九
～
八
二
三
）

よ
り
確
認
で
き
る
。
平
安
京
を
遠
く
離
れ
た
常
陸
国
に
鎮
座
す
る
鹿
島
神
宮
は
、
藤

原
・
中
臣
両
氏
の
氏
神
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
年
中
恒
例
の
鹿
島
祭
使
が
派
遣
さ
れ

た
。『
続
後
紀
』
承
和
一
二
年
（
八
四
五
）
七
月
丁
卯
条
に
初
見
、
藤
原
冬
嗣
が
太

政
官
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
弘
仁
～
天
長
年
間
（
八
一
〇
～
八
三
三
）、
公
祭
化
が

進
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
延
喜
式
』
内
蔵
寮
／
鹿
島
香
取
祭
条
に
よ
れ
ば
、
祭

使
は
藤
原
氏
の
六
位
以
下
一
名
、
寮
史
生
一
名
か
ら
な
り
、
二
月
上
申
の
春
日
祭
当

日
に
発
遣
さ
れ
る
。『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』
で
は
、
祭
使
藤
原
氏
は
勧
学
院
の
学
生

か
ら
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
院
も
冬
嗣
が
創
設
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。 

【
天
皇
・
貴
族
が
私
的
に
信
仰
し
た
神
社
の
祭
祀
】

　平
野
祭
は
、『
三
代
格
』
延
暦

二
〇
年
（
八
〇
一
）
五
月
一
四
日
官
符
に
官
人
の
同
祭
闕
怠
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、

平
安
遷
都
の
際
に
桓
武
の
意
志
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
桓

武
天
皇
の
外
戚
で
あ
っ
た
大
江
氏
・
和
氏
の
氏
神
祭
祀
に
由
来
す
る
が
、
公
祭
に
は

両
氏
の
関
与
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
祝
詞
に
は
「
天
皇
治
世
の
長
久
、
親
王
以

下
百
官
の
守
護
、
朝
廷
の
繁
栄
祈
願
」
が
願
わ
れ
て
お
り
、
奉
幣
は
皇
太
子
に
よ
っ
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て
な
さ
れ
、
監
祀
官
と
し
て
勅
使
の
近
衛
将
監
が
参
候
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

岡
田
荘
司
氏
は
、
桓
武
が
平
野
社
を
皇
太
子
の
社
に
設
定
し
た
と
述
べ
、
そ
の
意
義

と
し
て
、早
良
親
王
の
祟
り
の
鎮
静
化
と
桓
武
直
系
の
皇
位
継
承
を
意
図
し
た
こ
と
、

皇
太
子
の
祭
祀
が
天
皇
祭
祀
権
の
も
と
に
包
括
・
制
御
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。  

　し
か
し
、
国
家
経
営
や
天
皇
家
を
め
ぐ
る
血
縁
の
論
理
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、

天
皇
個
人
の
私
的
信
仰
が
公
的
祭
祀
へ
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
殿
上
・
内

廷
機
構
の
充
実
し
た
宇
多
朝（
八
八
七
～
八
九
七
）以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

大
神
宝
使
や
賀
茂
臨
時
祭
を
典
型
と
し
て
、
天
皇
の
御
願
に
よ
り
殿
上
人
を
差
遣
、

東
遊
・
走
馬
を
奉
献
す
る
形
式
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。  

　大
神
宝
使

（
（（（
（

は
、
天
皇
の
即
位
後
、
京
畿
・
七
道
の
諸
社
五
三
所
に
神
宝
・
幣
帛

を
奉
献
す
る
、
一
代
一
度
の
勅
使
で
あ
る
。
嚆
矢
は
清
和
朝
、『
三
実
』
貞
観
元
年

（
八
五
九
）
七
月
一
四
日
丁
卯
条
に
「
遣
下
二
使
諸
社
一
、
奉
中
神
宝
幣
帛
上
」
と
あ
り
、

賀
茂
上
下
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
・
乙
訓
・
大
神
・
石
上
・
春
日
・
当
麻
・
住

吉
・
丹
遅
・
杜
本
・
気
比
・
気
多
・
日
前
・
国
懸
の
諸
社
へ
、
参
議
以
下
の
勅
使
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
。
制
度
と
し
て
は
宇
多
朝
に
確
立
、
朱
雀
・
村
上
が
踏
襲
し
て
定

式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
対
象
五
三
社
は
、
使
者
の
格
と
差
定
の
方
法

に
よ
っ
て
階
層
づ
け
ら
れ
、
例
幣
と
同
じ
く
王
・
中
臣
・
忌
部
を
充
て
る
伊
勢
を
別

格
に
、
御
前
定
で
殿
上
人
が
充
て
ら
れ
る
宇
佐
、
宮
中
・
京
辺
七
社
（
石
清
水
・
園

韓
神
・
賀
茂
上
下
・
稲
荷
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
）、
上
卿
差
定
で
諸
大
夫
が
充
て
ら

れ
る
畿
内
諸
社
（
春
日
・
大
和
・
大
神
・
石
上
・
率
川
・
恩
智
・
枚
岡
・
住
吉
・
大
依
羅
・

生
田
・
長
田
）、
蔵
人
所
の
雑
色
以
下
か
ら
選
定
さ
れ
る
七
道
有
力
社
（
ほ
ぼ
諸
国
一

宮
に
相
当
）
に
四
分
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
神
宝
・
神
馬
、
宇
佐
宮
へ
の
幣
帛
を
臨

見
す
る
な
ど
親
祭
の
色
彩
が
濃
く
、
儀
式
的
に
は
、
伊
勢
の
遷
宮
神
宝
使
発
遣
儀
を

拡
大
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。  

　賀
茂
臨
時
祭
は
、
天
皇
個
人
に
よ
る
賀
茂
社
へ
の
奉
幣
祭
儀
で
あ
る
。『
宇
多
天

皇
御
記
』
逸
文
に
よ
れ
ば
、自
己
の
即
位
を
賀
茂
神
の
託
宣
の
ゆ
え
と
す
る
宇
多
が
、

寛
平
元
年
（
八
八
九
）
一
一
月
二
一
日
己
酉
、
そ
の
報
賽
の
た
め
に
内
蔵
寮
幣
帛
・

走
馬
・
東
遊
を
奉
献
、
あ
わ
せ
て
天
皇
・
朝
廷
の
安
泰
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
。
宇
多
は
そ
の
後
も
臨
時
奉
幣
を
継
続
し
た
が
、
醍
醐
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、
昌

泰
二
年
（
八
九
九
）
よ
り
一
一
月
下
酉
の
年
中
行
事
と
し
て
恒
例
化
し
た
。
祭
の
準

備
か
ら
饗
宴
ま
で
を
す
べ
て
天
皇
自
身
が
主
宰
す
る
形
式
は
、
石
清
水
臨
時
祭
、
平

野
臨
時
祭
に
受
け
継
が
れ
、
次
代
の
神
社
行
幸
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
宇
多
は
こ
の

ほ
か
に
も
、
途
絶
し
て
い
た
大
和
国
大
神
神
社
の
大
神
祭
を
公
祭
と
し
て
復
興
す
る

な
ど
、
伝
統
的
神
社
に
新
た
な
形
態
の
祭
祀
を
創
始
し
て
い
る
。  

　円
融
・
一
条
朝
（
九
六
九
～
九
八
四
・
九
八
六
～
一
〇
一
一
）
に
も
、
同
じ
よ
う
な

傾
向
の
な
か
で
、
石
清
水
放
生
会
・
同
臨
時
祭
、
祇
園
臨
時
祭
（
一
説
に
は
崇
徳
朝

〈
一
一
二
三
～
一
一
四
一
〉）、
平
野
臨
時
祭
の
公
祭
化
、
神
社
行
幸
の
開
始
（
石
清
水
・

大
原
野
・
松
尾
・
北
野
）
な
ど
が
み
ら
れ
る

（
（（（
（

。
石
清
水
放
生
会
は
、
宇
佐
八
幡
の
放

生
会
に
由
来
す
る
仏
教
的
儀
式
で
、
創
建
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
貴
族

社
会
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に
一
〇
世
紀
半
ば
頃
か
ら
注
目
を
集

め
、
天
延
二
年
（
九
七
四
）
に
は
円
融
に
よ
っ
て
、
幣
帛
・
音
楽
・
走
馬
一
〇
列
を

毎
年
奉
献
、
公
祭
化
す
る
よ
う
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
社
臨
時
祭
は
天

慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
二
七
日
、
朱
雀
に
よ
る
承
平
天
慶
の
乱
平
定
の
報
賽
に
初

見
（『
本
朝
世
紀
』
同
日
条
、『
西
宮
記
』
巻
六
裏
書
所
引
『
吏
部
王
記
』
逸
文
）、
以
降

冷
泉
や
円
融
に
よ
っ
て
、
大
嘗
会
の
無
事
終
了
に
つ
い
て
祈
念
・
報
賽
す
る
奉
幣
が

行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
円
融
の
石
清
水
信
仰
は
篤
く
、
臨
時
祭
を
も
三
月
中
午
の

年
中
行
事
と
し
て
恒
例
化
、
自
己
の
血
統
に
よ
る
皇
位
継
承
を
祈
願
す
る
祭
儀
と
位

置
づ
け
た
。
祭
使
が
内
裏
／
社
頭
を
往
復
、
奉
献
す
る
歌
舞
を
天
皇
が
臨
見
す
る
な

ど
、
や
は
り
親
祭
の
様
相
が
目
立
っ
て
認
め
ら
れ
る
。  

　こ
の
よ
う
な
天
皇
個
人
の
私
的
信
仰
の
表
出
は
、
院
政
期
に
は
よ
り
明
確
化
し
、

神
社
行
幸
の
恒
例
化
や
新
た
な
神
社
の
創
設
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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て
な
さ
れ
、
監
祀
官
と
し
て
勅
使
の
近
衛
将
監
が
参
候
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

岡
田
荘
司
氏
は
、
桓
武
が
平
野
社
を
皇
太
子
の
社
に
設
定
し
た
と
述
べ
、
そ
の
意
義

と
し
て
、早
良
親
王
の
祟
り
の
鎮
静
化
と
桓
武
直
系
の
皇
位
継
承
を
意
図
し
た
こ
と
、

皇
太
子
の
祭
祀
が
天
皇
祭
祀
権
の
も
と
に
包
括
・
制
御
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。  

　し
か
し
、
国
家
経
営
や
天
皇
家
を
め
ぐ
る
血
縁
の
論
理
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、

天
皇
個
人
の
私
的
信
仰
が
公
的
祭
祀
へ
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
殿
上
・
内

廷
機
構
の
充
実
し
た
宇
多
朝（
八
八
七
～
八
九
七
）以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

大
神
宝
使
や
賀
茂
臨
時
祭
を
典
型
と
し
て
、
天
皇
の
御
願
に
よ
り
殿
上
人
を
差
遣
、

東
遊
・
走
馬
を
奉
献
す
る
形
式
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。  

　大
神
宝
使

（
（（（
（

は
、
天
皇
の
即
位
後
、
京
畿
・
七
道
の
諸
社
五
三
所
に
神
宝
・
幣
帛

を
奉
献
す
る
、
一
代
一
度
の
勅
使
で
あ
る
。
嚆
矢
は
清
和
朝
、『
三
実
』
貞
観
元
年

（
八
五
九
）
七
月
一
四
日
丁
卯
条
に
「
遣
下
二
使
諸
社
一
、
奉
中
神
宝
幣
帛
上
」
と
あ
り
、

賀
茂
上
下
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
・
乙
訓
・
大
神
・
石
上
・
春
日
・
当
麻
・
住

吉
・
丹
遅
・
杜
本
・
気
比
・
気
多
・
日
前
・
国
懸
の
諸
社
へ
、
参
議
以
下
の
勅
使
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
。
制
度
と
し
て
は
宇
多
朝
に
確
立
、
朱
雀
・
村
上
が
踏
襲
し
て
定

式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
対
象
五
三
社
は
、
使
者
の
格
と
差
定
の
方
法

に
よ
っ
て
階
層
づ
け
ら
れ
、
例
幣
と
同
じ
く
王
・
中
臣
・
忌
部
を
充
て
る
伊
勢
を
別

格
に
、
御
前
定
で
殿
上
人
が
充
て
ら
れ
る
宇
佐
、
宮
中
・
京
辺
七
社
（
石
清
水
・
園

韓
神
・
賀
茂
上
下
・
稲
荷
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
）、
上
卿
差
定
で
諸
大
夫
が
充
て
ら

れ
る
畿
内
諸
社
（
春
日
・
大
和
・
大
神
・
石
上
・
率
川
・
恩
智
・
枚
岡
・
住
吉
・
大
依
羅
・

生
田
・
長
田
）、
蔵
人
所
の
雑
色
以
下
か
ら
選
定
さ
れ
る
七
道
有
力
社
（
ほ
ぼ
諸
国
一

宮
に
相
当
）
に
四
分
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
神
宝
・
神
馬
、
宇
佐
宮
へ
の
幣
帛
を
臨

見
す
る
な
ど
親
祭
の
色
彩
が
濃
く
、
儀
式
的
に
は
、
伊
勢
の
遷
宮
神
宝
使
発
遣
儀
を

拡
大
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。  

　賀
茂
臨
時
祭
は
、
天
皇
個
人
に
よ
る
賀
茂
社
へ
の
奉
幣
祭
儀
で
あ
る
。『
宇
多
天

皇
御
記
』
逸
文
に
よ
れ
ば
、自
己
の
即
位
を
賀
茂
神
の
託
宣
の
ゆ
え
と
す
る
宇
多
が
、

寛
平
元
年
（
八
八
九
）
一
一
月
二
一
日
己
酉
、
そ
の
報
賽
の
た
め
に
内
蔵
寮
幣
帛
・

走
馬
・
東
遊
を
奉
献
、
あ
わ
せ
て
天
皇
・
朝
廷
の
安
泰
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
。
宇
多
は
そ
の
後
も
臨
時
奉
幣
を
継
続
し
た
が
、
醍
醐
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、
昌

泰
二
年
（
八
九
九
）
よ
り
一
一
月
下
酉
の
年
中
行
事
と
し
て
恒
例
化
し
た
。
祭
の
準

備
か
ら
饗
宴
ま
で
を
す
べ
て
天
皇
自
身
が
主
宰
す
る
形
式
は
、
石
清
水
臨
時
祭
、
平

野
臨
時
祭
に
受
け
継
が
れ
、
次
代
の
神
社
行
幸
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
宇
多
は
こ
の

ほ
か
に
も
、
途
絶
し
て
い
た
大
和
国
大
神
神
社
の
大
神
祭
を
公
祭
と
し
て
復
興
す
る

な
ど
、
伝
統
的
神
社
に
新
た
な
形
態
の
祭
祀
を
創
始
し
て
い
る
。  

　円
融
・
一
条
朝
（
九
六
九
～
九
八
四
・
九
八
六
～
一
〇
一
一
）
に
も
、
同
じ
よ
う
な

傾
向
の
な
か
で
、
石
清
水
放
生
会
・
同
臨
時
祭
、
祇
園
臨
時
祭
（
一
説
に
は
崇
徳
朝

〈
一
一
二
三
～
一
一
四
一
〉）、
平
野
臨
時
祭
の
公
祭
化
、
神
社
行
幸
の
開
始
（
石
清
水
・

大
原
野
・
松
尾
・
北
野
）
な
ど
が
み
ら
れ
る

（
（（（
（

。
石
清
水
放
生
会
は
、
宇
佐
八
幡
の
放

生
会
に
由
来
す
る
仏
教
的
儀
式
で
、
創
建
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
貴
族

社
会
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に
一
〇
世
紀
半
ば
頃
か
ら
注
目
を
集

め
、
天
延
二
年
（
九
七
四
）
に
は
円
融
に
よ
っ
て
、
幣
帛
・
音
楽
・
走
馬
一
〇
列
を

毎
年
奉
献
、
公
祭
化
す
る
よ
う
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
社
臨
時
祭
は
天

慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
二
七
日
、
朱
雀
に
よ
る
承
平
天
慶
の
乱
平
定
の
報
賽
に
初

見
（『
本
朝
世
紀
』
同
日
条
、『
西
宮
記
』
巻
六
裏
書
所
引
『
吏
部
王
記
』
逸
文
）、
以
降

冷
泉
や
円
融
に
よ
っ
て
、
大
嘗
会
の
無
事
終
了
に
つ
い
て
祈
念
・
報
賽
す
る
奉
幣
が

行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
円
融
の
石
清
水
信
仰
は
篤
く
、
臨
時
祭
を
も
三
月
中
午
の

年
中
行
事
と
し
て
恒
例
化
、
自
己
の
血
統
に
よ
る
皇
位
継
承
を
祈
願
す
る
祭
儀
と
位

置
づ
け
た
。
祭
使
が
内
裏
／
社
頭
を
往
復
、
奉
献
す
る
歌
舞
を
天
皇
が
臨
見
す
る
な

ど
、
や
は
り
親
祭
の
様
相
が
目
立
っ
て
認
め
ら
れ
る
。  

　こ
の
よ
う
な
天
皇
個
人
の
私
的
信
仰
の
表
出
は
、
院
政
期
に
は
よ
り
明
確
化
し
、

神
社
行
幸
の
恒
例
化
や
新
た
な
神
社
の
創
設
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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　中
央
の
神
社
秩
序
が
内
廷
的
に
再
構
成
さ
れ
る
（
し
か
し
そ
の
底
流
に
は
、
律
令

神
祇
祭
祀
制
度
に
先
行
す
る
特
定
諸
社
へ
の
奉
幣
慣
習
が
存
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）

一
方
、
国
司
の
独
自
的
な
祭
祀
権
が
保
証
さ
れ
て
い
っ
た
地
方
で
も
、
中
央
へ
の
求

心
力
を
持
つ
新
た
な
階
層
的
秩
序
が
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
特
定
諸
社
へ
の
奉
幣
体
制
、
特
定
諸
祭
の
公
祭
化
と

連
動
し
つ
つ
展
開
し
た
〈
神
階
制
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
（（（
（

。
神
階
に
は
①
正
六
位
以
上

の
位
階
（
文
位
）、
②
一
二
等
の
勲
位
（
武
位
）、
③
四
品
の
品
位
が
あ
る
が
、
平
安

祭
祀
制
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
は
①
で
あ
る
。『
書
紀
』
天
武
天
皇
元

年
（
六
七
二
）
七
月
条
、
壬
申
の
乱
に
際
し
て
大
海
人
軍
の
た
め
に
託
宣
・
守
護
し

た
高
市
御
県
坐
鴨
事
代
主
神
、
牟
佐
坐
神
、
村
屋
坐
弥
富
都
比
売
神
に
「
登
二
進
三

神
之
品
一
以
祠
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
以
降
継
続
し
、
九
世
紀
後
半
ま
で
に
は
特

定
奉
幣
社
の
大
半
に
正
一
位
や
従
一
位
が
奉
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
早
く
極

位
に
昇
っ
た
の
は
賀
茂
神
（
大
同
二
年
〈
八
〇
七
〉、
正
一
位
）
や
住
吉
神
（
大
同
元
年
、

従
一
位
）で
、続
い
て
春
日（
嘉
祥
三
年〈
八
五
〇
〉、正
一
位
）、大
神（
貞
観
元
年〈
八
五
九
〉、

正
一
位
）、
平
野
（
貞
観
六
年
、
正
一
位
）、
松
尾
（
貞
観
八
年
、
正
一
位
）、
石
上
（
貞

観
九
年
、
正
一
位
）
な
ど
が
加
列
さ
れ
て
ゆ
く
。
地
方
神
へ
の
奉
授
も
こ
の
頃
に
は

一
般
化
し
て
き
た
が
、
岡
田
荘
司
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
増
加
は
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）

四
月
、
三
位
以
上
の
神
社
の
神
主
・
禰
宜
・
祝
に
把
笏
を
許
可
し
た
こ
と
に
あ
る
と

い
う
（『
文
実
』
同
年
四
月
甲
戌
条

（
（（（
（

）。
国
家
に
よ
る
公
的
立
場
の
承
認
を
求
め
、
国
司

を
介
し
た
神
階
奉
授
の
申
請
が
急
増
し
、『
三
代
格
』
貞
観
一
〇
年
六
月
二
八
日
官

符
に
語
ら
れ
る
よ
う
な
、「
如
レ
今
諸
国
神
社
其
数
巨
多
、
国
司
偏
称
二
霊
験
一
、
請
レ

増
二
爵
位
一
、二
三
年
間
或
叙
二
三
位
以
上
一
」
と
い
う
情
況
が
出
現
す
る
。
こ
の
傾
向

が
と
く
に
進
む
の
は
承
平
天
慶
の
乱
以
降
で
、
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
正
月
に
乱
の

平
定
を
願
っ
て
諸
神
の
神
階
加
増
が
宣
下
、
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
五
月
に
至
る
ま

で
六
〇
〇
〇
余
の
神
位
記
奉
進
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
国
内
神
名
帳

は
国
衙
祭
祀
の
基
本
台
帳
と
な
る
が
、
う
ち
天
慶
七
年
の
『
筑
後
国
神
名
帳
』
か
ら

は
、
多
数
を
占
め
る
四
位
・
五
位
（
借
位
）、
正
六
位
上
の
選
定
に
国
司
の
意
向
が

強
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
班
幣
の
行
き
詰
ま
り
に
よ
り
分
断
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
中
央
／
地
方
の
神
祇
秩
序
は
、
神
階
へ
の
欲
求
を
梃
子
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。  

　近
年
、
承
平
天
慶
の
乱
は
、
上
島
享
氏
に
よ
っ
て
、
中
世
的
神
祇
秩
序
の
成
立
す

る
端
緒
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
乱
を
克
服
す
る
た
め
に
全
国
諸
神
へ
護
持
を
祈

願
し
た
朝
廷
は
、
そ
の
報
賽
と
し
て
神
階
奉
授
や
封
戸
寄
進
、
石
清
水
臨
時
祭
の
創

始
や
賀
茂
行
幸
を
行
っ
た
。
一
〇
世
紀
末
に
は
、
石
清
水
・
賀
茂
・
平
野
へ
の
神
社

行
幸
と
石
清
水
臨
時
祭
が
恒
例
化
し
、
二
十
一
社
奉
幣
制
の
確
立
な
ど
を
通
じ
、
中

世
的
神
祇
秩
序
の
基
本
的
な
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
同
時
期
、
や
は
り
中
世

的
様
相
を
整
え
た
仏
教
秩
序
（
顕
密
体
制
）
と
の
さ
ら
な
る
融
合
も
進
み
、
中
央
有

力
（
高
位
）
社
に
本
地
垂
迹
論
を
基
底
と
し
た
神
仏
習
合
が
展
開
す
る
。
そ
の
影
響

は
地
方
主
要
社
に
も
及
び
、
国
司
神
拝
や
惣
社
制
を
生
み
出
す
受
領
の
任
国
支
配
を

軸
に
、
一
一
～
一
二
世
紀
に
は
一
宮
を
頂
点
と
す
る
階
層
的
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
に

至
る

（
（（（
（

。
か
か
る
整
理
に
は
、
仏
教
へ
の
偏
重
、
受
領
支
配
に
関
す
る
事
実
誤
認
と
の

批
判
も
あ
る

（
（（（
（

が
、
大
枠
に
お
い
て
は
承
認
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
｜
古
代
的
神
か
ら
中
世
的
神
へ
｜

　以
上
、
奈
良
期
と
そ
れ
以
前
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
あ
る
が
、
古
代
日
本
に
お

け
る
歴
史
的
〈
神
〉
の
成
立
か
ら
、
平
安
祭
祀
制
の
成
立
に
至
る
ま
で
を
通
史
的
に

概
観
し
て
き
た
。
欠
落
や
未
熟
な
点
ば
か
り
が
目
立
つ
う
え
、
平
安
期
の
祭
祀
制
改

革
に
つ
い
て
は
制
度
的
変
遷
を
追
う
に
止
ま
り
、
そ
の
充
分
な
歴
史
的
位
置
づ
け
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
制
度
の
変
移
に
対
応
し
た
心
性
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
展
望
し
、
冗
長
な
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。  

　奈
良
～
平
安
の
祭
祀
制
が
、
神
仏
を
め
ぐ
る
心
性
に
も
た
ら
し
た
重
要
な
変
化
の

ひ
と
つ
は
、
神
の
擬
人
化
（
人
格
神
化
）
が
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
と
い
え
る
か
も
知

れ
な
い
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
神
祇
は
、
あ
く
ま
で
自
然
環
境
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を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
祭
祀
や
祭
場
の
仮
設
性
、
曖
昧
さ
も
、
そ
の
点
と
無

関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
、中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
〈
祟
り
神
〉
言
説
、〈
神
身
離
脱
〉

言
説
は
、
自
ら
の
要
求
ひ
い
て
は
苦
し
み
を
語
る
、
神
祇
の
実
存
を
構
築
し
始
め
た
。

ま
た
、
律
令
制
に
基
づ
く
神
社
空
間
の
整
備
、
社
殿
の
造
営
、
祭
祀
方
法
の
明
確
化

は
、
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
次
第
に
具
体
化
し
（
こ
こ
に
仏
教
と
の
関
係
を
み
る
の
は
容
易

で
あ
り
、
例
え
ば
仏
像
に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
神
像
の
発
現
が
、
神
仏
習
合
の
流
れ
の

な
か
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
充
分
だ
ろ
う
）、
本
系
帳
や
氏
文
の
作
成
に

伴
う
氏
族
伝
承
の
再
編
成
、
氏
神
祭
祀
の
公
祭
化
は
、
氏
族
自
体
が
担
う
社
会
的
イ

メ
ー
ジ
を
氏
神
へ
と
投
影
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　一
方
、
祈
雨
・
止
雨
祭
祀
や
祈
年
穀
奉
幣
儀
の
拡
大
は
、
神
社
と
自
然
環
境
と
の

結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
め
て
ゆ
く
。
平
安
京
で
流
行
し
た
御
霊
神
は
、災
害
の
惹
起
・

鎮
静
化
を
通
じ
自
然
の
あ
り
方
を
体
現
す
る
祟
り
神
の
様
相
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
物
の
実
存
を
核
と
す
る
、
列
島
的
神
観
念
の
根
本
的
な
変
質

を
示
し
て
い
る
。
一
一
～
一
二
世
紀
に
展
開
す
る
本
地
垂
迹
説
は
、
当
初
は
中
国
と

同
様
、
釈
迦
の
現
世
へ
の
出
現
を
説
明
す
る
仏
身
論
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が

（
（（（
（

、

や
が
て
神
祇
の
神
聖
性
を
仏
教
的
に
説
明
す
る
習
合
の
論
理
と
し
て
機
能
す
る
に
至

る
。
そ
の
転
換
に
は
、
現
実
と
真
理
の
相
即
を
唱
え
る
本
覚
論
の
影
響
が
み
て
と
れ

る
が
、
重
要
な
点
は
、
災
禍
と
し
て
現
れ
る
（
古
来
そ
の
鎮
静
化
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
り
、ま
た
天
皇
を
恐
怖
さ
せ
政
治
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
）祟
り
を
も
、〈
救

済
〉
と
解
釈
し
う
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
人
間
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
を

結
び
つ
つ
も
自
然
の
表
象
機
能
を
失
わ
ず
、
荒
ぶ
る
災
禍
も
救
済
の
方
便
と
し
て
強

く
人
々
の
精
神
を
束
縛
す
る
。
中
世
的
宗
教
秩
序
を
構
成
す
る
神
の
姿
は
、
こ
こ
に

お
い
て
確
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（
（
）

　古
墳
時
代
以
前
に
神
社
の
祖
型
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
考
古
学
・
建
築
史
学
・
文

献
史
学
の
間
で
生
じ
た
意
見
の
衝
突
。
錦
田
剛
志
氏
に
詳
し
い
整
理
が
あ
る（「『
古
代
神
殿
論
』

を
め
ぐ
る
研
究
動
向
と
課
題
―
考
古
資
料
の
解
釈
と
そ
の
周
辺
―
」『
古
代
出
雲
大
社
の
祭
儀

と
神
殿
』
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
）。 

（
（
）

　近
年
の
成
果
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
編
『
水
の
祭
祀
と
考
古
学
』（
学
生
社
、

二
〇
〇
五
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
（
）

　穂
積
裕
昌「
古
墳
時
代
の
湧
水
点
祭
祀
に
つ
い
て
」（
森
浩
一
編
、同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー

ズ
六
『
考
古
学
と
信
仰
』
同
刊
行
会
、一
九
九
四
年
）、若
狭
徹
「
水
利
開
発
と
水
の
祭
祀
」（『
季

刊
考
古
学
』
九
六
、二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　辰
巳
和
弘
『
聖
な
る
水
の
祀
り
と
古
代
王
権
・
天
白
磐
座
遺
跡
』（
新
泉
社
、
二
〇
〇
六
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　辰
巳
和
弘
『
地
域
王
権
の
古
代
学
』（
白
水
社
、
一
九
九
四
年
）。 

（
（
）

　兼
康
保
明
「
山
岳
信
仰
の
底
流
」（『
季
刊
考
古
学
』
六
三
、一
九
九
八
年
）。

（
（
）  

亀
井
『
建
鉾
山
―
福
島
県
表
郷
村
古
代
祭
祀
遺
跡
の
研
究
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六

年
）。

（
（
）

　大
岡
由
記
子
「
畿
内
の
石
製
模
造
品
製
作
と
祭
祀
」・
廣
瀬
時
習
「
畿
内
に
お
け
る
集
落
祭

祀
と
滑
石
製
品
」（『
季
刊
考
古
学
』
九
六
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　岡
田
精
司
「
日
奉
部
と
神
祇
官
先
行
官
司
」（
同
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
三
年
）。 

（
（0
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
群
書
類
従
を
用
い
た
。
な
お
以
下
、
史
料
の
出
典
に
つ
い
て
と
く
に
注
記

し
な
い
場
合
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
い
る
。 

（
（（
）

　上
田
正
昭
「
祭
官
の
成
立
―
中
臣
と
日
祀
と
日
置
と
―
」（
同
『
日
本
古
代
国
家
論
究
』
塙

書
房
、
一
九
六
八
年
）。 

（
（（
）  

中
村
英
重
「
中
臣
氏
の
出
自
と
形
成
」（
同
『
古
代
氏
族
と
宗
教
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）。 

（
（（
）

　関
晃
「
大
化
前
後
の
大
夫
に
つ
い
て
」（
関
晃
著
作
集
二
『
大
化
改
新
の
研
究
』
下
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）。 

（
（（
）

　古
川
淳
一
「
班
幣
祭
祀
の
成
立
」（『
歴
史
』
七
四
、一
九
九
〇
年
）、
藤
森
馨
「
神
祇
官
の
成

立
を
中
心
に
」（『
神
道
宗
教
』
一
六
七
、一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
（（
）

　太
田
亮
編
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
三
（
同
刊
行
会
、
一
九
三
六
年
）。 

（
（（
）

　本
居
宣
長
撰
／
倉
野
憲
司
校
訂
『
古
事
記
伝
』
三
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
四
年
）。

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝  

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂

伝

　注
釈
と
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
を
用
い
た
。 
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を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
祭
祀
や
祭
場
の
仮
設
性
、
曖
昧
さ
も
、
そ
の
点
と
無

関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
、中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
〈
祟
り
神
〉
言
説
、〈
神
身
離
脱
〉

言
説
は
、
自
ら
の
要
求
ひ
い
て
は
苦
し
み
を
語
る
、
神
祇
の
実
存
を
構
築
し
始
め
た
。

ま
た
、
律
令
制
に
基
づ
く
神
社
空
間
の
整
備
、
社
殿
の
造
営
、
祭
祀
方
法
の
明
確
化

は
、
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
次
第
に
具
体
化
し
（
こ
こ
に
仏
教
と
の
関
係
を
み
る
の
は
容
易

で
あ
り
、
例
え
ば
仏
像
に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
神
像
の
発
現
が
、
神
仏
習
合
の
流
れ
の

な
か
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
充
分
だ
ろ
う
）、
本
系
帳
や
氏
文
の
作
成
に

伴
う
氏
族
伝
承
の
再
編
成
、
氏
神
祭
祀
の
公
祭
化
は
、
氏
族
自
体
が
担
う
社
会
的
イ

メ
ー
ジ
を
氏
神
へ
と
投
影
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　一
方
、
祈
雨
・
止
雨
祭
祀
や
祈
年
穀
奉
幣
儀
の
拡
大
は
、
神
社
と
自
然
環
境
と
の

結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
め
て
ゆ
く
。
平
安
京
で
流
行
し
た
御
霊
神
は
、災
害
の
惹
起
・

鎮
静
化
を
通
じ
自
然
の
あ
り
方
を
体
現
す
る
祟
り
神
の
様
相
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
物
の
実
存
を
核
と
す
る
、
列
島
的
神
観
念
の
根
本
的
な
変
質

を
示
し
て
い
る
。
一
一
～
一
二
世
紀
に
展
開
す
る
本
地
垂
迹
説
は
、
当
初
は
中
国
と

同
様
、
釈
迦
の
現
世
へ
の
出
現
を
説
明
す
る
仏
身
論
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が

（
（（（
（

、

や
が
て
神
祇
の
神
聖
性
を
仏
教
的
に
説
明
す
る
習
合
の
論
理
と
し
て
機
能
す
る
に
至

る
。
そ
の
転
換
に
は
、
現
実
と
真
理
の
相
即
を
唱
え
る
本
覚
論
の
影
響
が
み
て
と
れ

る
が
、
重
要
な
点
は
、
災
禍
と
し
て
現
れ
る
（
古
来
そ
の
鎮
静
化
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
り
、ま
た
天
皇
を
恐
怖
さ
せ
政
治
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
）祟
り
を
も
、〈
救

済
〉
と
解
釈
し
う
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
人
間
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
を

結
び
つ
つ
も
自
然
の
表
象
機
能
を
失
わ
ず
、
荒
ぶ
る
災
禍
も
救
済
の
方
便
と
し
て
強

く
人
々
の
精
神
を
束
縛
す
る
。
中
世
的
宗
教
秩
序
を
構
成
す
る
神
の
姿
は
、
こ
こ
に

お
い
て
確
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（
（
）

　古
墳
時
代
以
前
に
神
社
の
祖
型
を
認
め
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
考
古
学
・
建
築
史
学
・
文

献
史
学
の
間
で
生
じ
た
意
見
の
衝
突
。
錦
田
剛
志
氏
に
詳
し
い
整
理
が
あ
る（「『
古
代
神
殿
論
』

を
め
ぐ
る
研
究
動
向
と
課
題
―
考
古
資
料
の
解
釈
と
そ
の
周
辺
―
」『
古
代
出
雲
大
社
の
祭
儀

と
神
殿
』
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
）。 

（
（
）

　近
年
の
成
果
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
編
『
水
の
祭
祀
と
考
古
学
』（
学
生
社
、

二
〇
〇
五
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
（
）

　穂
積
裕
昌「
古
墳
時
代
の
湧
水
点
祭
祀
に
つ
い
て
」（
森
浩
一
編
、同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー

ズ
六
『
考
古
学
と
信
仰
』
同
刊
行
会
、一
九
九
四
年
）、若
狭
徹
「
水
利
開
発
と
水
の
祭
祀
」（『
季

刊
考
古
学
』
九
六
、二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　辰
巳
和
弘
『
聖
な
る
水
の
祀
り
と
古
代
王
権
・
天
白
磐
座
遺
跡
』（
新
泉
社
、
二
〇
〇
六
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　辰
巳
和
弘
『
地
域
王
権
の
古
代
学
』（
白
水
社
、
一
九
九
四
年
）。 

（
（
）

　兼
康
保
明
「
山
岳
信
仰
の
底
流
」（『
季
刊
考
古
学
』
六
三
、一
九
九
八
年
）。

（
（
）  

亀
井
『
建
鉾
山
―
福
島
県
表
郷
村
古
代
祭
祀
遺
跡
の
研
究
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六

年
）。

（
（
）

　大
岡
由
記
子
「
畿
内
の
石
製
模
造
品
製
作
と
祭
祀
」・
廣
瀬
時
習
「
畿
内
に
お
け
る
集
落
祭

祀
と
滑
石
製
品
」（『
季
刊
考
古
学
』
九
六
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（
）

　岡
田
精
司
「
日
奉
部
と
神
祇
官
先
行
官
司
」（
同
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
三
年
）。 

（
（0
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
群
書
類
従
を
用
い
た
。
な
お
以
下
、
史
料
の
出
典
に
つ
い
て
と
く
に
注
記

し
な
い
場
合
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
い
る
。 

（
（（
）

　上
田
正
昭
「
祭
官
の
成
立
―
中
臣
と
日
祀
と
日
置
と
―
」（
同
『
日
本
古
代
国
家
論
究
』
塙

書
房
、
一
九
六
八
年
）。 

（
（（
）  

中
村
英
重
「
中
臣
氏
の
出
自
と
形
成
」（
同
『
古
代
氏
族
と
宗
教
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）。 

（
（（
）

　関
晃
「
大
化
前
後
の
大
夫
に
つ
い
て
」（
関
晃
著
作
集
二
『
大
化
改
新
の
研
究
』
下
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）。 

（
（（
）

　古
川
淳
一
「
班
幣
祭
祀
の
成
立
」（『
歴
史
』
七
四
、一
九
九
〇
年
）、
藤
森
馨
「
神
祇
官
の
成

立
を
中
心
に
」（『
神
道
宗
教
』
一
六
七
、一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
（（
）

　太
田
亮
編
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
三
（
同
刊
行
会
、
一
九
三
六
年
）。 

（
（（
）

　本
居
宣
長
撰
／
倉
野
憲
司
校
訂
『
古
事
記
伝
』
三
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
四
年
）。

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝  

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂

伝

　注
釈
と
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
を
用
い
た
。 
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（
（（
）

　上
田
註（
（（
）論
文
、
横
田
健
一
「
中
臣
氏
と
卜
部
」（
同
『
日
本
古
代
神
話
と
氏
族
伝

承
』
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）、
井
上
辰
雄
「
卜
部
の
研
究
」（
同
『
古

代
王
権
と
宗
教
的
部
民
』
柏
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
羽
床
正
明
「
卜
部
と
中
臣
氏
に
つ

い
て
の
一
試
論
―
特
に
考
古
学
上
の
成
果
を
中
心
に
し
て
―
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

四
一
、一
九
八
四
年
）、
中
村
註（
（（
）論
文
な
ど
。

（
（（
）

　拙
稿
「
中
国
六
朝
の
『
亀
経
』
と
神
祇
官
卜
部
の
亀
卜
法
」（
東
ア
ジ
ア
怪
異
学
会
編
『
亀

卜
―
歴
史
の
地
層
に
秘
め
ら
れ
た
う
ら
な
い
の
技
を
ほ
り
お
こ
す
―
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六

年
）。 

（
（0
）

　笹
生
衛
「
考
古
資
料
か
ら
見
た
古
代
の
亀
卜
・
卜
甲
と
卜
部
」（
東
ア
ジ
ア
怪
異
学
会
編
註

（
（（
）書
）。 

（
（（
）

　藤
森
馨
「
古
代
の
大
中
臣
祭
主
家
」（
藤
波
家
文
書
研
究
会
編
『
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
歴

史
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
）。 

（
（（
）

　拙
稿
「
祟
・
病
・
仏
神
―
『
日
本
書
紀
』
崇
仏
論
争
と
『
法
苑
珠
林
』
―
」（
あ
た
ら
し
い

古
代
史
の
会
編
『
王
権
と
信
仰
の
古
代
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
（（
）

　忌
部
氏
に
つ
い
て
は
、
上
田
正
昭
「
忌
部
の
職
能
」（
同
『
日
本
古
代
国
家
論
究
』
塙
書
房
、

一
九
六
八
年
）、
井
上
辰
雄
「
忌
部
の
研
究
」（
同
『
古
代
王
権
と
宗
教
的
部
民
』
柏
書
房
、

一
九
八
〇
年
）、
平
林
章
仁
「
蘇
我
氏
と
忌
部
氏
―
蘇
我
氏
は
反
神
祇
だ
っ
た
か
―
」（『
東
ア

ジ
ア
の
古
代
文
化
』
九
五
、一
九
九
八
年
）・「
蘇
我
氏
と
神
祇
祭
祀
」（
同
『
蘇
我
氏
の
実
像
と

葛
城
氏
』
白
水
社
、
一
九
九
六
年
）、
阿
部
眞
司
「
忌
部
氏
の
職
能
と
神
話
―
践
祚
大
嘗
祭
を

中
心
と
し
て
―
」（『
高
知
医
科
大
学
一
般
教
養
紀
要
』
八
、一
九
九
二
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
岩
波
文
庫
を
用
い
た
。 

（
（（
）

　平
林
註（
（（
）論
文
、菊
地
照
夫
「
出
雲
国
忌
部
神
戸
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
岡
田
精
司
編
『
祭

祀
と
国
家
の
歴
史
学
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。 

（
（（
）

　篠
原
祐
一
「『
古
語
拾
遺
』
に
み
る
斎
部
古
伝
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗
教
』
一
八
八
、

　
　二

〇
〇
二
年
）。 

（
（（
）

　平
林
註（
（（
）論
文
。
曽
我
玉
造
工
房
へ
の
石
材
供
給
に
忌
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
用
し

て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
山
岡
邦
章
「
滑
石
産
出
地
と
忌
部
の
展
開
」（『
季
刊
考
古
学
』

九
六
、二
〇
〇
六
年
）
参
照
。 

（
（（
）

　阿
部
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　菊
地
「
ヤ
マ
ト
王
権
の
宗
教
的
世
界
観
と
出
雲
―
紀
伊
と
出
雲
の
共
通
性
を
手
が
か
り
に

―
」（『
出
雲
古
代
史
研
究
』
七
・
八
、一
九
九
八
年
）。 

（
（0
）

　拙
稿
「
大
殿
祭
に
み
る
忌
部
の
宗
教
的
実
践
―
木
鎮
め
祭
儀
と
屋
船
命
―
」（『
日
本
文
学
』

五
三
、二
〇
〇
四
年
） 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
を
用
い
た
。 

（
（（
）

　大
江
篤
「『
祟
』
現
象
と
神
祇
官
の
亀
卜
」（
同
『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）、
米
井
輝
圭
「
古
代
日
本
の
『
祟
り
の
シ
ス
テ
ム
』
―
律

令
国
家
の
「
祟
り
」
の
用
例
―
」（『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
一
〇
、一
九
九
三
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　田
中
卓
「
新
た
に
世
に
出
た
『
宝
亀
三
年
太
政
官
符
』」（『
田
中
卓
著
作
集
』
一
〇
／
古
典

籍
と
史
料
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
五
七
年
）。 

（
（（
）

　拙
稿
「
災
害
と
環
境
」（
北
原
糸
子
編
『
日
本
災
害
史
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六
年
）
参
照
。 

（
（（
）

　白
川
静
著
作
集
四
『
甲
骨
文
と
殷
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
刊
一
九
七
二
年
）。

　

 

（
（（
）

　白
川
註（
（（
）書
。 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
新
釈
漢
文
大
系
を
用
い
た
。 

（
（（
）

　宋
鎮
豪
「
殷
代
習
卜
和
有
関
占
卜
制
度
的
研
究
」（『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
七
―
四
期
、

一
九
八
七
年
）・「
再
論
殷
商
王
朝
甲
骨
占
卜
制
度
」（『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
二
〇
〇
〇
―

一
期
、
二
〇
〇
〇
年
）、
王
宇
信
・
楊
升
南
主
編
『
甲
骨
学
一
百
年
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　高
木
智
見
「
古
代
中
国
の
儀
礼
に
お
け
る
三
の
象
徴
性
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
二
―
三
、

二
〇
〇
三
年
）
参
照
。 

（
（0
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
神
道
大
系
を
用
い
た
。
な
お
同
書
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
工
藤
浩
『
新

撰
亀
相
記
の
基
礎
的
研
究
―
古
事
記
に
依
拠
し
た
最
古
の
亀
卜
書
―
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
）、
木
下
文
理
「『
新
撰
亀
相
記
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
古
事

記
年
報
』
四
二
、二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
興
膳
宏
・
川
合
康
三
編
『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』（
汲
古
書
院
、一
九
九
五
年
）

を
用
い
た
。 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
広
池
千
九
郎
訓
点
・
内
田
智
雄
補
訂
『
大
唐
六
典
』（
広
池
学
園
事
業
部
、

一
九
七
三
年
）
を
用
い
た
。

（
（（
）

　張
文
才
・
王
隴
訳
註
『
太
白
陰
経
全
解
』（
岳
麓
書
社
、二
〇
〇
四
年
）、五
六
五
～
五
六
六
頁
。

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
新
編
漢
文
選
を
用
い
た
。 

（
（（
）

　以
上
本
節
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
註（
（（
）論
文
を
参
照
。 

（
（（
）

　斎
藤
英
喜
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
深
み
へ
』（
新
曜
社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　研
究
史
と
し
て
は
、
西
宮
秀
紀
「
伊
勢
神
宮
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
小
林
達
雄
・
原
秀
三

郎
編
『
新
版
古
代
の
日
本
』
七
／
中
部
、
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）・「
伊
勢
神
宮
の
成
立
は

い
つ
か
」（
白
石
太
一
郎
・
吉
村
武
彦
編
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
』
二
／
古
代
編
I
、
新
人
物

往
来
社
、
一
九
九
三
年
）・「
伊
勢
神
宮
成
立
論
」（
梅
村
喬
編
『
古
代
王
権
と
交
流
』
四
／
伊

勢
湾
と
古
代
の
東
海
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　岡
田
精
司
a
「
伊
勢
神
宮
の
起
源
―
外
宮
と
度
会
氏
を
中
心
に
―
」（
同
『
古
代
王
権
の
祭

祀
と
神
話
』
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
）・
b
「
伊
勢
神
宮
の
成
立
と
古
代

王
権
」（
同
『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）。 

（
（（
）

　直
木
孝
次
郎
『
伊
勢
神
宮
』（
三
一
書
房
、
一
九
六
〇
年
）。 

（
（0
）

　新
羅
の
〈
神
宮
〉
創
建
を
重
視
す
る
前
川
明
久
「
伊
勢
神
宮
と
朝
鮮
古
代
諸
国
家
の
祭
祀
制

―
神
宮
の
称
号
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
同
『
日
本
古
代
氏
族
と
王
権
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
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一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）
は
、
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
と
す
る
。 

（
（（
）

　前
川
明
久
「
大
和
政
権
の
東
国
経
営
と
伊
勢
神
宮
」（
同
『
日
本
古
代
氏
族
と
王
権
の
研
究
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）。 

（
（（
）

　田
村
圓
澄
『
伊
勢
神
宮
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）。 

（
（（
）

　丸
山
二
郎
「
伊
勢
大
神
宮
の
奉
祀
に
つ
い
て
」（
同
『
日
本
古
代
史
研
究
』
大
八
洲
出
版
、

一
九
四
八
年
）、
直
木
孝
次
郎
「
天
照
大
神
と
伊
勢
神
宮
の
起
源
」（
同
『
日
本
古
代
の
氏
族

と
天
皇
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
、
初
出
一
九
五
一
年
）、
岡
田
註（
（（
）a
論
文
、
前
川
明

久
「
古
代
の
宮
都
と
伊
勢
神
宮
」（
同
『
日
本
古
代
氏
族
と
王
権
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
六
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　岡
田
註（
（（
）a
・
b
論
文
。 

（
（（
）

　東
野
治
之
「
大
化
以
前
の
官
制
と
律
令
中
央
官
制
」（
同
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）、
押
部
佳
周
「
近
江
令
の
成
立
」（
同
『
日
本
律
令
成
立
の

研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）。

（
（（
）

　荊
木
美
行
「
孝
徳
朝
の
官
制
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題
」（
同
『
初
期
律
令
官
制
の
研
究
』
和

泉
書
院
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。 

（
（（
）

　以
下
、
律
令
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
長
谷
山
彰
「
律
令
法
典
編
纂
の
推
移
と
問
題

点
」（
同
『
律
令
外
古
代
法
の
研
究
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
（（
）

　梅
田
義
彦
「
近
江
令
と
そ
の
神
祇
制
度
」（
同
『
神
祇
制
度
史
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年
）、
西
山
徳
「
神
祇
官
の
設
置
」（
同
『
神
社
と
祭
祀
』
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
）、

西
田
長
男
「『
神
社
』
と
い
う
語
の
起
源
そ
の
ほ
か
」（
同
『
日
本
神
道
史
研
究
』
八
、講
談
社
、

一
九
七
八
年
）、
熊
谷
保
孝
「
天
武
・
持
統
両
天
皇
朝
の
神
祇
」（
同
『
律
令
国
家
と
神
祇
』
第

一
書
房
、一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
八
〇
年
）、井
上
光
貞
「
神
祇
令
の
特
質
と
そ
の
成
立
」（
同

『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　西
宮
秀
紀「
律
令
神
祇
官
制
の
成
立
に
つ
い
て
」（
同『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』

塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）、
古
川
淳
一
「
祭
官
小
考
」（『
国
史
談
話
会
雑

誌
』
三
五
、一
九
九
五
年
）、
藤
森
註（
（（
）論
文
、
中
村
英
重
『
古
代
祭
祀
論
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
（0
）

　西
宮
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　中
村
註（
（（
）書
。 

（
（（
）

　岡
田
註（
（（
）a
論
文
。 

（
（（
）

　田
中
卓
「
神
宮
に
お
け
る
式
年
遷
宮
の
起
源
」（
同
『
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』
神
宮
司
庁
教

導
部
、
一
九
五
九
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）、
岡
田
米
夫
「
神
宮
式
年
遷
宮
制
の
創
始
」（『
神

道
史
研
究
』
二
〇
―
五
・
六
、一
九
七
二
年
）、
太
田
博
太
郎
「
式
年
造
替
制
の
成
立
」（
上
山
春

平
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
伊
勢
神
宮
』
人
文
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
中
西
正
幸
『
神
宮
式
年
遷

宮
の
歴
史
と
祭
儀
』（
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　拙
稿
註（
（0
）論
文
。

（
（（
）

　浅
川
滋
男
「『
神
殿
論
』
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
同
編
『
先
史
日
本
の
住
居
と
そ
の
周
辺
』

同
成
社
、
一
九
八
八
年
）、
上
原
真
人
「
発
掘
さ
れ
た
巨
大
建
物
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム 

高
き
を
求
め
た
昔
の
日
本
人
―
巨
大
建
造
物
を
さ
ぐ
る
―
』山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
（（
）

　宮
本
長
二
郎
「
神
宮
本
殿
形
式
の
成
立
」（『
瑞
垣
』
一
八
三
、一
九
九
九
年
）。 

（
（（
）

　岡
田
精
司
「
大
型
建
物
遺
構
と
神
社
の
起
源
」（
広
瀬
和
雄
編
『
日
本
古
代
史 

都
市
と
神
殿

の
誕
生
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
）・「
神
社
建
築
の
源
流
―
古
代
日
本
に
神
殿
建
築
は

あ
っ
た
か
―
」（『
考
古
学
研
究
』
四
六
―
二
、一
九
九
九
年
）。 

（
（（
）

　浅
川
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　桜
井
敏
雄
「
神
殿
成
立
以
前
の
原
初
的
空
間
形
態
」（『
神
道
文
化
』
三
、一
九
九
一
年
）。 

（
（0
）

　大
関
邦
男
「
官
社
制
の
再
検
討
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
〇
二
、一
九
九
七
年
）。 

（
（（
）

　丸
山
茂
a
「
神
社
建
築
の
形
成
過
程
に
お
け
る
官
社
制
の
意
義
に
つ
い
て
」（
同
『
神
社
建

築
試
論
―
古
代
王
権
と
祭
祀
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）・

b
「『
官
社
』
小
考
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
八
―
二
、二
〇
〇
四
年
）。 

（
（（
）

　篠
原
祐
一
「
考
古
学
か
ら
の
神
社
認
定
の
プ
ロ
セ
ス
」（
古
代
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
〈
古
代

の
社
会
と
環
境
〉
資
料
集
『
開
発
と
神
仏
と
の
か
か
わ
り
』
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年
）。 

（
（（
）

　山
本
信
吉
「
神
社
修
造
と
社
司
の
成
立
」（
山
本
・
東
四
柳
史
明
編
『
社
寺
造
営
の
政
治
史
』

思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）、有
富
純
也
「
神
祇
官
の
特
質
―
地
方
神
社
行
政
か
ら
の
検
討
―
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
七
、二
〇
〇
三
年
）。

（
（（
）

　西
宮
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　井
上
註（
（（
）論
文
。
ほ
か
に
、
柴
田
博
子
「
神
祇
令
の
成
立
」（『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部

研
究
年
報
』
三
四
、一
九
九
〇
年
）、
三
橋
健
「
日
本
の
神
祇
令
と
中
国
の
祠
令
・
朝
鮮
の
祭
祀

志
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
四
、一
九
九
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　柴
田
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　三
橋
「
律
令
国
家
の
祭
祀
―
そ
の
理
想
と
現
実
―
」（
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
編
『
明
星

大
学
青
梅
校
日
本
文
化
学
部
共
同
研
究
論
集
』
九
／
理
想
と
現
実
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
（（
）

　井
上
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　柴
田
註（
（（
）論
文
。 

（
（0
）

　近
年
の
成
果
と
し
て
、
平
雅
行
「
殺
生
禁
断
の
歴
史
的
展
開
」（
大
山
喬
平
退
官
記
念
『
日

本
社
会
の
史
的
構
造 

古
代
・
中
世
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）・「
日
本
の
肉
食
慣
行
と

肉
食
禁
忌
」（『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
周
縁
・
媒
介
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
長
田

俊
樹
「
農
耕
儀
礼
と
動
物
の
血
」
下
（『
日
本
研
究
』
二
一
、
二
〇
〇
〇
年
）、
笹
田
教
彰
「
殺

生
禁
断
と
肉
食
」（『
仏
教
大
学
文
学
部
論
集
』
八
三
、二
〇
〇
二
年
）、
平
林
章
仁
「
古
代
肉
食

忌
避
考
」（『
史
聚
』
三
六
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　桃
崎
祐
輔
「
古
墳
に
伴
う
牛
馬
供
犠
の
検
討
」（『
古
文
化
談
叢
』
三
一
、一
九
九
三
年
）、
松
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一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）
は
、
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
と
す
る
。 

（
（（
）

　前
川
明
久
「
大
和
政
権
の
東
国
経
営
と
伊
勢
神
宮
」（
同
『
日
本
古
代
氏
族
と
王
権
の
研
究
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）。 

（
（（
）

　田
村
圓
澄
『
伊
勢
神
宮
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）。 

（
（（
）

　丸
山
二
郎
「
伊
勢
大
神
宮
の
奉
祀
に
つ
い
て
」（
同
『
日
本
古
代
史
研
究
』
大
八
洲
出
版
、

一
九
四
八
年
）、
直
木
孝
次
郎
「
天
照
大
神
と
伊
勢
神
宮
の
起
源
」（
同
『
日
本
古
代
の
氏
族

と
天
皇
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
、
初
出
一
九
五
一
年
）、
岡
田
註（
（（
）a
論
文
、
前
川
明

久
「
古
代
の
宮
都
と
伊
勢
神
宮
」（
同
『
日
本
古
代
氏
族
と
王
権
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
六
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　岡
田
註（
（（
）a
・
b
論
文
。 

（
（（
）

　東
野
治
之
「
大
化
以
前
の
官
制
と
律
令
中
央
官
制
」（
同
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）、
押
部
佳
周
「
近
江
令
の
成
立
」（
同
『
日
本
律
令
成
立
の

研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）。

（
（（
）

　荊
木
美
行
「
孝
徳
朝
の
官
制
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題
」（
同
『
初
期
律
令
官
制
の
研
究
』
和

泉
書
院
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。 

（
（（
）

　以
下
、
律
令
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
長
谷
山
彰
「
律
令
法
典
編
纂
の
推
移
と
問
題

点
」（
同
『
律
令
外
古
代
法
の
研
究
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

（
（（
）

　梅
田
義
彦
「
近
江
令
と
そ
の
神
祇
制
度
」（
同
『
神
祇
制
度
史
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年
）、
西
山
徳
「
神
祇
官
の
設
置
」（
同
『
神
社
と
祭
祀
』
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
）、

西
田
長
男
「『
神
社
』
と
い
う
語
の
起
源
そ
の
ほ
か
」（
同
『
日
本
神
道
史
研
究
』
八
、講
談
社
、

一
九
七
八
年
）、
熊
谷
保
孝
「
天
武
・
持
統
両
天
皇
朝
の
神
祇
」（
同
『
律
令
国
家
と
神
祇
』
第

一
書
房
、一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
八
〇
年
）、井
上
光
貞
「
神
祇
令
の
特
質
と
そ
の
成
立
」（
同

『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　西
宮
秀
紀「
律
令
神
祇
官
制
の
成
立
に
つ
い
て
」（
同『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』

塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）、
古
川
淳
一
「
祭
官
小
考
」（『
国
史
談
話
会
雑

誌
』
三
五
、一
九
九
五
年
）、
藤
森
註（
（（
）論
文
、
中
村
英
重
『
古
代
祭
祀
論
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
（0
）

　西
宮
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　中
村
註（
（（
）書
。 

（
（（
）

　岡
田
註（
（（
）a
論
文
。 

（
（（
）

　田
中
卓
「
神
宮
に
お
け
る
式
年
遷
宮
の
起
源
」（
同
『
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』
神
宮
司
庁
教

導
部
、
一
九
五
九
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）、
岡
田
米
夫
「
神
宮
式
年
遷
宮
制
の
創
始
」（『
神

道
史
研
究
』
二
〇
―
五
・
六
、一
九
七
二
年
）、
太
田
博
太
郎
「
式
年
造
替
制
の
成
立
」（
上
山
春

平
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
伊
勢
神
宮
』
人
文
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
中
西
正
幸
『
神
宮
式
年
遷

宮
の
歴
史
と
祭
儀
』（
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。 

（
（（
）

　拙
稿
註（
（0
）論
文
。

（
（（
）

　浅
川
滋
男
「『
神
殿
論
』
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
同
編
『
先
史
日
本
の
住
居
と
そ
の
周
辺
』

同
成
社
、
一
九
八
八
年
）、
上
原
真
人
「
発
掘
さ
れ
た
巨
大
建
物
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム 

高
き
を
求
め
た
昔
の
日
本
人
―
巨
大
建
造
物
を
さ
ぐ
る
―
』山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
（（
）

　宮
本
長
二
郎
「
神
宮
本
殿
形
式
の
成
立
」（『
瑞
垣
』
一
八
三
、一
九
九
九
年
）。 

（
（（
）

　岡
田
精
司
「
大
型
建
物
遺
構
と
神
社
の
起
源
」（
広
瀬
和
雄
編
『
日
本
古
代
史 

都
市
と
神
殿

の
誕
生
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
）・「
神
社
建
築
の
源
流
―
古
代
日
本
に
神
殿
建
築
は

あ
っ
た
か
―
」（『
考
古
学
研
究
』
四
六
―
二
、一
九
九
九
年
）。 

（
（（
）

　浅
川
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　桜
井
敏
雄
「
神
殿
成
立
以
前
の
原
初
的
空
間
形
態
」（『
神
道
文
化
』
三
、一
九
九
一
年
）。 

（
（0
）

　大
関
邦
男
「
官
社
制
の
再
検
討
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
〇
二
、一
九
九
七
年
）。 

（
（（
）

　丸
山
茂
a
「
神
社
建
築
の
形
成
過
程
に
お
け
る
官
社
制
の
意
義
に
つ
い
て
」（
同
『
神
社
建

築
試
論
―
古
代
王
権
と
祭
祀
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）・

b
「『
官
社
』
小
考
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
八
―
二
、二
〇
〇
四
年
）。 

（
（（
）

　篠
原
祐
一
「
考
古
学
か
ら
の
神
社
認
定
の
プ
ロ
セ
ス
」（
古
代
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
〈
古
代

の
社
会
と
環
境
〉
資
料
集
『
開
発
と
神
仏
と
の
か
か
わ
り
』
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年
）。 

（
（（
）

　山
本
信
吉
「
神
社
修
造
と
社
司
の
成
立
」（
山
本
・
東
四
柳
史
明
編
『
社
寺
造
営
の
政
治
史
』

思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）、有
富
純
也
「
神
祇
官
の
特
質
―
地
方
神
社
行
政
か
ら
の
検
討
―
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
七
、二
〇
〇
三
年
）。

（
（（
）

　西
宮
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　井
上
註（
（（
）論
文
。
ほ
か
に
、
柴
田
博
子
「
神
祇
令
の
成
立
」（『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部

研
究
年
報
』
三
四
、一
九
九
〇
年
）、
三
橋
健
「
日
本
の
神
祇
令
と
中
国
の
祠
令
・
朝
鮮
の
祭
祀

志
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
四
、一
九
九
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　柴
田
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　三
橋
「
律
令
国
家
の
祭
祀
―
そ
の
理
想
と
現
実
―
」（
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
編
『
明
星

大
学
青
梅
校
日
本
文
化
学
部
共
同
研
究
論
集
』
九
／
理
想
と
現
実
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
（（
）

　井
上
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　柴
田
註（
（（
）論
文
。 

（
（0
）

　近
年
の
成
果
と
し
て
、
平
雅
行
「
殺
生
禁
断
の
歴
史
的
展
開
」（
大
山
喬
平
退
官
記
念
『
日

本
社
会
の
史
的
構
造 

古
代
・
中
世
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）・「
日
本
の
肉
食
慣
行
と

肉
食
禁
忌
」（『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
周
縁
・
媒
介
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
長
田

俊
樹
「
農
耕
儀
礼
と
動
物
の
血
」
下
（『
日
本
研
究
』
二
一
、
二
〇
〇
〇
年
）、
笹
田
教
彰
「
殺

生
禁
断
と
肉
食
」（『
仏
教
大
学
文
学
部
論
集
』
八
三
、二
〇
〇
二
年
）、
平
林
章
仁
「
古
代
肉
食

忌
避
考
」（『
史
聚
』
三
六
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　桃
崎
祐
輔
「
古
墳
に
伴
う
牛
馬
供
犠
の
検
討
」（『
古
文
化
談
叢
』
三
一
、一
九
九
三
年
）、
松
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井
章
「
古
代
・
中
世
の
村
落
に
お
け
る
動
物
祭
祀
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

六
一
、一
九
九
五
年
）・
日
本
の
美
術
四
二
三
『
環
境
考
古
学
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、
久

保
和
士
『
動
物
と
人
間
の
考
古
学
』（
真
陽
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
（（
）

　平
林
註（
（0
）論
文
。

（
（（
）

　三
橋
註（
（（
）論
文
。

（
（（
）

　有
富
註（
（（
）論
文
。 

（
（（
）

　大
関
註（
（0
）論
文
。

（
（（
）

　丸
山
註（
（（
）b
論
文
。 

（
（（
）

　山
本
註（
（（
）論
文
。
ほ
か
に
官
社
に
つ
い
て
は
、
川
原
秀
夫
「
律
令
官
社
制
の
成
立
過
程
と

特
質
」（
林
陸
朗
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
五
年
）・「
古
代
に
お
け
る
祭
祀
統
制
と
そ
の
変
質
」（『
歴
史
学
研
究
』五
七
三
、一
九
八
七

年
）・「
国
司
と
神
社
行
政
」（
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、

巳
波
利
江
子
「
八
・
九
世
紀
の
神
社
行
政
―
官
社
制
度
と
神
階
を
中
心
と
し
て
―
」（『
寧
楽
史

苑
』
三
〇
、一
九
八
五
年
）
な
ど
を
参
照
。 

（
（（
）

　小
倉
慈
司
「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
地
方
神
社
行
政
の
展
開
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
三
―

三
、一
九
九
四
年
）。

（
（（
）

　大
関
註（
（0
）論
文
。

（
（0
）

　黒
田
龍
二
「
神
の
や
し
ろ
の
曙
」（
同
『
中
世
寺
社
信
仰
の
場
』
思
文
閣
出
版
、一
九
九
九
年
、

初
出
一
九
九
四
年
）、
井
上
寛
司
「
日
本
の
「
神
社
」
と
「
神
道
」
の
成
立
」・「
日
本
の
「
神
社
」

と
「
神
道
」」（
同
『
日
本
の
神
社
と
「
神
道
」』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
一
年
・

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
（（
）

　八
重
樫
直
比
古
「『
日
本
書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀
覚
書
」（
玉
懸
博
之
編
『
日
本
思
想
史
―
そ

の
普
遍
と
特
殊
―
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
近
年
の
詳
細
な
検
討
に
は
、
吉
田

一
彦
『
古
代
仏
教
史
を
よ
み
な
お
す
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
拙
稿
註（
（（
）論
文

が
あ
る
。

　

 

（
（（
）

　津
田
左
右
吉『
津
田
左
右
吉
全
集
』二
／『
日
本
古
典
の
研
究
』下（
岩
波
書
店
、一
九
六
三
年
、

初
刊
一
九
五
〇
年
）、
井
上
薫
「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
載
考
」（
同
『
日
本
古
代
の
政
治

と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
初
出
一
九
四
二
～
一
九
四
三
年
）・「
道
慈
」（
同

書
。
初
出
一
九
四
六
年
）、
吉
田
一
彦
a
「
日
本
書
紀
と
道
慈
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

一
〇
六
、
二
〇
〇
一
年
）・
b
「
道
慈
の
文
章
」（
大
山
誠
一
編
『
聖
徳
太
子
の
真
実
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
三
年
）。 

（
（（
）

　吉
田
註（
（（
）a
・
b
論
文
。

（
（（
）

　諸
説
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
。
山
内
洋
一
郎
「
法
苑
珠
林
と
諸
経
要
集
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』

二
〇
―
九
、一
九
七
四
年
）
は
龍
朔
末
年
（
六
六
三
）、
川
口
義
照
「
経
録
研
究
よ
り
み
た
法
苑

珠
林
―
と
く
に
撰
述
年
時
に
つ
い
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
三
―
一
、一
九
七
四
年
）

は
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）、
小
南
一
郎
「
解
説
」（
同
訳
、
大
乗
仏
典
中
国
・
日
本
篇
三
『
法
苑

珠
林
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）・
富
田
雅
史
「『
法
苑
珠
林
』
と
道
宣
」（『
東
洋
大
学
大

学
院
紀
要
』
文
学
研
究
科 

三
七
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
同
三
年
／
乾
封
元
年
（
六
六
五
）
と
す
る
。

最
終
稿
の
完
成
が
総
章
元
年
（
六
六
八
）
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。

（
（（
）

　川
口
義
照
「
仏
教
類
書
中
に
引
用
さ
れ
た
逸
存
経
典
の
一
考
察
」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教

学
研
究
会
年
報
』一
一
、
一
九
七
七
年
）・「『
法
苑
珠
林
』に
み
ら
れ
る
逸
存
・
別
存
経
に
つ
い
て
」

（『
南
都
仏
教
』
三
七
、
一
九
七
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）

　拙
稿
註（
（（
）論
文
で
詳
し
く
論
じ
た
。

（
（（
）

　研
究
史
の
整
理
と
し
て
、山
折
哲
雄「
古
代
に
お
け
る
神
と
仏
」（
同『
神
か
ら
翁
へ
』青
土
社
、

一
九
八
四
年
。
初
出
一
九
八
〇
）、
曾
根
正
人
「
研
究
史
の
回
顧
と
展
望
」（
同
編
、
論
集
奈
良

仏
教
四
『
神
々
と
奈
良
仏
教
』
雄
山
閣
出
版
、一
九
九
五
年
）、伊
藤
聡
「
神
仏
習
合
の
研
究
史
」

（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
―
三
、一
九
九
八
年
）
な
ど
が
有
益
で
あ
る
。 

（
（（
）

　吉
田
一
彦
「
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合
―
中
国
の
神
仏
習
合
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
梅
村
喬
編
『
古
代
王
権
と
交
流
』
四
／
伊
勢
湾
と
古
代
の
東
海
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）、

拙
稿
「
東
晋
期
中
国
江
南
に
お
け
る
〈
神
仏
習
合
〉
言
説
の
成
立
―
日
中
事
例
比
較
の
前
提

と
し
て
―
」（
根
本
誠
二
編
『
奈
良
仏
教
の
地
方
的
展
開
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
初
刊

二
〇
〇
一
年
）。 

（
（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
五
〇
を
用
い
た
。 

（
（00
）

　『
幽
明
録
』
に
異
伝
が
あ
る
（『
太
平
御
覧
』
巻
六
八
八
）。 

（
（0（
）

　『
録
異
伝
』
に
異
伝
が
あ
る
（『
御
覧
』
巻
四
七
二
）。 

（
（0（
）

　木
村
英
一
編
『
慧
遠
研
究
』
研
究
篇
（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
）、
宮
川
尚
志
「
晋
代
お
よ

び
そ
れ
以
降
の
廬
山
」（
同
『
六
朝
史
研
究
』
宗
教
篇
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
四
年
）、
エ
ー

リ
ク
・
チ
ュ
ル
ヒ
ャ
ー
／
田
中
純
男
・
成
瀬
良
徳
・
渡
会
顕
・
田
中
文
雄
訳
『
仏
教
の
中
国
伝

来
』（
せ
り
か
書
房
、
一
九
九
五
年
、
原
著
一
九
五
九
年
）、
小
林
正
美
「
廬
山
慧
遠
の
仏
教
思

想
」（
同
『
六
朝
仏
教
思
想
の
研
究
』
創
文
社
、一
九
九
三
年
、初
出
一
九
七
五
・
一
九
七
七
年
）、

鎌
田
茂
雄
「
廬
山
慧
遠
―
中
国
初
期
仏
教
史
の
転
回
点
―
」（
同
『
中
国
仏
教
史
』
二
／
受
容

期
の
仏
教
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
参
照
。 

（
（0（
）

　安
藤
俊
雄
「
廬
山
慧
遠
の
禅
思
想
」（
木
村
編
註（
（0（
）書
）。

（
（0（
）

　梶
山
雄
一
「
慧
遠
の
報
応
説
と
神
不
滅
論
」（
木
村
編
註（
（0（
）書
）、
小
林
註（
（0（
）論
文
、

中
嶋
隆
蔵
「
慧
遠
の
生
活
と
そ
の
仏
教
理
解
」（
同
『
六
朝
思
想
の
研
究
―
士
大
夫
と
仏
教
思

想
―
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
五
年
）。 

（
（0（
）

　テ
ク
ス
ト
は
、佐
伯
有
清『
伝
教
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
二
年
）を
用
い
た
。 

（
（0（
）

　高
取
正
男
『
神
道
の
成
立
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）。

（
（0（
）

　河
音
能
平
「
王
土
思
想
と
神
仏
習
合
」（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
四
／
古
代
四
、岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
）。 

（
（0（
）

　義
江
彰
夫
「
日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
形
成
の
社
会
史
的
考
察
」（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』

七
、
一
九
九
二
年
）。
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（
（0（
）

　高
橋
稔
『
中
国
説
話
文
学
の
誕
生
』（
東
方
選
書
、
一
九
八
八
年
）、
蜂
屋
邦
夫
「
自
然
と

因
果
」（
長
尾
雅
人
他
編
『
岩
波
講
座
東
洋
思
想
』
一
四
／
中
国
宗
教
思
想
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）、
末
木
文
美
士
「
因
果
応
報
」（
同
『
仏
教
―
言
葉
の
思
想
史
―
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）。

（
（（0
）

　寺
川
真
知
夫
「
神
身
離
脱
を
願
う
神
の
伝
承
―
外
来
伝
承
を
視
野
に
入
れ
て
―
」（『
仏
教
文

学
』
一
八
、
一
九
九
四
年
）。

（
（（（
）

　神
火
事
件
に
つ
い
て
は
、
小
池
栄
一
「
神
火
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民

編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）
に
関
係
史
料
と
研
究
史
が
詳

し
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
時
期
に
展
開
し
て
い
た
東
国
に
お
け
る
丘
陵
開
発
も
、
そ

の
一
要
因
と
し
て
考
慮
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
（
平
野
修
「
古
代
仏
教
と
土
地
開
発
―
山
梨
県

内
の
事
例
か
ら
―
」『
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
』
七
、一
九
九
六
年
な
ど
）。 

（
（（（
）

　以
下
の
記
述
に
つ
い
て
は
、岡
田
荘
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九
四
年
）
所
収
の
諸
論
考
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

（
（（（
）

　並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）。 

（
（（（
）

　拙
稿
「
松
尾
大
社
に
お
け
る
大
山
咋
神
奉
祀
の
原
初
形
態
―
松
尾
・
賀
茂
・
日
吉
三
社
の
祭

祀
的
連
環
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
平
田
耿
二
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編 

『
歴
史
に
お
け
る

史
料
の
発
見
』
同
会
、
一
九
九
七
年
）。 

（
（（（
）

　土
橋
誠
「
氏
神
祭
祀
と
『
春
日
祭
』」（
岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
』
塙
書
房
、

一
九
九
七
年
）、
三
宅
和
朗
「
平
安
期
の
春
日
祭
に
つ
い
て
」（
岡
田
精
司
編
『
祭
祀
と
国
家
の

歴
史
学
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（（
）

　テ
ク
ス
ト
に
は
、
神
道
大
系
を
用
い
た
。 

（
（（（
）
福
山
「
春
日
神
社
の
創
立
と
社
殿
配
置
」（
同
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
桑
名
文
星
堂
、

一
九
四
三
年
）。

（
（（（
）

　北
「
律
令
国
家
陵
墓
制
度
の
基
礎
的
研
究
」（『
史
林
』
七
九
―
四
、
一
九
九
六
年
）。 

（
（（（
）

　藤
森
馨
「
神
宝
使
考
―
平
安
時
代
に
於
け
る
朝
廷
の
遷
宮
観
―
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究

所
紀
要
』
一
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。 

（
（（0
）

　三
橋
正
「
古
代
か
ら
中
世
へ
の
神
祇
信
仰
の
展
開
」（
同
『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』

続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
（（（
）

　神
階
に
つ
い
て
は
、
川
原
秀
夫
「
神
階
社
考
」（『
古
代
文
化
』
四
九
―
二
、
一
九
九
七
年
）

の
ほ
か
、
岡
田
荘
司
編
『
古
代
諸
国
神
社
神
階
制
の
研
究
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
の

整
理
・
所
収
論
考
を
参
照
。

（
（（（
）

　岡
田
「
古
代
の
神
社
と
神
階
」（
同
編
註（
（（（
）書
）。 

（
（（（
）

　上
島
「
中
世
宗
教
支
配
秩
序
の
形
成
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』二
四
二
・
二
四
三
、二
〇
〇
一

年
）・「
中
世
宗
教
秩
序
の
形
成
と
神
仏
習
合
」（『
国
史
学
』
一
八
二
、二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

（
（（（
）

　井
上
寛
司
「
古
代
・
中
世
の
神
社
と
「
神
道
」」（
同
『
日
本
の
神
社
と
「
神
道
」』
校
倉
書
房
、

二
〇
〇
六
年
。
初
出
も
同
年
）。

（
（（（
）
吉
田
一
彦
「
日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
思
想
の
受
容
と
展
開
―
神
仏
習
合
外
来
説
（
序
説
）

―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
七
―
二
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
垂
迹
思
想
の
受
容
と
展
開
―

本
地
垂
迹
説
の
成
立
過
程
―
」（
速
水
侑
編
『
日
本
社
会
に
お
け
る
仏
と
神
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
共
同
研
究
「
神
仏
信
仰
の
通
史
的
研
究
」
に
て
、「
考
古
学
・
神
道
史
・
古
代
史

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
り
た
い
の
で
、
古
代
に
お
け
る
神
仏
信
仰
の
通
史
を
描
い
て
ほ

し
い
」
と
の
依
頼
を
受
け
、
任
に
堪
え
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
も
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
脱
稿
・
提
出
は
二
〇
〇
七
年
五
月
で
、
そ
れ
か
ら
初
校
ま
で
一
年
半
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
間
多
く
の
関
連
す
る
論
考
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
消
化
し
て
リ
ラ
イ

ト
す
る
余
裕
は
な
く
、
不
充
分
な
原
稿
で
あ
る
の
は
承
知
の
う
え
で
、
ほ
と
ん
ど
増
補
を
行
わ

ず
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
関
係
各
位
に
は
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

（
上
智
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
九
日
審
査
終
了
）



39

Shinto and Buddhism in Ancient Japan

The beginnings of Shinto shrines in ancient Japan have been found in many areas of the Japanese archipelago 

dating from around the late Kofun period. Religious relics directly connected to later shrines were found at 

remote locations on the fringe of the world, at high elevations or great depths, such as subterranean locations, 

deep in the mountains or far out to sea. Rituals performed at water sources that watered farmland later became 

local tutelaries or ubusuna shrines. It may be said that the universalization of ritual artifacts that appeared in these 

rituals from the latter half of the 5th century to the beginning of the 6th century reflects the establishment of 

some kind of institution within the Yamato court related to the worship of kami. Viewed in terms of the history of 

documents, this constitutes the formation of official regulations in the Kinmei era, but whether or not it signified 

the establishment of an “official system,” we can be certain that religious clans such as the Nakatomi and Inbe 

were formed and that integrated rituals linking the political center with the regions and a mythological view of the 

world were envisioned. At this time, religious concepts from China and Korea, augurs and ritual methods were 

brought into Japan, and it is worth noting that these had a huge impact on the establishment of Shinto beliefs in 

the Japanese archipelago.

In the Tenmu and Jito eras, the period when the ritsuryo state was formed, ritsuryo rituals, typified by 

offerings and prayers for a bountiful harvest and the Jingikan (Ministry of Shinto), which administered such 

rituals, were established accompanying the compilation of the “Asuka Kiyomihararyo.” At this time, “shrines” 

were selected mainly from those at sites of rituals in each region that had close ties with imperial authority and as 

spaces that had been solemnized in order to receive official offerings (heihaku) were built as official state shrines. 

Accordingly, shrines necessarily came to possess a dual structure of rituals that were associated with imperial 

power and their locality. The “Taiho Jingiryo” (regulations concerning kami in the Taiho Code), which served 

as the blueprint for the former, established rituals that were distinct from the “Ciling” of Tang China and official 

rituals of Silla, and this “purified ideology” was at the very least far removed from the latter. Changes to ritsuryo 

rituals in the Heian period, the decline of some official state shrines and the growth of a variety of religious sites 

that are believed to have existed prior to the ritsuryo system, in large part originated from the dilemma presented 

by this dual structure. Although it had been hoped that the granting of ranks to kami and the granting of myojin 

taisha status or other status to shrines, which became widespread in the middle of the Nara period, would resolve 

the contradictions on both sides, these measures proved insufficient to fill this gulf. As a result of the propagation 

HOJO Katsutaka 
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［古代日本の神仏信仰］……北條勝貴
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of state-sanctioned Buddhism in the Shomu era, Buddhism emerged as a new method of worship and gave 

rise to the first period of the syncretization of Shinto and Buddhism in which the power of Buddha revitalized 

Shinto kami. Although according to the “Honji-suigaku” theory of Shinto-Buddhist syncretism this became even 

stronger, we cannot ignore that this correlativity with Buddhism as seen in the adoption of shaden (shrine halls) 

and images and statues of kami brought about a clarification of Shinto beliefs.

By the Heian period, offerings and prayers for a bountiful harvest, which illustrate the essence of ritsuryo 

rituals, disappeared and the control of worship at each shrine had been transferred from state officials to 

provincial officials. This practice which brought about the start of provincial offerings, gained pace as the 

authority of provincial officials burgeoned accompanying the formation of the imperial state, and eventually led 

to the establishment of soja and ichinomiya shrines. Meanwhile, some shrines in Kinai that had received large 

offerings prior to the ritsuryo and shrines in the Heian capital and its outlying areas emerged as the 16 and 22 

shrines where prayers were offered for rain, fine weather and a bountiful harvest, while others established their 

own rituals. By clearly reflecting the relationship between the state and imperial authority and the beliefs of the 

imperial family and prominent nobles in the Heian period, this framework, which included shrines not listed in 

the “Jinmyocho” (Register of Kami), partly transcended the existing system of state shrines. From this point on, 

shrine rituals diverged into imperial court rituals and separate rituals for each province, thus leading to medieval 

Shinto beliefs.
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